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1 .本書は，昭和59年度に実施した新T歳空港建設用地内の埋蔵文化財包蔵地の発州I調介報告

て~ある。

2．訓侮は，財|ll1法人北抑:迫蠅蔵文化財センターか実施し， 本書は洲介をll l当した洲森部調査

弟l班か作成した。文責は文末に記す．

3．放射'ﾄ'1炭素による年代測定は， 京都産業大学山HI拍氏に依刈した。

4．黒I僅石水和層年代の測定は，帯広畜産大学近堂祐弘氏に依仙した。

5．調査にあたって，つきﾎの人びと ・諸機関の二､協力をいただいた。

奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター，北海道大学理学部地質鉱物学教室， 札'幌医科

大学第二解剖学教室，北海道開拓記念館，新潟県教育庁文化行政課， 糸魚川市教育委員会，

千歳市教育委員会, l'l 'i.小牧市埋蔵文化財センター，總別町，赤松守雄乾芳宏大谷倣三，

笠巻袈裟男，古原敏弘、近藤祐弘， 佐藤一夫， 清水稚男， 菅原康次， 谷岡康孝， 田村俊之，

辻秀子，寺村光H肖， 中,|劫栄一， 野村崇，三野紀雄， 矢野牧夫、 山出''料即，渡辺11ln

（敬称略， ’ ' '11不同）

6．幣理作業終了後の資料は、北海道教育委貝会か保管する。
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記号等の説明

F2 F1
①発州I1区について

63
空港建設用地内の分布調査（ 「美沢川流域の

辿跡群」昭和5()年度千歳市教育委員会）で用

いた5()mメッシュを5×5mに100等分して,00

～99とした。

②発抑区の基線方向について

発川区の南北基線は，座標北に対して西側＃7．

22’ 38”である。

③遺描の略号および番号について

64
Hは|iﾐ居跡, PおよびXは土城､ TはTピッ

トを表わす。番号は原則として検出lll典である。

L 50m 」
「｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ， ， ， ， ，

0090 80 60 50 30 20 1070 40

OlI ’や

Ｆ

22 02

33 03

44 04Ｅ
○
の

55 05

66 06

77 07

OB88

99 09

ただし， 美々4週跡の第1I黒色土層発見の土曠はlO1からである。

④土層の名称について

~ |､記の略称を使用する。

Ta alg(a) ･……･……･………樽削a降ﾄｰ焼ｲIE

Ta-b層(b) …･………･………樽前b降下軽心層

I黒層( I黒）…………………邦Ig､､－－ロヘー人． 里在'十届

Ta cl層(c,) ･………･“･ ･…“･樽前c,降下軽石層

Ta-c2層(c2) ・…””. . . .…．….樽前p21If下軽石層

II黒層( II黒) ･………･………･第1I黒色土層

Ta-dl層(d') …“･………･…･ ･樽前dl降下韓石1首

Ta d2層(d2) .…･……………樽前d2降下軽孑i層

Ⅲ黒屑( 111黒）………･ ･……･ ･ ･ ･第Ⅲ黒色土層

En-aローム層(EnL) ･ ･………･恵庭a降下蛭石の風化したローム質粘土層

En aE(EnP)…………………忠庭a降lぐ軽石層

SpH層(Sf) .…･ ･…………………・支笏継石流堆積物

⑤土層の説明について

遺描の裡土は， 色調と上記土層の況ｲl i状態を示す~･捉ｲ[状態は次のように表現する

A+B AとBがほぼ等量にまじる。

A>B AにBか少量まじる。

A>B AにBか微量まじる。

子
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⑥岩石名の'略号について

Apl. アブライト And. 安山岩 Aga. メノウ Aga-Sh. メノウ『In岩

Ba・ 玄武岩 BI-Sch. 黒色片岩 Che. J|岩 Gni. f,麻岩

GI､-Mud, 緑色泥岩Gl､-&h・ 緑色ハ岩 Jad. lilUi Mud. 泥岩

Obs， 黒HWi Per・ カンラン岩 Sa・ 砂岩 Sch. 片岩

Ser. 蛇紋岩 Sh. 頁岩 S1. 帖級岩 Ta. 滑ｲl.

TL, . 樅灰岩

⑦遺桃の記戦について

規模は，確認l前での長*lll長×短軸長／床(底)面での長軸長×f"ll{長／確認面からの雄大深，

で表わす。 （単位m)

平lii形は，床(底）面の形状で判断した。

遺物は、 覆土出土のものも含めて記戦する。なお図示した辿物の計i11'l値等は， 次のlll則子て示

す。

~

■

土器器高×口径×底径 （単位(､ in)

石器等最大長×鼓大IIIM×厚さ （単位(･m)

⑧図版について

図版は原則として下記の縮尺で作成してある

X

重量（単位g) , 材質

例外については， その都皮スケ ル， プン､位を

示す~･

遺描図住居跡1 :6() , これ以外はl : 4() 土器実ill'l図 ］

土器拓影 l : 3 イ ｢器実#l'l図 1 : 2

なお，遺榊図は発伽区雅線の北（西側I7．22'38"） を '二にして示してある

⑨遺物の分顛について

出土迪物は， 7～9ページに示す」IL準により分伽した。

なお、本文中の石器の分類記号は、 0 ：石核・剥片, X:礫を除き，

省略した。

1

大分類( I～W)は

．

b



遺物の分類

(1) 土器

I群 繩文時代早期の土器

a類 いわゆる貝殻文士器群および条痕文土器群（今回の調査では出土していない）

b類 絡条体圧痕文､組紐圧痕文，撚糸文，繩文等のある土器群

b 1類 束311路Ⅲ類に相当するもの

b－2類 コッタロ式にｵⅡ当するもの
な力･ すJ -f』 ろ

b－3類 中茶路式にｲ11当するもの

b－4噸 東釧路Ⅳ類に相当するもの

Ⅱ群 繩文時代前期の土器

a類 いわゆる繩文尖底土器

a 1類 いわゆる綱文土器およびこれに伴うとみなされる羽状繩文土器

a－2類 中野式土器およびこれに熱するもの
うえ之-い

b類 円筒土器下層式土器，杣苗式およびこれに類するもの

ⅡI群 繩文時代中期の土器

a類 円筒土器上層式土器

b知 円筒土器に後続する土器群

b 1類 天神山式に相当するもの

b－2類 柏木川式に札|当するもの

b－3類 ｜､コロ6類および煉瓦台式に相当するもの

Ⅳ群 繩文時代後期の土器

a類 余~巾式および入江式に相当するもの

b類 船泊上層式，手稲式， ホッケマ式に相当するもの

c類 堂林式に朴1当するもの

v群 繩文時代晩期の土器

a類 大洞B式およびBC式に相当するもの

従来はⅣ群c類に含められていたJX-3 ･ P 106 (道教委『美沢川流域の遺跡

群」 1I1 昭和53年度）で代表される土器群は，突瘤文・爪形文の組合せをもつ深鉢

や三叉文等の付された壺・浅鉢等と破片で判別することは困難であったため，便宜

上一括して本類に含める。

b類 大il'1C]式およびC2式にﾎⅡ当するもの

c類 大洞A式に相当するものおよびタンネ|､ウL式土器

●

●
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(2) 石器
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I 洲査の概要

I 調査の概要

腰

宙

この調査は，北海道開発局札I幌開発建設部が建設を進めている新千歳空港の用地内に所在す

る埋蔵文化財包蔵地の緊急調査で，本年度は第9年次にあたる。

1 調査要項

事業名

事業委託者

事業受託者

調査遺跡

新千歳空港建設用地内埋蔵文化財発掘調査

北海道開発局札|幌開発建設部

財団法人北海道埋蔵文化財センター

．調“職’ 術｜ 逝跡斜 ｜ ，肝 ＃

礫
ｲlそ 地委登戦番号

Ⅱ黙屑以下調査未了。今回は報古･しない－03 89 美々2適跡北海道T･ ,"
~ ~

－斗
｜心

哩
岨
哩

４

１

５

々

々

畦 988-34ほか 6,544i

l ,劉面「
~

ﾆL

lll
~

~

調査期間 準備昭和59年4月12日～5月6日

現地調査 5月7日～10月31日 室内調査 11月1日～昭和60年3月26日

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター 龍一

輝雄

知忠

文吉（発掘担当者）

香澄

一宏

哲郎

秀之

朗

俊男

正之

中村

竹田

森田

青柳

遠藤

野中

田中

森

石川

大利

伊野

理 事 長

調査部長

調査第一班長

文化財保護主事

底

’
「
』

″

〃

嘱 言七

〃

量

真

師

師

技

技

川

云

与

、
、
Ｉ
Ｊ
１
ｊ
~
戸
~

l］

〕



I 調査の概要
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図1 遺跡の位置（この地図は、 国土地理院発行の5万分の1の地形図．千歳を複製したものである）
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I i淵査の概要

3 遣跡群の立地と環境

新千歳空港の建設用地は， 札幌と7'ii71、牧とのほぼ中間にあたる下歳市の南ﾉﾌにあり，現空港

と国道36号線とに挾まれたところに位置している（図l )。用地は，北と西を現空港に接し， こ

れと平行する南北に細長い範囲で，広さは，現空港との共有部分も含めておよそ710haである。

用地の中央には，千歳．苫小牧両市の境界にもなっている美沢川か西から東に流れ，南端は，

勇払原野からつづく湿原に面している。

この地域は，西方約301(Inのところにある支笏カルテ．ラを噴出源とする火山砕屑岩台地の束縁

にあたり，地表は，更新世の恵庭鵬，完新世の樽前山等の放出物によって厚く覆われている。

台地は， 札I晩～苫小牧低地帯に面し， これにli1lって束に緩やかに仙斜しており，西から東に流

路をとる， ほぼ平行な幾筋もの谷によって刻まれている。美沢川も， このような谷のひとつで，

低地帯南部を貫流する美々川の一支流となっている。芙々川は，千歳市街地の南，現空港の東

方に源を発し，美沢川と合流の後，全国有数の野鳥の懐,1g地として知られるウトナイ |､沼に注

ぎ， 勇払川，安平川と合して苫小牧市東郊で太平洋に達している。

札幌～苫小牧低地帯南部は，冷脱帯系の広葉樹と，亜寒帯系の針葉樹の脱交する，汎針広混

交林帯に属している。 しかしながら， たび重なる火山噴出物の降下のためか，植生復活の早い

広葉樹か卓越し， ことに美沢l l l周辺では，開拓以後に.柚栽されたものを除けば針葉樹はみられ

ない。 また， この地域には，現Tliも大規棋なMUl原が発達しており，繩文海進時のころには、海

a

け

表1 新千歳空港用地内の埋蔵文化財包蔵地調査の推移
※60句・

度以附

皇」

同’59年度57年時
ピロ~IFへ． 58年度56年度52年度 弓q珪庶平写~IPへ

R4年降
し△~I'又道教委登載No. 遺跡名 51年度 55年度所在地

A-03 89 美々2遺制
※※

l() ,9()6
1'1 nJ，ノp

lU･UUD
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I 洲炎の概要
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I 調査の概要

水が入りこみ入江か潟湖のような景観であったと考えられている。繩文時代前期の内陸性貝塚

として名高い美々貝塚は， 美々川と美沢川との合流点から，本流を31(I11ほどさかのぼったとこ

ろにある。ヤマトシジミを主体とし，繩文尖底土器を出土するこの貝塚は， このような環境の

もとで形成されたものである（千歳市教委『美々貝塚』昭和50年度)。

新千歳空港用地内の埋蔵文化財包蔵地の分布調査は，建設計画の具体化に伴い，昭和49 ．50

年度に千歳市教育委員会によって実施され， 20数万m当の分布が明らかにされている （千歳市教

委『美沢川流域の遺跡群』昭和50年度)。それによれば，包蔵地は，用地中央の美沢川の両岸地

区と．南端の湿原に面した台地上の2か所に偏在し， それぞれ濃密な分布域を形づくっている

(図3）。 これらについて，私たちは，前者を「美沢1 1 1遺跡群｣，後者を「フレペッ遺跡群」と1I¥

ぶことにしている。

両遺跡群の発掘調査は，昭和51年度に北海道教育委員会によって着手され（道教委『美沢川

流域の遺跡群」 I～IIl 昭和51～53年度),昭和54年9月，財団法人北海道埋蔵文化財センター

の設立を機に当センターに継承されて現在に至っている （道埋文『フレペヅ遺跡群』昭和54年

度および『美沢川流域の遺跡群」Ⅳ～Ⅶ昭和55～58年度)。これまでの発掘調査の推移は表l

に示したとおりである。

本年度調査した， 美々2 ． 4 ． 5遺跡は， ともに美沢川左岸の台地縁から斜面にかけて立地

する繩文時代を中心とする遺跡である。層序は図2に示すとお') ，上位から表土，樽前山降下

軽打a (Ta a)層, Ta-b層， 第1黒色士( I黒）層, Ta-c層, II黒層, Ta-d層， Ⅲ黒

層， 恵庭舟降下軽石a(En-a)層， ローム質粘土層， 支笏軽石流堆積物(Spfl)で，主たる遺

物包含層は, I黒層とII黒層である。 これら”うち, Ta a層とTa-b層は歴史時代の火山灰

で，古記録からそれぞれ1739 （元文4）年および1667 (寛文7)年の噴出物と考えられている。

Ta-c層は，上下両面から大洞A式並行とされるタンネトウL式土器が出土することから，

繩文時代晩期末葉の降下物であることが明らかである。Ta d層には，かつて8980士16()y.B.

P. (GaK 2208)の年代が与えられていたが，苫小牧市有珠川2遺跡で下位から吹切沢式類似

の貝殻文土器が出土した（道教委「有珠川2 ．植苗3遺跡』昭和53年度） ことによって,8,000

年前租度の降下物とみなされるに至っている。 また，美々4遺跡のⅢ黒層から，黒曜石製の大

型両面調軽石器を(『美沢川流域の遺跡群』Ⅳ)，隣接の美々5遺跡および右岸の美沢1遺跡で，

En-a層下のローム質粘土層から尖頭器様石器を含む石器群を検出したことがある（『美沢川流

域の遺跡群』Ⅲ)。

口
Ｐ

二

Ｊ

【

4 昭和59年度の調査対象遣跡

（1） 調査の経緯

本年度の調査対象遺跡は， 当初，美々5遺跡の一部と， 美々2遺跡で， 前者は6,544m,後者

は13,750m鴬であった。なお，前者は用地問題の解決をまって，昭和58年度に範囲確定がなされ

た遺跡で､ある。
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I 調査の概要

一ﾉﾌ， 美々4遺跡の昭和58年度の調査結果からは、 適幟．遺物の分布か~， 当初の範囲を超え

て用地内に広がることが想定されていた。 また， ’職接地区で、新たに用地問題か解決したこと

から，改めて道教委による分布調査が実施された。その結果, j堂跡の拡大は'ﾘ'らかとなり，工

事の急がれる部分6, 18011]』を本年度の調査対象とすることになった。また途中で， 美々2進跡の

調査対象面積は, 10,906111』に変更された。

こうした経過の中で， 美々2辿跡の調査は完了せず． 来年度以降に継続されることになった。

（2） 調査結果の概要

美々4遺跡の本年度調査実施地区は，昨年度の調査地区に隣接している （道埋文『美沢川流

域の遺跡群」Ⅶ昭和58年度)。

Ta-c層を挾んだ腐杣士層（第1･第Ⅱ黒色土層）から，繩文時代の遺構と遺物が検出された。

第’黒色土層からは，墓城を含む40個の土鵬と土器， イT器が検出された。土器の大半はタンネ

トウL式で､地方化した大洞A式か若干含まれる。

第II黒色土層からは住居跡，墓職Tピット ， 焼土等か検出された。 このうちもっとも多か

ったのは墓堪で， 124個を数える。 これらの大半は台地~上で発見されており，数個から20数個

かまとまりを成し，群を形成していることがとらえられた。調査の結果， 後期中葉の所産であ

ることが分か') ， 後期末に盛行する周堤墓の発生を解明する lこて重要である。

住居跡は3軒検出され， このうちの2例は後期初頭に位置づけられる。 Tピットは台地平坦

部から斜面にかけて6個検出された。

出土土器は17,122点で， このうち6割は後期に分類される。その中でも墓群形成の時期であ

る中葉のもの（Ⅳ群b類）が多く ，分布も墓群周辺に機密である。

第1･第1I黒色土層の調査終了後,Ta-d2層下位の第Ⅲ黒色土層およびEn-a層下位のロー

ム質粘土層において適物の確認調査を実施した。 トレンチを設定しての調査であったが，前者

から黒曜石のチップ'0点，後者からフレイク’点か~出土した。水和層による年代測定の結果は

それぞれ約12,00()年, 18,000年である。

美々5遺跡の本年度調査地区は， 芙沢川を臨む台地縁辺から50～70mほど隔てた平坦部で，

面積は6,544m’である。

調査の結果， 調査地区の南端に5佃の土猫が検出された。出土した遺物は，繩文時代早期か

ら晩期にかけての土器と， これに伴う石器等で､ある。 （森田知忠）

』

母
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II 美々4遺跡の調杏

美々4遺跡の調杳II

岳

1 概 要

美々4遺跡は，美沢川左岸の標高23m前後の台地とこれに続く斜面に位置し， 包含層の一部

は美沢川岸の低地および現河床下にも広がっている。本遺跡は過去4次にわたって調査が行わ

れ，住居跡，墓Tピッ |､など多数の遺構と9()万点にのぼる遺物が発掘されている。

昭和58年度の調査では， 50年の分布調査で確定された線引きの外にも本遺跡が広がっている
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1I 美々4遺跡の調査

ことが明らかになった。 この地域は新空港用地内であるため，工事に先立って本年6月に北海

道教育委員会社会教育部文化課による分布調査が実施された。その結果、 当初の予ill'lどおl)繩

文時代の遺構，遺物が確認されたため， 発掘調査か必要な部分( 4,91()I'': ) と， なお広がりも

予測される隣接地域に対して重機による確認調査を必要とする部分とが設定された。

後者においては， バックホウで数本の}､レンチをあけて遺構，遺物の検出に努めたところ，

土擴が密に分布していることがわかった。そのため再度工事原因者と文化課との間で調整か図

られ，新たに1,270mxが発掘分として追加された。したがって本年度の最終的な発掘対象面積は

6,180m"である。

現地調査を行なった期間は8月1日から10月31日までで， このうち確認調査は文化課の協力

を得て8月20日から31日までの間で実施した。確認調査では6個の土嘘と， その周辺から若干

の遺物が検出されている。 これらについても本書中に併せて報告する。

室内作業は8月1日から昭和60年3月23日まで行なった。

本年度の調査地区は， かつて周堤墓か検出された台地縁辺部の北西に隣接する地域で， これ

に続く平坦部および斜面を含んで､いる。

遺跡は繩文晩期末葉に降下した，厚さ50(.Inほどの火山灰(Ta-c層） を挾んだ上下の腐杣土

層中に広がっている。下位の腐杣土層（第1I黒色土層）については， 発掘調査地区全体の6,180

mゞを，上位の腐植土層（第1黒色土層）については、主に斜面の2~925m｣について調査した。 ま

た，重機による確認調査地区では，主としてII黒層を対象とした。

I黒層の調査では40個の土曠と繩文H免期末葉の土器片， これに伴うと思われる石器等が検出

された。 40個の土擴のうち2個は墓および墓の可能性があるもので， これら以外のものは用途

不明である。土擴の多くは斜面を浅く刻む沢沿いの地区から集中して検出されている。昨年度

の調査でも同じ沢沿いから用途不明の同様な遺構が検出されており，本年度のものもこれと一

連のものと考えられる。

遺物は浅い沢の東側に多く分布し，西側は少なく ，沢から離れるにつれてまばらとなる。出

土点数は土器片3,303点，石器等572点である。

II黒層からは住居跡3軒，墓1241ml, Tピット6個， その他用途の不明な土嘘3個，焼土4か

所か検出された。住居跡は2軒が台地上に, 1軒は斜面にある。前者は1I黒層上面ですでにく

ほ､みとして， その存在が予測されていたもので，伴出遺物から後期初頭に位置づけられる。後

者は時期不明で，規模が小さく ，特殊な遺構かもしれない。

土猫墓の多くは台地平坦部から縁辺にかけて集中して作られている。 これらはそ．れぞれ数個

～20数個から成る、群＄ を形成している。重機による確認調査部分で検出された土擴墓を含め

ると6か所の、群、の存在が認められる。

遺物の調査区のほぼ全域から出土しているが， とくに台地縁辺から斜面にかけて分布が濃い。

出土数は土器片17,122点，石器等13,540点である。土器のうち6割が後期に分類され， そのな

かでも中葉（Ⅳ群b類）のものが圧倒的に多い。晩期,‐中期がこれにつぎ，前期の土器はわず

狸

~
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II 美々4遺跡の調査

かである。

I ・ II黒層の調査後， ⅡI黒層およびEn a層下のローム質粘土層において遺物の確認調査を

行なった。その結果， Ⅲ黒層からは黒|曜石のチップ10点， ローム質粘土層からは黒曜石のフレイ

ク1点が見つかった。周辺の拡張を行なったが， これ以外の発見はなかった。 （青柳文吉）
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表2 美々4遺跡遺構･遺物一覧
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I1 美々4遺跡の調査

2 第1黒色土層(I黒層）の遣構と遺物

I黒層からは， 40伽|の土嘘と, V群c敵を主とする土器片･ 9 および矛,器等が出土した

（1） 遣 構

検出された適構は土曠のみである。土嘘は, .P-1 , 1個を除きすべて調査地区の東半に存

在していた。 この土堀群は，分布から2つのグループに大別することができる。すなわち、E2

-64-63区を中心として斜面にある9仙lからなる一牌と，調査地区を北東から南西へ横切る浅

い沢に沿って集中する31個の一群である。後者は，昭和58年度の調査で発兄された土峨群に連

なるものである。

{l,'il々の土脳はいずれも平mi形か円形ないし楕円形で，規模は従lm前後である。切り合い関

係のあるものは少ない。ただし，沢部分にある土脳群については, Ta-c層が流失してしまっ

ているところもあり， ほとんどがII黒層上面て検出された。 このため, 1･.面部分の形状・規棋

についてはよくわからない土砿が多い。構築時期は，確実に共伴する逝物がないためはっきり

しない。 しかし, I黒層から出土した土器は，遺構の構築時にⅡ黒層から掘りあげられたと思

われるものを除けば，すべてV群c類であることから，年代は繩文時代晩期末と考えてよさそ

うである。なお，調査途中で遺構でないことか~わかったP－2～6は欠番になっている。

1 ）墓および墓の可能性のある土塘

該当するものは2個ある。 このうち遺体が確認された土猫はP 26のみで． P－7は覆土の

状態から墓の'1]能性があると推定したものである。

P－7

Ta-c｣層上面で確認。撹土は黒色土とTa-c層の批土層で， 明らかに埋め戻されたもので

あり，墓である可能性が強い。各層は炭化物を多く含有していた。蛎底はII黒層を掘り込んで

つくられ， 凹面をなしている。

位置E2-64-82 平面形円形

規模 1.38×1.20/0.60×0.54/054

覆土 I 暗褐色( I黒+c] ) II 黒褐色( I黒>c] )

ⅡI 黒色(11黒>c') Ⅳ暗褐色(c'>I黒+II黒）

V灰褐色(c]>II黒） Ⅵ黄褐色(c] )

Ⅶ茶褐色(C2)

遺物覆土土器Vc : 3｡

匡

里
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II 美々4遺跡の調査
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11黒層_上面で確認した。本土塒が掘I)込まれている地山は、Ta-d2層およびEn-aローム

層が薄く ，塘底はEn a軽石層に達している。曠底はほぼ平坦で壁は急角度で立ち上がる｡塘

底からわずかに浮いた状態で保存の悪い糊状の人骨か検出された。遺体は束頭位で，屈葬と思

われる。人骨の直上からす')石の破片が発見されたが, gl1葬品かと．うかiよわからない。

位置E2-64 62･72 平面形楕円形

規模1 ~08×0~90／() ~90×0~60／0~60 長軸方li'] N-64o－E

埋葬体位束頭位

覆土 I 黒色(II黒>c,>d2) 11 黒褐色(II黒+d2)

Ⅲ暗黄褐色(c,>11黒+d2) Ⅳ茶褐色(d2+EnP>c] )

V 黒色(II黒>c,) Ⅵ黒色（Ⅱ黒）

遺物石器J : 1, 01 : 2｡ 1 J片
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11 美々4遺跡の調炎

2）その他の遺構

用途のよくわからない土城を一括した。 これらの土j脳は伴(|瞳物かなく ， 種士も' '1然堆枝・

蝿め戻しのいずれとも判断がつかなかった。 しかし， 前述のように土峨群の分布に強いIiﾘｲ';性

が認めらオしることは，将来それらの用途を特定する1111らかの手がかl)になると』W､われる。

以下， 各土塘をP－lを除き，沢に沿って分布する一群と， その東1Mllにある一群の2つに分

け， それぞれまとめて説明する。

P－1

Ta cl層上lhiで確認した。す')鉢状の断lili形を~呈す~る。世物はない。

P-8～11 ． 18･20～45

沢に沿って柴il1する上城群である。 P－8～10 ･ 18は, Ta c1層上Iniで確認できた土j脳で，

いずれもII黒層に掘l)込まれている。 P-10 ･ 11にはテラス状の段がある。 P-18の壁は,Ta

c層の崩落のため外反していた。 P 20～45は, I1黒層上面で発見した土峨である。 II黒層

への11III I)込みの度合いによって，城底部が茂Ⅲ状に残るもの(P 21～25 ･ 28･ 29･ 38～44)

と立ち上がりか比較的明瞭にとらえられるもの(P-20･30～37･45)がある。城底部はまる

く ，壁との境界が不明瞭なものか~多い°

P-12～17 ･ 19

調査地区の南東隅で検出された一群である。すべてTa cl層上面で確認された。P-13～15.

19の4つの土轆はつながっているが， 本来の切り合い関係にあるのはP-14とP-19である。

P-14か古<P-19が新しい。他はP 13周阯|のTa c層の自然崩落によるものと思われる。P

-12はわずかにII黒層に掘り込まれている。 P-16 ･ 17はTa c2層を雌底としている。P-17

は平面形が楕円形で，すり鉢状の断面形を呈していた。

遺構出土の遺物

土城からは総計141点の遺物が出土した。遺物はすべて覆土からｲ!iﾆられたもので、 底面出土

のものはまったくない。土器片は細かく割れたものが多く ，復元できたものはない。石器類も

石雛・スクレイパー等の道具はわずかで， ほとんど剥片である。出土状況は散漫で，意識的に

配置・埋納されたとは考えられない。 これらはおそらく ， 土猫周囲に散乱した遺物か流れ込ん

だものであろう。事実, P-16とP 17から出土した土器ﾊｰか接合し（図10， P－17-2), P

13出土のものと包含層出土のものか接合している（図 9,P-13-1 )｡P-25(図11,P-25

-1 ),P-31(図12,P-31-1 )から出土したⅣ群の土器片は, II黒層から引きあげられたも

のである。 P-13からは滑石製の玉が出土している（図9, P-13 5 )。 これは。 出土状況か

らみて遺術に関係するものではないようである､

判

d､ハ

ム0



II 美々4遺跡の調査
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11 美々4遺跡の調査
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II 美々4世跡の調査
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II 美々4遺跡の調査
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晩 棋 (m)
料称

ﾉｰ且圭 匝なｴｺ

1』L 直 平面形 長軸方lfil 傭 考
確認面 底面
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耳更大味

P-31 E2-64-93 円形 () ．60×0．62 () .36×() ,42 () ．30
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（2） 遣 物

I黒層からは，土器)｣｢3,303点と石器等572点が出土した。出土分布は，調査地区の南東部，

すなわちF」ライン以東， 64ライン以南に偏っており，総i‘上(数の約92%の遺物がこの範囲から出

土した。 とくにF,-64-73･74に稠密である。 これは土器・石器， あるいは分類別，器種別に

かかわりなく ，遺構の分布と一致している。

1 ）土器（図15～18)

土器は， ほとんどが繩文時代晩期末葉のV群c類である。他に遺構構築の際II黒層から引

きあげられたと思われる後期末のⅣ群c類か数点出土した。 VI群，Ⅶ群はない。

図16-1～3は，深鉢形土器の口縁部{i)k1 1,･である。器而調整， 焼成ともに良好で精良なつく

りである。

図15-1 ･ 2, 図16-4～20, IX117-21～32, 図18 33～47は， 黄褐色の色調を呈し， 焼成

は中位でｲim質の土器て､ある。器形は深鉢形もしくは浅鉢形とおもわれるが，破片ではいずれと

も判|新のつかないものが多い。地文の繩文は単節の斜繩文で, LRの例が多いようで､ある。

図16 4～6は口織部に3本の繩線文をめぐらしたもので， 内慨する口唇上にも繩文力§施さ

れている。図16－9 ． 10には指頭で横位， 斜位に粗っぽい沈線が引かれている。 口縁内面にも

繩文がある。図16-7 ･ 8 ･ 11～13は地文の繩文のみの例で， 口唇の断面形が切り出し形にな

るものである。図16-8を除いて口唇内面にも施文がみられる。図16-14の平坦な口唇上には

一条の沈線がある。図16 15は浅鉢形土器の破片で，補修孔か~あけられている。図16-16～20,

図17 21 . 22は， 口唇内面に縦位の繩線文を密に施したものである。図17 23はl 1唇内面に横

位と縦位の交差する繩線文が施文され， その |､~に刺突がめぐっている。図17 24･ 25の， わず

かに外反するにl唇上には繩の抑圧がある。図17 26～28は口唇上に一対の突起をもつもので，

図17 27には焼成前の貰通孔が， 図17-28には横位の繩線文がそれぞれ口縁部にみられる。図

17 29～32は浅鉢形の土器で，大波状の口縁をもつものとおもわれる。図18-33～36も浅鉢形

の土器らしい。 口縁の内側に繩文，繩線文，棒の抑圧， 刺突等の変化に富んだ文様が施されて

いる。図15-1と図18-37はu縁部に指頭で111m広の沈線を設けたものである。図15-1は小型

の鉢形土器で， 内面に炭化物が付着している。図18-39～47, 図15-2は， 口縁部に数条の平

行沈線が囲続するグループで，深鉢形の土器とおもわれる。沈線は，へら状または棒状の施文

具を用いたもので，刺突列をともなうものが多い。図18 48には不規!1llな沈線が， 図15-2に

は3条の蛇行する沈線が縦位に施されている。
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表6 掲載土器一覧

（実測図）

’
太
一
高

き さ （〔･ ''' ）

口径 ｜ 底 径
番~号一 名利く クナ従頁 発抑I 区 伽 老

淵

ｵ戈金本1 V E2－64－82．92．93 10－2 12．18 J氏 8．6

深金本２ E2 6464 （24－5） ６２３

(拓本）

番号 分類 発掘区 番号 分類 発掘区 番号 分類 発掘区

1 E2-64-74V（ 1ワ
上~イ Vc E2-64-73 V（ E2-64-73qミ

レリ

E2－64－74．842 18 E2-64-64
〃

34 Fl-63-79〃 〃

E2-64-74 19 E2-64-74
〃

E2-64-74〃 IE
JQノ〕 〃

4 E2-64-6420〃 〃

F2-64-()136〃 〃

５ 、’

ぬ1 Fl－64－04〃 7句

。／ E2-64-64〃 〃 〃

E2 64-64
、、

邑乙 E2-64-740 〃 38 E2-64-63〃 〃

７ E2 6473
ofフ

ム･ E2-64-73
〃

39 Fl－63－79〃 〃

8 24 〃 E2-64-64〃
40 E2-64-63

〃 ″

E2-64-749 ワ匡
白J

〃
41 E2-64-73〃 〃 〃

E2-64-5310
j、ノ顎､

皇0 E2-64-63 F2-64-
〃 19

r全

〃 〃

E2-64-6311 27 E2-64-64〃 E2-64-5443〃 〃

1，

1乙
〃 28 E2-64-63〃 44 Fl－64－82〃 〃

０
９
０
７
~４４
６
６
~~２Ｉ

Ｆ
Ｆ

13 29〃

E2－64-63．74〃 45
〃 〃

14 30E2-6474 E2-64-74 46 E2-64-73
ff
J〃 〃 〃

15 E2-64-64
21
J｣ E2-64-54

rr
J〃 47 E2 6463．73．74〃 〃

16 E2-64-63 E2-64-62ミワ
ノニ

〃 〃

1

図15 1黒層出土の土器
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図18 1黒層出土の土器
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II 美々4遺跡の調査

2）石器（図19～21)

石器等の73％は， 石核，剥！｣I類で占められている。 また，石器は剥片打器かほとんどで，礫

石器は少ない。 さらに，剥片･石器のなかではスクレイパー類が50％と卓越しており， 礫石器の

少なさとも合わせた，遺跡の性格を示唆するものと思われる。

石雛( l～32) :剥片子l.器の34%を占めている。有茎のA7類( 1～30)力最も多い。二次調整

"*II雑で，長さが2(･111前後の小Ii'』のものがほとんと、である。 30のみやや大型で，調整も比鮫的

入念である。 31 ･ 32は無茎で， ていねいな調幣が施されている。 31は蛙部が斜めに作I)出され

ており，やや特異な例といえよう。 32の基部は湾入している。

石錐(33） ：頁岩製で単独の尖頭部をもつものであ．る。先端か磨滅して光沢を帯びている。

ナイフ・スクレイパー類(34） ：剥片石器の半数がこの類であった。不定形の剥片の周縁に調

整を加えて刃部を設定したものである。片面調整で腹面に一次剥離の際の打面と， その時に生

じた打瘤を残すものが多い。ただし， 37．40 ．44．47 ． 50 ． 57なと,では， ハ方の側緑には背面

側に， 別な側縁には腹而側にと刃部の2次調整を錨向して施す「くせ」がみられる。 41と42は

黒曜石の原石を用いたもので， 両側縁が使用によって刃こほ､れしている。 58～62は円形で，続

繩文時代の「ラウ,ンド ・スクレイパー」に似たものである。 58は受熱によって光沢を失ってい

る。 63は安山岩製で， 2次調整のほとんどない111雑な刃器である。

石核(64） ：一部に原石面を残すもので，背面に不規則な剥離痕がある。 71は， 凹レンズ状の

原石の周辺に不規M'lな剥離をもつものである。

石斧(65 ． 66） ： 2点出土した。いずれも破損品である。

たたき石(67～70） ： 67と68は石英質の円礫を用いたもので， 67は半割されている。 69の側縁

にはわずかにたたき痕が認められる。 70は大型礫の両側縁と背面の一部分にたたき痕かある．

」

石製舶(72） ： 1点出土した。滑石製で大きな孔があけられた玉である。(森秀之）

●●●●鶴紳●●鶴患緯鵜
今’今2．3〈>4 5‐6－7－8－9－10－11‐12-13-14今15‘今16今｜令2．3〈>4－5‐6‐7-8-9-10-
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図19 1黒層出土の石器

＜こ＝○33

40



II 美々4遺跡の調査

h

F i

l

八 ’

八｜

/ (I
~ ~

~

I=40 左一一45

／ざ46
~

~

~

~

49E~ニフ50

織患
<=J56057

◇48

~

と＝53戸~－54匡二＞55

~

霧 蟻K>f
と二二二59 63

4

65

図20 1黒層出土の石器

41



II 美々4遺跡の調査

一＝ ~-弓、
～ ~､、

~

、、

¥-可

／／
、、

／／

~ ／
ノ

I

／
II ~

１
Ｊ

I

T録T録
I

ノノ I

1

脚
品ﾛ 『

Y＄

ｑ●

・
ｂ
ｌ
ｌ
ｊ
ｆ
ｌ
■

ｊ
・
丸
’
八
“
‐

可
紳
叱
マ
ｂ
三
・
Ｐ
ｌ
。I

＃

．
＃
ｌ

岬
Ⅲ
１
，
０

Ｉ

達》

､釣－，

‘･ ･う鴬,､~
' F 弓

寸、
ーL
L

ノ／／
～

〆

~~

燕翰
r､き､ー
-'ノー

ド ベンー
、. t

、 .－

Ｌへり

1
~ ~

ヨ
9 ､q

~ :筆~ ｜
に : 1

ｒ

予

沁

ゞ

瀞

●

，
恥
』

ｒ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ト
ト
ト
似
Ｌ
ト
ト
い

{!静

I’
’
九
４
１
刈
州
仙
刊
Ｍ
ｕ
Ⅵ
Ｍ
Ｗ

１
１

I

07
68

溌 ■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｐ
Ｌ

Ｉ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

２７

画
趣71

~〃~仏

図21 1黒層出土の石器等

42



II 美々4遺跡の調査

表7 掲載石器一覧
~

材質噸さ(9発捌区 1－ 竺 蛍（ ( ･m1播号
勺

釉fI 介淵亜さ(9)

ハ fR
Up LJ

〃 ゲヤ
ド 』 F~L大 き さ((~ ' ' ' ）

1 .4×0.9× 1 1 ．3

発州怪爵号 夕 分瀬

IhRXクレイ′､ E ８

５

９

０

×

×

１

４

３

３

×

×

４

０

４

６

､弓 戸 行4／、可

L2ー、斗一、｡（) I47 E2 64 6↓1 ｗ
｜

州

11 鍼
ﾉｰ

L

閉2 64 744H
~J1jE2-64-62 1 .7× () .9X I) .2 "｢1 吋

Lﾉ . L』

6．4×2．3× （) .9E2 64 73 2~ (） × 1 ．0× （) .4 ５

１

０

０

４

３

り

０

×

×

０

１

１

１

×

×

０

８

句
″
学
。
１
Ｊ

19〃

４

１

，

三

一

ひ

１

１

１

~

、
４
〔
×
い

主
’
八
ハ
川
〉

×

×

０

１

３

２

×

Ｘ

ｊ

１

６

３

４

６

ｉ

Ｉ Ｈ

「司 戸A J，m

L2 D岨 、｡
T

40E2 64 64P L↓

92 64 73

９

０

０

×

Ｘ

ｌ

４

？

］

？

）

×

×

郡

、

６

６

１

Ｉ(6．1）×2．4×（).9

‘、
丑｡1 ．6× 1 . (）×0．2E2 64 63

下司 ハ~4 JD4

L2－b4 b4 （ 15．2）122． l x （) .9×0．3 U、4t）

7．8× ‘） 字v 1 ワヱ． ｲ ハ ｣ .白
〕 'ｷ ﾜ『q j，~U グロ｡，

L2 b4 0J
1 『』４６４６Ｅ ！ ( ) . ､1（Z. ()）× l) .9× （) .3

測
殉

ｉ

ｔ
４６ｍ

畠Ｅ 2.1 ‘4）２

８

１

０

×

×

０

４

３

４

×

×

１９

７

『
ｆｆ

．

川
() .4

41

出色土E2 64 62 2~ 1 X l ~ (） × （) ~3H

〃 E2-64 6 19．3
4行

瓠、E2-64-63 1 ．9× 1 ． (） × （) .Z （ ） .1J1Ll

E2 64－63 5．6×3．2× 1 ．3
内心 〆

竺4‘U) .4） 461 .9）×（ 1 ， 1 ）× （) .3E2 64－7410

E2 6膳1 74 （5．5）×3．9×（) .9 （ 14．20.4
4局

1／E264-64 1 ．8× 1 ． (）× （) .2

E2-64-62 10． l x2．5× 1 ． ］ l() ！３

？

】

３

０

０

０

×

×

×
１

９

８

９

０

０

０

×

ｘ

ｘ

ｌ

９

１

２

１

２

IE2-64 74 （0.鍋）12

(40．5』2-64 64 (6． ］ ）X4．2× 1 ． 7
1語 fqq ハm

L2 D且l Oj 〃 49( 113

(0．4） E2-64-63 6.4×3‘4X l ． ］5(､） 』8E2 64 74
1~f

L4
"

E2 64 64 26．0（ (1 4月 R1
qノユ 1 .9X3．9X 1 ．2E2-64-63

〃
l （ (2． 1 ）×0．9×0.J

1 .6)X3．4×（) .9３６４６２
~
~

Ｉ

い

ふ2． l x 1 ， 1 ×0．4 1 1 1 ）岨

Ⅳ

1 l b,
l ﾉ .､ ~~

ヨ2 64 64 3‘6）×2‘9× （ ) .9E2-64-74 （ 1 ．9）× l ‘OX（) .3 （0．4）J "

〃 卜1日-脚-63 3.7)X2．8× （) .8i41 ．9）× 1.0×0．25 0．4）1 22 64 63 X （ ）
18

E2 64 64 4.5x2.8×0．7 ） 541 句 、／ 1 八 、／ J1

坐．j八 」 ．い ，へU
〃LI

､ b，
04ダ

い

Ⅳ E2-64-73 （2．8)X2．7×0．556 4.3）E2 64 64 2．3× 1 ． l x0．420

デ

ー

Ｉ

Ｆ
Ｊ

戸 J，i f七句

E』2－D4－Dj 3．2×2．4× （ ) .8
円 F~ ~４

唾
【
ｊ

パ
リ

ワ

】

Ｅ

３

３

０

’

×

×

１

１

１

ｌ

×

×

？

』

ｎ

ｏ

ウ

】

ウ

』

恥

脈

〃皿

2.9X3‘l × 1 ． 1E2-64-73 10．3

F n

3．ひ

1門
~ ~ ~~

( ( ) .5 ~~卜､､』

醐

帥

３

４

６

６

４

４

６

６

ワ
“
『
＆

じ

Ｅ

X2．9X0．82 64 64 (2．4)× 1 ． l x0．2 J1

13．8} 3X3． (）× 1 ．42．3X 1 ．3×（) .5 1 .2｡｣
白哉

~

61 9．4山×５３ＸＯ３2.6× 1 ．0×（) .2 () .4
51F

ム｡
〃

卜

E2-64-53 4X2.8X0．86× 1 ．3× （) .35 6ZE2 64-50 0．9ムU

ｌ

Ｈ

ｌ

ｌ

×

×

２

５

５

３

岬 Ba４

９

６

月

４

〃

７

６

４

４

６

、

ｈ

２

ワ

Ｅ

Ｆ川

〃

9fj26462

戸 J，』戸ハ

L2－C4－jd ４

４

０

０

×

×

２

０

１

１

×

×
１

９

８

２

２

Ｓ

ｊ

０

７

１

１

０

１

く

皿

）3〕戸
"

打 核 ×3．5× 1 .8 22．8i4 (）hsE2 64 74〕典 "

7 準
LI 灯． 卜､2（ (7－0｝×3．7× 1 ．2 1 141 ．2

ｈ

Ｌ

《

配

．

’

一

ｅ

Ｌｌ

ｒ

ｌ

抑

Ｇ

Ｃ

E2-64 78

岬

４

４

０

０

×

×

？

】

（

ｂ

ｌ

ｌ

×

×

０

１

３

４

‘70 ﾉ

(7．8)X4．()× 1 ．8E2 64 74 （R( ) ( ）（)bs･ 6（30

8~9X8．8×(4．2） 441 .0）たき石G3 ﾖ2-64 73E2 64 93 （3．2}x 1 ．5XO~4 ( 1 ．3）1 t） 』

3436．7X6．2×5．9E2 6.1 52 3~8X 1 ．4×0．3 1 ． ］ ()8ヘ4
j2 '!

33 石 錐

》＝

15．7X6．8×2.8 48（Gl E2 64 72S'1 月｝． l ×1 ．8×0．5E2 64 64 69Cl 2．9

函GI､-Mud
、' 八 J,1

41 ．U UDS １

６

６

３

×

×

９

２

０

９

１Ｘ

Ｘ

Ｏ

邦

、

４

宝

、

５

ワ
】

旬

、

１

人

７

〔

５

月

器

４

４

八

ｂ

ハ

ｂ

ワ

》

介

盗

Ｅ

に

ワ

と

ハ

Ｕ

行

〕

ハ

リ ６ E26481

2．2()(）

34(）

スクレィパ E 6.2×2．8× ］14 （ ）"

イ， 橘

４

３

１

×

×

２

８

９

－

×

Ｘ

邦

、

？

】

６

，

】

5．8×4．0× ］ 17．4 （ 〕hE2 64 63粥

’イi 製 品
1，‘，
1a

、
ノ
ー

『
Ｊ
ｆ E2 64“(3．7）×3． 1 ×（) .7 iRR h U

E2 64 6436

43



II 美々4遺跡の調査

3 第1I黒色土層（Ⅱ黒層）の遣構と遣物

II黒層からは，住居跡3軒，墓塘1241IAI” Ⅱl途不明の土蛎31Ii'il , TE

繩文時代後期が主体をなす土器(Ⅳ群)， 石器等計30.562点が検出され，
土をみた｡

' 卜61|H'なと．の遺構と，

巣からは多くの土の出

~

（1） 造 構

1 ）住居跡

標高23mほどの台地南辺の平｣~l l部から2#|: (H 1 ･ 2) と，標高約20111の斜lili部からl 1M1』

(H-3)の計3軒か検出された。台地l≦_のH-1 ･ 2は，床面からの出土土器（Ⅳ群a噸）

から，後期初頭に位置づけられる。 H－3は，遺物の出土かまったくなく ，構築時期は特定で

きない。

H-1

台地平坦部に位置する。Ta-c層除去後II黒層上面で楕円形の大きな浅い窪みとして把えら

れたもので､ある。 II黒層上面近くから掘り込まれ，床はTa-d2層直上に作られ平坦である｡床

血から多くの小ビットと，浅'Ⅲ状の土蛎が検出された。小ピッ I､の多くは壁に沿うように分布

しているが， このに|』から本住I舌跡に伴う柱火は特定できなかった。炉跡はない。

西壁寄|)の床而からⅣ群a類の土器片と石斧が出土した。

位置F1 63-73･ 74･83 ･84 ･85 平由i形不整な卵形

規模9~90×7‘00／9.70×6.80／0．35

覆土 I 黒色(II黒) II 黒褐色（黒色土>d2)

Ⅲ黒色（黒色土+dl>d2)

遺物床面土器Ⅳa : 21．石器B : 1 , F : 1 , 01 : 2．

6 B 2．8×1 ．7×0．4 0.7 ()bs. 9 F 9． 1×4.1×1 ．4 105 G1､-Mud.

種士土器Ⅲb 3 : 2, IVb : 124．石器A7 : 4, B : 3, D : 1 , E : 1 , V:

6, ()la : 3, ()1 : 26, Xl : 2｡

1 1Vb (133)× × 2 A7 3. 1×2. ()×().4 1.0 0bs.

3 A7 3. 1×1.9×0．4 0．8 ()bs. 4 A7 2.8×1.7×() .4 0.7 0bs.

5 A7 (2.8)×l.7×0'6 (2.6)Obs． 7 B 5.9×3.6×l . 1 20.60bs.

8 B (3. 1)×4． 1×1 .3 (143) Obs.

H-2

この住居跡は，標高23mほとゞの台地の南端部にあり, H-1から南東方lAlに4.5m離れたと

ころに位置し， 前者同様II黒層上面の窪みとし．て確認された。掘')込みIhiは, II黒層中のTa
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II 美々4遺跡の調査
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-d1層に近い部分と考えられ, Ta-d2層を10(.Inほど掘|)込んで床面としている。床面には,凹

凸がある。 また，住i舌跡中央には， たたき石・台石片や礫を東西方向に2列配した石組炉があ

る。 この炉は，床を掘り込んだあと，黒色土を充填してつくられたもので，床面レベルよりや

や高い位置に礫が配置されている。多くの小ピットのうち，壁に沿ってめく．るものについては

柱穴と考えられるが， その他については特定できない。

床面からは， Ⅳ群a類の土器片2点が出土している。なお，覆土I層中でⅣ群c類の深鉢l

佃|体分の出土をみたが，生活面をとらえることはできなかった。

位置Fl 63 66 ･67･ 76･77 平面形不整円形

規模5.20×4.50／4.65×4.30／0．30 長軸方向 N-59o－W

覆土 I 黒色(11黒>[1,) II 黒色(11黒>(l, )

Ⅲ黒褐色(II黒+d, ) Ⅳ茶褐色（Ⅱ黒+d2)

V黒色(II黒>d2)

遺物床面土器Ⅳa : 4．石器G : 1, M: 5, 01a : 1, 01 ; 12, XO : 11, X1 : 4．

1 ． 2 1Vb 6 01 4..5×2．5×0.4 9.0 0bs.

覆土土器IIIb 1 : 1 , IIIb-3 : 1 , IVb : 93, Va : 1 , Vc : 3．石器A7 : 1,

C2a : 1 , G1 : 1 , Ⅳ片: 1 , 01a : 5, 01 : 42, 02 : 48, XO : 4, X1 : 2．

3 Wc 23．7×20.2×73 4 A7 (2.6)×1．1×0.3 (0.8)Obs.

5 C2a 4.2×1 ．2×0.7 3.5 0bs. 7 G1 12.7×6．2×2．4 265 Sa
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H－3

標高約20mの斜面に位置する。Ta d2層｣二面でややI|1の張った方形プランが確認された。床

面は斜面上位の北側でEn-aローム層中， 南側でTa d2層中に作られている。覆土は1 ･ 11

層のほかはII黒層の混入度が少ない。竪穴を取I)囲むように小ピットが8個検出されたが，本

住居跡に伴うかは不明。覆土Ⅷ層から微量の炭化物が得られた。遺物は出土していないので構

築時期は特定できないが，形態や覆土の状態から前期に属する住居跡とも考えられる。

位置F1-63-19 平面形すみ九方形

規棋3~00×2.40／(2.50)×(2~25)／0．35

覆土 I 黒褐色(II黒>dl+d2) II 灰褐色(II黒>dl+d2)
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II 美々4遺跡の調査

灰赤褐色(II黒+EnL>d2)

黄灰色(EnL)

淡灰色(111黒>d2)

暗灰色（Ⅲ黒>II黒十d2+EnL)

灰色（Ⅲ黒+d2)

淡黒褐色(II黒>dl+d2)

赤褐色(dl+(12>11黒）

Ｉ

~

Ⅲ

Ｖ

Ⅶ

Ⅸ

Ⅲ

剛

Ⅳ暗灰黄色（Ⅲ黒>EnL)

Ⅵ灰黄色(EnL+111黒）

Ⅷ暗灰色( 111黒>II黒+d2)

X 暗赤褐色(II黒>d2>dl)

Ⅲ赤黄色(d2)

XⅣ灰赤褐色(EnL+Ⅲ黒>d2)

XV

表8 住居跡一覧

|ゞ職’名称
規 " (m)

位 置 平面形 備 考
~

確認面 ｜ 床面 ｜最大深

H-1 F1-63 73･74･83．84･85 不整な卵形 9．90×7．0(）

5．20×4．5(）

9．70×6．80 0．35

H－2 ７７＄６７●７６。６

９

６

１

３

３

６

６

１

１

Ｆ

Ｆ

不整円形 4．65×4．30 0．30

’
H 月 すみ丸方形 (250)X(225)3．00×2．40 0，40

４
１

民ワ
J白



II 美々4遺跡の調査

2） 墓

本調査地区から, 124個の墓および墓の可能性のある土曠が検出された。そのほとんどは，

台地縁辺に近い平坦部に集中している。 これらは散在するのではなく ， いくつかの墓が集まっ

てのまとま'）として把えることができる。 ここではこのまとまりを「土擴墓群｣， 「慕群」ある

いは単に「群」 と呼ぶことにする。

土曠墓群

分布状況から6か所の群に大別にすることが可能である。本書ではこれらを第1群～第6料

一
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11 美々4遺跡の調査

とした。検,'llされた某嘘数は， 弟1群4個， 鞘2"2411,iil , "3#i:2511 ,'il , "4#i:20個、 縮5群27

11i',1, 第6{#1711Jilである。

第2 ． 3 ． 6 ． 4群は北から南ヘダllをなすように並んでおり， 南端の第4群は台地緑辺部に

位置している。また,第1群と第5群は洲企地区束寄')の小"~<か~台地をi児〈刻み， わずかな伽斜

をなす部分に位慨している。 ダllをなす4か)ﾘ↑の群は, |f[線il i雛にして約50mの'|'にIWdiHされて

いる。群間は近接しており， とくに第2 ． 3群間は2mほと、の空間が存する催度である。第5

群は第6岼の束川にあ|) ，約1()m陥たっている。また,鋪l岬は第2群の束1MII,第5群の-|上111ﾘに位

置し， それぞれから15mほと．離れている。

群を描成する某｣鵬の平面ﾙｼは梢円形または円形で，前者か圧倒的に多数を占める。蕊城の長

軸は， ほとんと、が東西か北西～南束方向にli'lけられている。規棋は唯miで長径1m, 蹴任70(.川

前後のものが多く ，州り込みImから嘘底までの深さは1mを越えるものは少な< ! 7()～9()(@ '1'の

間におさまるものが大半である。

j堂体の残存状況から判断できた埋葬体位はすべてll1(葬である。脳底面に残された頚部の球形

の空隙や四肢骨の断ル等から判断される頌位は， ‐|上から西の間である。単葬墓か主であるが，

遊休の残存状況から2体合葬と考えられる例もあり、 また， 規椣から判断して、世体か残って

いない墓蛎のなかにも，合葬を推測させるものがある。群内の墓城はⅨいに近接して作られて

いるにもかかわらず，重腹する例は一般に少ない。 しかしなか~ら群によっては重複率の高いも

のもあり， 第4群には61ﾀﾘllll,'il ,第3群には21"l14個の重複がある。

Mil葬品を伴う薙脳は33個あり，土器， イi雛，玉か用いられている。玉のみか剛作された例が

28個と圧倒的に多< ,"l ll,'ilあた|) 1～3.1.((か副葬されるものが多い。そのほかは， イj雛と玉

軸長畏軸長
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II 美々4遺跡の調査

が刑葬された例がl il ,'il , イi雛のみが21Jil,土器を伴うものが2個である。

このように定まった区域に蕊をつく り，結果として墓群を形成するものに，繩文時代後期末

葉に細年される周堤墓がある。周堤慕は， あらかじめ竪穴を枇築して排土を周囲にめぐらし，

その底間に平面形が梢円形で,深<,ML格のよくそろった墓城を配置す-るものである。本調査地

区から検出された菜群には， 周堤墓のように明瞭な施設は認められなかった。 しかしII黒層上

面で， 第6群には'11J閉にIIIM数m,高さ約20cInで環状の盛り上がりが確認され， 第4 ･ 5群て､は、

中央部か周辺よl)ややくぼんだ状況を呈していた。 これらのことから，墓域硴定のための何ら

かの作業が行なわれた後に，埋葬が行なわれたものと判断せざるを得ない。 これらの区画墓群

の形成された時期は， 副葬された土器およびI剖辺の遺物からみて， 周堤菓に先行する後期中葉

である。 （青柳文吉）

可
４

第1群

台地縁から約40m隔てた平土日部で, 4個の土壊墓が近接して検出され， これを第1群とした。

本群の立地するところは，東側に斜面を浅く刻む沢があるため， これに向ってわずかに傾斜し

ている。

本群は重機による

確認調査地区で発見

されたため, II黒層

中および遺構上部の

状況はとらえられて

いない。遺構確認iilj

はTa d2層上面で

ある。

土唯平面形はほほ

円形を呈するもの(P

()2 ．04） と，楕円

i
｜

’

｜ 縁
FP－毎－1γ

皇_－－－ ~

1

~ ~
図30第1群

形のもの(P 01 ･

表9 第1群土曠墓一覧

訓備 考
規 模 (m)

名称位置 平面形確認面 底面 最大深長軸方向
P-01F1 62 07 楕円形0.95×0.650.90×0.38 0.40 N 79｡-E

P-02F1 62-06･07円形1 ．25×1. 180.78×0．75 0．50

P一04F1 62 06 " 1 ．05×1.030．68×0.63 0.53

P-05E2-62 96･97 楕円形1.03×0.561.00×0.45 0.63 N 83｡-W

長軸方|f']平面形

楕円形

位置称 副葬品地上施設

玉： 1

~

F芦

･･



II 美々4遺跡の調査

05）土朧がある。後者の長軸方向は,ほぼ東西方

向を指す。 P-01では西壁寄りの擴底から玉が

検出された。遺体は認められなかったが覆土の

状況等からみて墓と判断される。 P-02．04･

05からは遺体， 遺物とも検出されなかったか，

覆土,壁底面の状況から墓と判断して差し支 w

えない｡(青柳ll文吉）

P-01

砿底はEn-a層中にあl) ,平坦である。脇口

付近の覆土は県くしまっている覆土全体はTa-

d2層とEn-a層との枇在した状態であるため，

埋め戻されたものと判断される。塘底のほぼ中

央部から玉か1点出土した。

位置F1-62-07 平面形

規模0.95×0~65／0.90×0‘38／0．40 長軸方

副葬品玉： 1． 1 4．7×l.7×1 .24 15.0

覆土 I 黒褐色(II黒+dl>EnL) II 黒

Ⅲ黒色(II黒） Ⅳ暗

V暗茶褐色(d2>I1黒+EnL) Ⅵ黄

Ⅶ黒色(II黒>d2) Ⅷ暗

Ⅸ暗灰褐色（Ⅲ黒) X 黒

P-02

堀底はEn-a層中にあり，平坦である。壁はゆるや力

の捉在した状態を呈している。

位置FI-62-06． 07 平面形

規模 1.25×118/0.78×0.75/050

覆土 I 灰黄褐色(E''L) Ⅱ黒

Ⅲ黒褐色(II黒+dl+EnL) Ⅳ黒

V黄褐色(EnL>d2) VI V

Ⅶ茶褐色(d2>II黒） Ⅷ黒

Ⅸ Ⅱiｻ茶褐色(d2>II黒+EnL) X 暗

Ⅲ黄茶褐色(EnL>d2)

P－04

朏底はEn-a層中にあl) ,平坦である。壁は緩やかに

平面形

黒

壁はゆるやか

黒

砿底はEn-a層中にあl) ,平坦である。鮭は緩やかに

N

E

図31 長軸方向

楕円形

長軸方向N 79o－E

褐色(II黒+dl+EnL)

暗黄褐色(EnL>II黒）

黄褐色(EnL>II黒）

暗黄褐色(EnL>II黒+d,)

黒褐色(II黒+d2)

に立ち上がる。 覆土はTa d2,En-a

円形

褐色(II黒>d2+EnL)

黒色（Ⅱ黒）

Vと同じ

黒色(II黒うゞロック状）

暗黄茶褐色(d2+EnL+II黒）

立ち上力

§－ハングしている。

り，曠口付近西側でや-やオー
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Ⅱ美々4遺跡の調査
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図32 P-01 ． 02 ．04．05と遺物

位置Fl 62-06 平面形円形

規椣 l.05×103/068×0.63/053

覆土 I 黒褐色(II黒>d2) II 赤茶褐色(d2>EnL)

Ⅲ黒茶褐色(II黒>d2) Ⅳ黒色(11黒）

V 暗黄茶褐色( II黒+d2+EnL) Ⅵ亦褐色(d2)

Ⅶ黒褐色( II黒+EnL>d2) Ⅷ榿色(d2>EnL)

Ⅸ菰茶褐色(EnL>d2) X 暗褐色(11黒+d1>d2)

P-05

嘘底はEn a層I+!にあl) ,平坦である。覆土上部は踏み固められたように堅くしまっている。

轆底西側に褐色を呈する部分か認められた。遺体の腐蝕によl)形成されたものか， あるいはベ

ンカ．ラが散布されたことによるものか判然としない。

位置E2-62 96． 97 平面形楕円形

規棋 1.03×0.56/100×0.45/0.63 長軸方向 N-83o W

種土 I 黄褐色(EnL>d2) II 黒色(II黒）

戸局

O／



II 美々4遺跡の調査

Hiｲ黄褐色(E11L+II黒）

略茶褐色([12>II黒）

Ⅵと同じ

黒茶褐色( 11黒>d2)

黒色(II黒）

黄褐色(EnL>d2)

|暗茶褐色((12>II黒+EnL)

Hi'1褐色((12+EI'L>II")

Ⅲ

Ｖ

Ⅶ

Ⅸ

Ⅲ

Ⅷ

ｗ

畑

黄褐色(EnL>d2)

黒褐色( II黒>d2)

暗黄茶褐色(d2+EnL+II黒）

明榿色(EnL>d2)

茶褐色(d2)

暗榿色(EI'L+II"+dl)

黄褐色(EnL>d2)

略黄褐色(EnL+11 ,")

Ⅳ

Ⅵ

Ⅷ

Ｘ

Ⅲ

加

畑 ｡

XⅧ

第2群

第2群は， 南北約15m, 東西約12mの範囲に24個の土脳を集中して構築したもので，南北に

連なる4つの墓群のうち最も北側に位置している。隣接する第3群とは境界か接近しているが，

なお若干の空隙があ|)明瞭に区別できる。 24個の土蛎のうち10州から人骨か検出され，墓で､あ

ることを確認した。ほかの141!,'ilについてもおそらく墓と思われる。

第2群は， 重機による確認調盗のトレンチで､発見された。 この'､レンチは，墓群の中央部を

南北に縦断する形で設定され， 8伽|の土城が， このI､レンチ内でTa d2層上血まで肖l1平され

た状態で確認された。 P-101～106 ･ 111 ･ 123がそれである。 また, P-112 ･ 113 ･ 115 ･116

５
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図33 第2群
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Ⅱ美々4遺跡の調査

･ 120 ･ 124～126の811,'ilの土塘も， このトレンチで上面を一部削られている。 これとは別に'分

布調査のテスト ・ピ､ソ |､がTa-d2層中位まで掘られている。テスト ．ビット内にあったP－

110は壁の上半部か削平された状態で確認されたものである｡さらに25％調杏をおこなったF】-

62 68区で､も, P-118 ･ 119の2個の土曠を'1,a_d2層上面まで削平した時点で確認した。

以上のように土曠は，曠口部を失ったため掘り込み面がわからないものが多い。掘り込み面

が確認できたものに関しては， すべてTa-dl層上面であった。第2群では土壌の上面に礫が

伴うものはなく ，柱穴様の小土壌も発見されていない。

土擴の覆土はすべて人為的な埋め戻しによるもので， 自然堆積のものはなかった。覆土の最

｣層にはE1'－a層が堆積している場合が多い。 これは，土曠か掘l)込まれているⅡ黒層やTa

-dl層と対照的な色調なので，遺構を平面で確認するうえで大きな手がかりとなった。このよ

うな堆積状態は，掘'）あげた土を埋め戻す過程で偶然にそうなったとも考えられるが， あるい

は，視覚的効果を意図して選択的に埋め戻したのかもしれない。覆土は，下部へ掘り進むに従

って粘性を帯び， じめじめとしている。時には臭気を伴うことすらあった。

人骨が検出された10個の土砿のうち， 形状を観察できた4個の土擴では， その姿勢はすべて

屈葬であった。頭位は，頭蓋や副葬品の位置から西であることが確認されている。 P-109 ･

116 ． 118 ･ 120 ･ 124･ 126では，頭蓋骨に相当する部分に， ドーム状の空洞が認められた。抜

歯等の身体変工については観察していない。

副葬品はあまり顕著ではなく ，擴底部では石製の玉が唯一のもので､ある。遺体の頚部から出

土した例が2例あった。玉は24個中6個の土曠から出土し， 25％の出現率である。ベンガラは

ない。 このほか， 覆土中に剥片祠器が集積されていた土塘がl例あった。

土脳上面では，遺構確認以前に包含層の遺物をすべて取りあげたため，個々の土塘に対応す

る遺物はよくわからない。ただグリッド別の遺物出土状況から勘案してⅣ群b類の土器分布が

土嘘分布と一致するようである。

土塘の平面形は, P 102 ･ 127 ･ 137がほぼ
N

■

円形で，他は楕円形を呈する。楕円形の土擴の

長軸は, N-45. WからN 105o－Wの間で

概ね東西方Ii1にある。振幅はまばらで特に傾向

はない。土擴は規模から長軸l～0.8m, 短軸

0~5～0.8m,深さ0.9～lmの範囲にあるグル

ープ・と．長軸1.2～1.5m,短軸0.6～l.1m,深

さ0．9～lmのより大型のグループに区別できる。

後者に属するものは5個で， 前者が多数を占め

る。

各土城は密集しているにもかかわらず，切り

合いは皆無であった。前代の掘り込みを避ける

Ｅ

図34長軸方向
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11 美々4遺跡の調査

という規制が働いていたのかもしれない。 l肥列は， 5個の土｣〃『がP 124, 125, 120, 105, 106

の111頁に北から南へほぼ一直線に並んでお|) , この5仙の土峨をあたかも中心杣のようにして，

若干の間隔をおいて東側に14個， 西側に4個の土蛎か構築されていた。ただし， これらか意識

的な配列かどうかはよくわからない。土脳の規模・長軸・出土適物等と，配列との相関関係に

ついてもとらえることができなかった。

第2群の時期については確実な証左はないか~，他の某群と同様Ⅳ群b類の時期と思われる。

（森秀之）

~

表10 第2群土壌墓一覧

規 模 (m)
名称 位置 平面形 長軸方li'] 地上施設 副葬品 備考

確認面 底面 最大深

楕円形日－1()1 F1-6246･56 1.05×0.70 N-81･W0．8()×0．60 0．56

円形P-102 F1-6247．57 1 ． ()6×1.00 ().86×() .80 0．87

楕円形P-103 F1 6257 0．93×0．72 N-45.-W0．910．98×() .40 I 3

P-104 () .89×() .62 N70｡-W0．78×() .48 0．70〃 II

P-105 F1-6257．58 N 105｡-M 西頭位1 ．26×1 ．08 1 ．52×0．78 1 ．05〃

P-106 Fl-62-58 'ノ 1 ．44×0．93 N 105o-W1.36×0．65 0~83 〃

P-109 FI 62-68 N-65．W1 ．28×1 ．02 0．96×() .65 0．78〃 〃

P 110
戸 戸nFハハハ

｣ブlーO‘－00．00 () .93×0．79 N55.W().64×() .40 0．42 玉： ］Ⅳ

P-lll Fl-62－47 N98.-W0．79×() ．76 0．86×0．56 0．63〃

P-112 F1-6248･58 N-78.-Ⅵ1.30×0.90 1.14×0.73 0．65〃

P-113 1.10×0．80 N65.-W0．84×0．59 0．46
「 ■ 、

一F， . 乙
〃 〃

F1－62－47．48

・57．58
p－11R
ユ 』1J 西北頭位1 ．32×1．12 1 ．20×0．87 N81．－W1.04〃

『
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

P-ll6 FI 62－47 1 ．()()×0．86 N-88｡-W 西頭位0．95×0．60 0．75 上： 2
〃

P-118 F1-62-58．68 西頭位1.40×0．96 1 ．23×0‘74 N-87.-W0．88
卯

P-119 1 ．15×0．68 N91．－m1 ．02×0~60 0．70〃 〃

P-120 Fl 62-57 西頭位1 ．36×1 ． 11 1 ．3()×1 ． 10 N97． Ⅵ 三F・ 貝
｣L ﾛ リ0．57〃

D 19q
l 1口』 円形 1 ．00×() .88 () .82×() .75 0~73〃

楕円形P－124 1 ． 14×() .93 N58.-Ⅵ 西北頭位() .92×() .68 1 ．03〃

P-12b N52.-Ⅲ1 ． 13×0．85 Ｆ
Ｄ

~
~
丁
工1 ． ()0×0．68 0．62〃 〃

P 126 Fl-62-47 1 ．07×0．86 N-65.-Ⅵ 西頭位0．96×() .72 0．95〃

P-127 N-85。W0．94×() ．68 () .88×0．46 0．70〃 〃

楕円形P-132 Fl-62-48 1 ．()l×() .70 N73.-W0．91×0．54 0．46

P-134 Fl 62－67 0．95×0．74 N-114o－W0．88×() ,50 0．76〃

、 197
1 IJI 円形F1 62-48 () .67×() .66 () ．5()×0．48 0~70
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II 美々4遺跡の調査

P-101

擴底は平坦で，壁は急角度で立ち上がる。平面形は整った楕円形である。遺物はない。

位置F1 62-46･56 平面形楕円形

規模 1.05×0.70/0.80×0.60/0.56 長軸方向 N-81o－W

覆土 I 黒色(II黒) II 暗赤褐色(d2+EnL>II黒）

Ⅲ明黄褐色(EnL)

P－102

擴底は平坦で，壁は急角度で立ちIzがる。平面形は不嬢円形である。遺物はない。

位置F1 62-47･57 平面形不整円形

規棋 l.06×1.00/0.86×0.80/087

覆土 I 暗黄褐色(d2+EnP+Ⅲ黒>II黒) II 暗黄褐色(EnL+Ⅲ黒>d2)

ⅡI 黒色（Ⅱ黒） Ⅳ明黄褐色(EnL)

P－103

曠底は平凪で，平面形は第2群のなかでは最も長幅比の小さい楕円形である。壁は急角度で

立ち上がる。長巾III北西端の壁はオーバーハンク、している。城底面西寄りで玉が3個出土した。

玉の周囲には, 15×9(~mの範囲で糊状の人骨が認められた。

位置F1-62 57 平面形楕円形

規棋0.93×0.72／0.98×0.40/0.91 長軸方向 N-45o－W

副葬品玉: 3 1 1 .80×1.12×0.782.5 2 1.80×1.68×l .065.9

3 1 .82×1.28×1 .003.5

覆土 I 明黄褐色(EnL>d2+II黒） Ⅱ黒褐色（Ⅱ黒+EnL)

1I1 明黄褐色(EnL)

P-104

覆土の上層部分にはEn-a層が堆積していた。擴底は平坦で，壁はほぼ垂直に立ち上がる。

平面形は整った楕円形である。遺物はない。

位置Fl-62－57 平面形楕円形

規模0~89×0.62／0.78×0.48／0．70 長軸方向 N-70o－W

覆土 I 明黄褐色(EnL>d2) II 黒褐色（Ⅱ黒>EnL+d2)

P-105

Ta-d2層上面で、 円形のEn-a層と，それをドーナツ状にとりまく黒色土か検出され確認は

容易であった。覆土はセクション図にあるように， 各層下方へたわんでいる。 これは，遺体の

腐蝕と土圧によって落ち込んだものと思われる。ただし，土擴上面が削平されているのでII黒

層上面がくぼんでいたかどうかはわからない。嘘底はわずかに凹面をなしている。壁は長軸の

両端でオーバーハングするほかは， ほぼ垂直に立ち上がる。 P 105は第2群中,最大規模の土

擴である。城底部から保存の悪い人骨が検出された。遺物はない。
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II 美々4遺跡の調査
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II 美々4遺跡の調査

位置，F1 62-57． 58 平面形楕円ルラ

規棋 1.26×1.08/152×() .78/105 長岫方向N-105o－W

埋葬体位西頭位

覆土 I 明黄褐色(EnL) Ⅱ黒色（Ⅱ黒）

Ⅲ黙褐色(II黒+EnL>d2) Ⅳ暗蛍褐色(EnL>d2)

V 黒褐色(II黒>EnL) Ⅵ Ⅱ昔黄褐色(EnL>d2)

P-106

覆土の上層部分にはEn-a層が堆積しておl) , Ta d2層上面での確認は容易であった｡塘底

は平坦で． 壁は急角1隻で立ちlzがる。長杣凹壁の1部がややいびつになっていた。平面形は楕

円形であるが, P 103に次いで､長軸比の小さい楕円形である。嘘底部には糊状の人骨が広範

囲に認められた。人骨の規棋形状から，合葬の可能性もあるがよくわからない。西頭位とおも

われる。遺物はない｡本土曠墓はP-105の南側に|職接し,蛎口部では10C川稗度しか離れていない‘

位置F1-62-58 平面形梢円形

規模 1.44×093/136×0.65/083 長軸方| '''｣ N 105o W

覆土 I 明黄褐色(EnL) II －黒色(II黒>EnL)

Ⅲ暗黄亦茶褐色(d2+EnL>11黒） Ⅳ明黄褐色(EnL)

P-109

25％調査の際にTa-dl層|面で確認した｡これが遺構の掘り込み面に相当するとおもわれる。

種土は、最上層にEn aローム土がレンズ状に堆積し，他の各I曾は下方へたわんて･いる。擴底

はわずかに凹面をなしている。壁は急角度で立ち上がり, ｣n1_1部ではやや外反する。Ta-d2層

の壁は風化した感じでもろい。脳底部から糊状の頭骨と歯牙片を検出した。遺物はない。

位置Fl 62 68 平mi形楕円形

規模l.28×lO2/0.96×0.65/0.78 長軸方向N-65o－W

埋葬体位西頭位

覆土 I 明黄褐色(EnL>EnP+II黒) II 灰茶褐色(EnL>EnP+d2)

1I1 榿色((12>II黒） Ⅳ灰褐色(E11L>II黒+d2)

V 黒褐色(II黒>EnL>d2) Ⅵ茶褐色(EnL+d2+II黒）

Ⅶ黄褐色(EnL>(12+EnP) Ⅷ灰萸褐色(EnL>d2>EnP)

Ⅸ灰茶褐色(EnL>d2>EnP) X 黒色(11")

P-110

種土にはEll a層がレンズ状に堆積しておI) 、 Ta-d2面での碓認は容易であった。城底は

平坦で，壁は4()cI11朧度しか立ち'二がI)か残っていないか急角度に立ち上がる｡擴底から玉が1

個出土した。本土曠墓は第2群の集中域から位置的にやや雌ｵLており，単独の土塘墓の可能'|牛

もある。

位置F1 62 56･66 平面形怡|]}形
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II 美々4遺跡の調査
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II 美々4遺跡の調査

規棋0~93×0,79／0.64×0.40／0~42 長軸方1III N-55.-W

Hl1葬品玉: 1｡ 1 1.20×1.20×0.85 2. 1

種土 I 明黄褐色(EnL>d2) II 黄榿色(d2>EnL)

Ⅲ黄褐色(EnL>d2) Ⅳ灰褐色( II黒+d2+EnL)

V灰茶褐色(II黒>d2+EnL) Ⅵ黒褐色(II黒>d2)

Ⅶ黒色(II黒）

P-111

Ta dl層上面で確認した。 これが，遺構の掘l)込み面に相当するとおもわれる。確認面で土

擴の平面形が予想できなかったため， セクション位置がやや不適切になった。覆土は汚れた感

じの批土層で，粒状のTa d2層が全層に混入していた。擴底はわずかに凹面をなしており，平

面形は接った楕円形である。短軸両側の壁は， ほとんど垂直に立ち_l二がるが，長軸両端では，

オーバーハングしていた。遺物は出土していない。

位置Fl-62-47 平面形楕円形

規模0~79×0~76／0.86×0.56／0．63 長軸方向 N-98o－W

覆土 I 茶褐色(II黒十EnL>d2+EnP) II 明茶褐色(EnL>d2+EnP)

Ⅲ明茶褐色(EnL>d2+EnP) Ⅳ黄色(EnL>d2)

V 黒色（黒色土>d2) Ⅵ茶褐色(d2>黒色土）

Ⅶ黄褐色(EnL>d2) Ⅷ灰褐色（黒色土>d2+EnL)

P-112

覆土の最上層部分には,En－aロームがレンズ状に堆積していた。壊底は平坦で,壁はほほ垂

直に立ち上がるが,長軸西側の壁は，わずかにオーバーハングしている。遺物はない。なお, P

-112は大部分Ta-d2層上面まで削平されていたが，一部11黒層が保存されていた部分があっ

た。発掘の過程で，猫底面から壁の立ち上がりを曠口部へ追っていたところ, II黒層とTa-dl

層の境界にEn-a層が貫入しているのを発見した。 これは排土の一部が埋め戻されず，土壌の

周辺に堆積していたものと考えられる。 このことからP-112の掘り込み面はTa dl層上面で

あることがわかった。

位置F1-62-48･58 平面形楕円形

規模l.30×0.90/1.14××0.73/0.65 長軸方Ii'j N-78o W

覆土 I 明黄褐色(EnL) 11黒色(II黒）

IⅡ 黒褐色(II黒>EnL+d2) Ⅳ暗赤褐色(d2>II黒）

P－113

P 112の上面精査時に，南側に隣接するP-113を発見した。覆土は一層のみで，黒色土と

Ta-d2層を主とした混土層であった。En－a層をわずかに掘I)込んで擴底としている。第2群

のなかでは比較的浅い。擴底は平坦で， その南側の壁際から玉が2個出土した。他に比べ出土

位置がやや特異で､ある。

P
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1I 美々4世跡の調査

位置F】－62－48 ． 58 平面形怖円叶う

規棋 l.1()×0.80/084×()59/0.46 長岫方InI N-65o－W

F,il｣弊,W1 =E: 2｡ 1 ().90×().90×() ､55 0.7 2 0.90×().90×0.55 0.6

覆土 I 鵬褐色(II黒>(12+EnL)

P-115

土擴のL面は，斜めに肖llられていた。覆土の上層部分にほ, En-aロームか堆偵しており，

平面での確認は容易であった。本土蛎墓は長軸長が1.2mに達する大型のもので,掘l)込みも1

mを超えている。規模としてはP-105に次ぐ｡ものである。樅底は平俎で,長軸両端の壁がオー

バーハングするほかは， ほとんと垂直に立ち上がる。塘底間には保存の悪い糊状の人骨が広範

囲に認められた。合葬の可能性もあるがよくわからない。遺物はない。

位置F,-62 47･ 48･ 57･58 ¥i印形梢円形

規核 1.32×l12/1.20×().87/l()4 長軸方向N-81°－W

捜土 I 黄色(EnL) II 黄榿色(EnL>(12)

IⅡ 灰黄褐色(EnL>(12+II黒） Ⅳ黒褐色(II黒>d2>E,'L)

V黄色(EnL)

I

P-116

覆土の最上層にはEn a層がレンズ状に堆積しておI) ,平面での確認は容易であった。種土

の各層は下ﾌﾌﾍ，逆アーチ状にたわんでいる。遺体か腐蝕した後，土圧によって落ち込んだも

のと思ｵうれる。 」峨底は平坦で，錠は長*lllの西端壁がオーバーハングするほかは急角度で立ち上

がる。南側の砿は砿｜ ｜部でやや外反していた。砿底部から人骨を検出した。頭蓋の部分は空洞

になっていた。遺体の頚部にｲⅡ当する部分から玉が2個出土している。

位置Fl-62-47 平面形楕円形

脱棋 1.00×086/0.95×060/075 長軸方. li'I N 88o W

蠅葬体位西頭位横臥Ili葬

副葬品玉: 2｡ 1 1.93×1.93×3.70 23.0 2 5.43×l .70 28.2

覆土 I 黄色(EnL+EnP>d2) Ⅲ黄榿色(EnL+EnP>d2)

ⅡI 灰榿色(II黒十(12) Ⅳ茶褐色（Ⅱ黒>EnL+EnP+d2)

V 灰褐色(EnL>EnP+II黒十d2) Ⅵ灰色(II黒+EnL)

’

P－1 18

覆土最上1首にはEn-aロームか堆積しており， フ・ランの確認は容易であった。曠底は平坦で．

壁はほほ垂直に立ちltがる。平面形は整った楕円形を呈する。嬢底部から人骨を検出した。保存

状態はよくない。頭蓋の部分は空洞になっていた。遺物はない。

位置F1 62-58･68 平面形楕円形

規模 l.40×0.96/123×()74/()88 長帆|方li'I N－87o W

埋葬体位西頭位

bb



II 美々4遺跡の調査
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11 美々4遺跡の調査

覆土 I 明黄褐色(EnL) II 黒色(II黒>EnL)

III 暗黄褐色(EnL>II黒） Ⅳ黒色(II黒>d2)

P-119

覆土の最上層にはEn a層が堆積していた。擴底は，西側にわずかに傾斜している。壁はほ

とんど垂直に立ち上がる。遺物はない。

位置F1-62-58･68 平面形楕円形

規模 1.15×0.68/1.02×0.60/0.70 長軸方向N-91o－W

覆土 I 暗黄褐色(EnL>II黒+d2) II 黒色(II黒>d2)

Ⅲ明黄褐色(EnL) Ⅳ黒褐色(11黒+EnL)

V 明黄褐色(EnL>d2)

P-120

擴底は平坦で，壁は急角度で立ち上がる。西側から北側にかけての壁はオーバーハングして

いる。擴底部に保存の悪い人骨があった。西頭位で，頭蓋骨の部分には空洞が認められ， その

周辺から5個の玉が出土した。 P-112と同様，排土とみられるEn-aロームが，掘l)込み面

のTa dl層上面に堆積していた。

位置F1-62 57 平面形楕円形

規模 1.36×1． 11/1 .30×1 .10/0.57 長軸方向 N 97o－W

埋葬体位西頭位

副葬品玉: 5｡ 1 1.87×1.55×1 .47 5.5 2 1. 10×l .03×0.76 1 .5

3 0．74×0．74×0．62 0．5 4 0．77×0．75×0．60 0．6

5 0．64×0．60×0．68 0．45

覆土 I 黄褐色(EnL+d2+11黒) II 暗黄色(11黒>EnL)

Ⅱl 榿色(d2>EnL) Ⅳ黒褐色(II黒+d2)

V 明茶褐色(EnL>d2+II黒） Ⅵ灰褐色(EnL>d2+111黒）

Ⅶ黄褐色(EnL>d2+II黒）

P-123

P-123は第2群の土壌のなかではやや特異で､ある。平面形は整った円形で，覆土中から立石

が出土した。立石は土擴内に完全に埋没してお|) ，覆土の状況から人為的に埋められたことは

明らかである。覆土はしまりがよく ，乾いた感じで本遺跡の墓特有の湿|)気がない。 さらに礫

の周囲からは炭化材を検出した。 この炭化材は，厚さ約2m1nの柾目板様のもので， あたかも礫

を包んでいるかのようであった。原形のまま検出に成功したのは，全体の4分の1程度である。

この炭化材からはl4C年代測定の結果,3460±35y.B.P・の数値が得られている（付2参照)。立石

の取り上げ後，擴底面を精査したが，遺体を検出することはできなかった。土擴の規模から考

えて，立石とともに遺体を埋葬するのは困難とおもわれる。

位置Fl-62 57 平面形円形

ム
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II 美々4遺跡の調査
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11 美々4，世跡の調査

規椣 l.()()×()88/()82×(175/() .73

樫土 I ,IM色( II#4>EnL) II 灰黄色 (EnL>(12+lll黒）

Ⅱl 灰怖色(EnL>(12+Ⅱ黒） Ⅳ灰茶褐色(EnL+II ;' ,u>LI2)

V 焚榿色(EnL>[l2) Ⅵ蝋色（Ⅱ黒）

遺物 加工礫: 1．図76-1 , 50.0×25.0×7.5 2.6kg An(l.

安山岩製である。断而は侃平な六角形で, 1IIl1緑には洲接が加えられている。

P－124

Ta-(l, lfi Imiで確認した。 これか造|;IYiの州ll ' )込みImと思われる。種土1 -部にはEn-a l科が

堆依しており，平面での確認は容易であった。泄土の下部はﾈ!1j'|''IIを'腓びた.1,1､(色士で，土I闇のEn

－a屑と色洲は対|1(1的である。峨底ば､Iz｣|1_で、 雌はほとんと~｣耐[に立ちl戈がる。嘘底部から比

鮫的保存の良い人'|‘|･を検出した。盟藷部分には空il'ilが認められた。迩体は樹脂で固めて取り上

げた。遮物はない。

位世Fl 62-57 平Ⅲi形栫円形

規椹 1 . 14×().93/().92×0.68/103 EIIilll方liil N-58o－W

雌葬体位西鎮位枇臥屈葬

泄土 I 灰褐色(EnL+II,LM) II 黄色(EnL>EnP>d2)

Ⅲ黄褐色(EnL>d2+EnP) N I崎茂褐色(Enl.>EnP+II">d2)

V黒褐色( II黒>d2+E11L) Ⅵ黒色（蝋色土>[12)

P-125

Ta-(l 1 lWl面で確認した。 これは遺椛の掘り込みIhiにｲⅡ当するとおもわれる。｣職底は平坦で，

雌は急角唯で立ち|えかる。伽|)込みは第2群のなかでは比鮫的浅い。嘘底の北西部から玉が5

1IIIil集中して出土した。遮休は楡出されなかったが，玉のl肥列はその精用の状態をよくあらわし

ている。

位世F1 62-57 平面形梢|]1形

肌棋 1.13×0.85/10()×().68/().62 長噸lll方向 N 65｡-W

Ml1*,W1 玉: 5｡ 1 2.20×l.25×0.53 2､8 2 1 .25×1 .16×1 .55 4.0

3 1 .20×1.18×0.90 2. 1 4 1 _43×1.35×1 ．26 3.7

5 1 .60×1.42×1 .78 6.8

種土 I 灰褐色（Ⅱ黒>EI1L+d2+EnP) II 黒褐色( II黒>d2)

Ⅱl 黄灰色(EnL>(12+EnP) Ⅳ菰楕色(EnL+(12>II黒）

V椅色(d2>II黒） Ⅵ黒色(II黒>E!1L+EnP+(12)

Ⅶ灰構色(EnL>(12+Ⅲ黒） Ⅷ黄色(E,,L>(12+Ⅱ黒）

P-126

確認面はTa dl層上面で， これか棚')込み面に相当する。覆土の上部にはEn-aロームが

堆棺していた｡轆底は平坦で,壁はほとんど垂直である。平面形は卵形に近い楕円形である．嘘底

孟

一

~
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II 美々4遺跡の調査

に保存の良くない頭蓋骨があった。この部分は空洞になっていた。遺物はない。

位置Fl 62 47 平面形楕円形

規模1 .07×0.86／0.96×0.72／0.95 長軸方向 N 65o－W

埋葬体位西頭位

覆土 I 暗灰黄色(EnL>EnP+Ⅲ黒) II 灰黄色(EnL>EnP+111黒>11黒）

Ⅲ黒灰色(EnL+II黒>d2) Ⅳ黒褐色(II黒>EnP+d2)

V 黒褐色(II黒>d2) Ⅵ暗黄色(II黒+EnP+d2)

P-127

Ta-dl層上面で確認した。 これが遺構の掘l)込み面に相当すると思われる。覆土は大半が

En-aロームを中心とする混土層であった。擴底は平坦で，壁は急角度で立ち上がる。西壁は，

わずかにオーバーハングしている。覆土上面の黒土層中からつまみ付きナイフか~ 1点出土した。

遺物は土擴に伴うものではない。

位置Fl-62-47 平面形楕円形

規模0.94×0.68／0.88×0.46／0．70 長軸方向 N-85o－W

覆土 I 灰褐色(EnL+II黒>d2) II 明灰褐色(En･L+1I黒>d2)

Ⅲ黄榿色(EnL>d2) Ⅳ黄褐色(EnL+II黒>d2)

V 黒褐色(II黒>d2+EnL) Ⅵ黄榿色(EnL>(12)

遺物D4a : 1．図76-2 , 8.9×2.3×0.5 11.1 Sh,

頁岩製でやや風化している。 2次調整はあま})入念ではない。側縁に刃こぼれがみられる。

P-132

Ta-dl層上面で確認した。これが掘り込み面に相当すると思われる。曠底はEn-a層をわ

ずかに掘り込んで作られている。 P-132は第2群のなかでは最も浅い土壌であった｡壁は長軸

の両側でオーバーハングするほかは急角度で立ち上がる。覆土第1層から，石雛1点と使用痕

のある剥片が18点出土した。土擴に伴うものかどうかよくわからない。

位置Fl-64-48 平面形楕円形

規模1.01×0.70/091×0.54/0.46 長軸方向 N-73o－W

覆土 I 黒色(II黒>d2) II 黄褐色(EnL>II黒+d2)

1I1 黒色(1I黒） Ⅳ暗黄褐色(EnL+II黒>d2)

V灰榿色(d2>EnL) Ⅵ灰榿色(EnL+d2)

遺物A7 : 1, 01a : 18。 図76-3 A7 3.3×1 ~9×4.5 1.7 0bs.

4 01a 3．5×2.6×1 .0 6．3 0bs. 5 01a 2.3×3.0×1. 1 8．2 0bs.

6 01a 3.0×3.0×8.0 9．3 0bs. 7 01a 4.2×2.5×9.0 7.8 0bs.

8 01a 4.3×2．6×0.6 6.5 0bs. 9 01a 4.4×2.8×0.8 10.4 0bs.

10 01a 4.0×2.8×0.5 5．2 0bs. 11 01a 4. 1×2．7×0.6 4．6 0bs.

12 01a 4.0×2.8×7.0 6.0 0bs. 13 01a 2．8×2．2×0,6 3.7 0bs.
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11 美々4遺跡の調査

14 01a 2.2×2.9×0,6 2.7 0bs. 15 01a 4.0×2.9×0.8 7.8 0bs.

16 01a 4.1×2．0×0.4 4.5 0bs． 17 01a 3.5×2．0×0．6 4.6 0bs.

18 01a 4．0×2．9×0.8 7．8 0bs. 19 01a 4． 1×2．3×0.5 3.4 0bs.

20 01a 5.5×1.9×4.0 4. 1 0bs. 21 01a 4.8×2.0×3.0 2.7 0bs.

3は，有茎でかえしのあるA7類の石鍼である。加工痕のある剥片は, 4～7か両面調整の

もので，他は片面調整のものであった。片面調整の剥片は腹面にバルブをもつ例がほとんとﾞ

である。いずれも縁辺が使用によって刃こぼれしている。

P-134

Ta-dl層上面て確認した。第2群のなかでは掘i)込み面を最も明瞭にとらえることができた

例である。セクション図にあるように, Ta dl層上面から土壌が掘り込まれている。覆土の上

層部分には, En-aロームが堆積していた｡擴底部はやや凹面をなしている｡壁は長軸の両端で

はわずかにオーバーハングする。短軸両側では,ほとんど垂直に立ち上か~り，擴口部で若干外反

する。遺物はない。

位置FI-62-67 平面形楕円形

規模0.95×0~74／0~88×0.50／0~76 長軸方向N-114o－W

覆土 I 黒色(11黒) II 灰色(EnL>II黒）

1I1 灰榿色(EnL>d2+11黒） Ⅳ黒褐色( II黒>dl>d2)

V榿色(d2>II黒） Ⅵ茶褐色(EnL+d2+II黒）

Ⅶ黒褐色(II黒>d2+EnL)

P-137

Ta dl層をわずかに掘り下げた時点で確認した。周辺の土擴と同様にTa dl層上面が掘l)

込み面とおもわれる。擴底はEn-a層を掘り込んでおり，やや凹凸がある。壁は南側の壁がオ

ーバーハングするほかは， ほとんど垂直に立ち上がる。 P-137は,直径50～60<･'''の円形の小土

擴で，規模から考えて遺体を埋葬するのは困難であろう。P-115にきわめて近接しているが，曠

底部の切り合いはない。新旧関係は不明である。遺物は出土していない。

位置Fl-62-48 平面形円形

規模0.67×0.66/050×048/0.70

覆土 I 黒色(II黒>d2) II 黒褐色(II黒>EnL+d2)

1I1 灰褐色(II黒>EnL) Ⅳ茶褐色(EnL+II黒>d2)

V黄褐色(EnL>II黒+d2) Ⅵ黄褐色(EnL>d2)

~
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II 美々4遺跡の調査

第3群

調査地区西側の標高約23mの台地上にあり，南北約11m,束西約12mの範囲に25個の土擴が

分布している｡北側の第2群と南側の第6群の中間に位置し第2群の南部にあるP-109･119との間

には2～3mほどの空隙がある。25個の土擴は互いにl～2mの間隔を保っていて､重複する例

は2例だけである。長軸方向・規模・平面形が類似する土壌が北東一南西方If]｣にほぼ等間隔で

2列並んでいる (P149･138･122･144, P 148･139･129･181･121)が，意図的に配列されたも

のかどうかは判然としない。掘り込み面が確認できた数個の土擴はいずれも， 当時の生活面よ

りも下層と考えられるTadl面から掘り込まれており， 周辺よりもI1黒が薄いこととあわせて，

墓塘構築以前に11黒層をある程度削平した可能性がある。明瞭な施設は検出されなかったが意

識的に区画し墓域を作り，計画的な埋葬を行なったと考えられる。

平面形は円形のP-141を除けばすべて楕円形である。 P-142は擴口の平面形は不整円形であ

るが塘底は桔円形である。塘底の長軸長と短軸長の比をみると、P-141が1~0を示すほかは､0.45

～0．8の間にあり， 0.6～0.7の間に14個か集中する。本群の土擴のうち塘底の規模が最小のもの

は, P 121で長軸長0.64m×短軸長0~40m，深さ0.70m,~最大のものはP-140で長軸長1.35m

×短軸長l.04m, 深さ1.06mで平均的な規模は長軸長0.9m短軸長0.6m前後，深さは0.8mほとﾞ

である。擴底の長軸長がl.5mをこえるものはない。深さがlmをこえるものは, P140のほか

はP143･144･145がある。特に、確認面がTa-dl面, Ta-d2面なと’さまざまであるために，単

P
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11 美々4遺跡の調査

に深さを比較することは無意味であるが，繩文時

代後期末葉の周堤墓の土擴と比べると相当浅いこ

、~シ亀･~11 ~つ

とかわ刀ユタ。

擴底面は, P-117がEn-aローム層の直上にあ

るほかは, En-aローム層中で， ほとんどが平坦

で土のしまりがない。多くの土擴の壁は垂直に立

ち上がり曠口部でやや外反する。 P130は短軸方

向の外反がほかの土擴よりも大きい。 P131･142

の壁は長軸方向の擴底でややオーバーハングす

る。

円形のP-141を除<24個の土擴の長軸方向は，

ほぼN-24.-W～N-92．－Wの間に集中してお

44

E

子

図42長軸方向

り， この範囲から大きくはずれるのは, P187(N-115｡W)1個のみである。覆土の堆積状態

をみると，自然堆積と思われる土壌はない｡覆土は本群中最も浅いP117が､黒色土･Ta-d2の混

じる黒褐色土でほほ埋められているほかは,Enaロームを主とする黄褐色土と，黒色土・Ta-d2

から成る黒褐色土の互層となるものが多い。ほぼ半数の土塘の擴口部には黄褐色土か充填され

るかレンズ状の堆積を伴っている。 この堆積状態が意図的に行なわれたものかは判然としない。

また，覆土上層は土がたわむように堆積しておl) ,遺体の腐蝕によl)土層が落ち込んだものと

考えられる。

遺体の検出された土塘は6個で，頭位があきらかになったのはP 131 ･ 140の2個である。

いずれも北西頭位。比較的保存状態がよかったのはP-131のみで，埋葬体位は横臥屈葬。その

ほかは灰白色の糊状の痕跡が残っているだけである。 P-140は2体合葬で, 2か所から頭骨と

歯か出土している。いずれも横臥屈葬と思われる。 このほかの土壌も，規模．平面形から考え

て屈葬の可能性が強い。

7個の土塘の覆土．擴底から遺物が出土した。埋め戻しの際混入したか，流れ込みによると

考えられる土器片が出土した2個(P-129･145)を除き, 5個(P-107.121.130･149.150)は土擴

に伴うもので畠|｣葬品と考えられる。副葬品は土器と玉である。 P-149には，塘口北西部の覆土

上部に， Ⅳ群b類の手稲式の注口土器が倒立で押しつぶされたような状態で埋納されていた。

土層の観察から，一たん埋め戻した後、掘り込んで土器を埋めた可能性も考えられる。本群唯

一の土器が副葬されていた墓である。 4個の土擴からは玉が出した。 P-121とP-150は，猫底

面の規模が長軸長80cIn以下の非常に小さい土臘であるが，玉が出土したことから墓と判断され

た。それぞれに副葬されていた玉の数は， 2～4個で， 出土位置はP 150を除き嬢底の北西部

やや内寄りのところである。 2個重なりあったり(P-130),並んだ状態(P-107.121)で出土し

ている。遺体は検出されていないが北西頭位を示すものであろう。

P-150では， 覆土上層から2個，擴底北西隅から2個の玉が出土している。埋葬状態が判然

76



II 美々4遺跡の調査

としないが，規模か極端に小さいことから，鱒葬のような埋葬体位も考えられ，玉は上半身に

着装されていたものかもしれない。

P 130では，北･西･南をとり囲むように， それぞれ50～70(m離れた位置から3個の柱穴様の

小ピットが検出された｡~ いずれもTa-d2面で確認されたもので，径20cI11前後，深さはそれぞれ

33(､ In, 28(､ I11, 28ぐlnである。柵のような施設とも考えられる。 また, 1～2m離れた位置から細

長い柱状の礫が2個検出された。これらの相互関係は不明である。ただし礫は， アブ．ライトと

砂岩でX-817の周囲の配石と石質・形状とも共通する。 （遠藤香澄）

i

表11 第3群土曠墓一覧

貢

’ 晩 " (m
表
ジ

仰
両
側

Ｉ

地上施設 g11葬品長軸方Ihl平面形名称｜位
醇伊

直

最大採確認曲 氏 皿

P-ll7を切る 人骨の
一部検出玉： 2楕円形 N 84. Ⅵ〔).79×0~48 0，701 ． 10×（).92P－107 FI 62 59

人骨の一部検出Ｗ

Ｗ

~

○
○

２

８

９

５

~~
Ｎ

Ｎ

0．69× （) .47 岬O~86P－lO8 0．64FJ

P-l21と亜複
問･の一部検出

人
1 ．00×0．65P－114 1 ． 16×0．74 () ．66〃

P-107に切られる0．32N－32． W() .85）×（0．50） （0．85）×（0．39）P－I17 1 1

P 114と重複N－67． 帆
丁｡ n

二E･ 色0．90×0．6(） () .64×0~40 0．70P－l21 〃

k骨の一部検出N－54．－Ⅵ0．88×（) .70 0．77P－l22 1 ．07× （) .92〃

N 75。－m1 ．09×0．65 0．741 ．37×0．95

() ~97×〔) .80

P I28 Fl－62－49

誕土上層土器IVb： 129
人骨の一部検出Ｗ

Ｗ
~~
６

４

５

２

Ｎ

Ｎ

0~83×0．63 唖
一
吋

P l29

目： 31 ． 12×〔) .531 ． 14× （).94P－l3I Fl－63－40 〃

~

北西頭位横臥屈葬
頚'制･検出

N 71．－W0．90×0．60 0．89×0．49 () ．88P l31 目】－62－49

0.70 N-55.-Ⅵ0．9(） ×0．611 ，05×（).75、 1氷
L L叩凹 F1－63－60 〃

N-43. Ⅵ0．65×0~45 (） RqP－l36 0．79×0~67〃

９

０

０

５

５

５

~~
２

３

へ

。

６

６

〈

ｂ

~~
１

１

ｌ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

N－42．－m0．86×0．45 0．630．91×0．63P－l3f

0~93×（) .52 N-36. m0．96P－l39 l ~03×0．69
~

北西頭位横臥屈葬
（ 2体合葬）

９
０
５
５
~

２
３
６
６
~

Ｆ
Ｆ

N－65． W1 ．35× 1 ． ()4 1 ．061 ．45× 1 ． 19P l：10

円形 () .78×0．78 0．83P l41 Fl 62－69 0．93× （) .88
~

() .85 N 78． W楕円形 1 ．13×0．75P lil2 1 ．00×0．90

105 N 60.-mO~90×0，520~90×0．65P－M3 〃

｜
呵
一
禧

N－72。－Ⅵ1 ~060．72×（) .480．95× () .70P－l44 〃

覆土土器IIIb-3 ： 4
噌冬片 2l ~33×0．83 1 1qL o 4J N－59．－ⅥP－l45 1 ．55×1 ．06F1－63－50．60

~

N-73･－m1 ．09×0．651 ． 19×0．90P－1,'8 FI－63－50 ( ） hLタ

注口土器］N 51． W0．85P l~19 0．84× （) .80 0．84×（) ．66"

P－150 輝葬（ ？ ）N－81． Ⅵ 玉： 40．84×0．54 0．740．90×0．57Fl-63 60 〃

N ll5o-咄0．351 ．20×（) .77 1 ~ 14×0．68P I87
戸 八句声司ハ1

fl O○一01．，」

’ N 26．－m0~37

判

0．94×0．671 ~ ()7×（) .76P 206 Fl 62-69 "

一

甸房

／／



’II 美々4遺跡の調査

P-107

北西壁でP117と重複関係にあl) ,本遺構か.P-117の種土を切っている。塘底は平坦で，壁は

嘘口部で外反する。糊状の骨がわずかに認められた。西側砿からl()(･川はと’内寄りの樅底から，

玉が2個出土した。

位置FI-62-59 平面形W'i円形

規模 1.10×092/0.79×().48/070 長軸方向 N84｡-W

副葬品玉: 2｡ 1 1.20×1.10×1 . 12 (17) '2 1. 14×1.05×l . 14 2.2

覆土 I 暗黄褐色（Ⅱ黒+EnL>d2) II 明黄褐色(EnL>d2)

1II 黒色(II黒>d2) Ⅳ暗褐色( 11黒>EnL>d2)

P-108

小型で､はあるが，比較的深い土蛎。城底は平1日で,壁はほほ垂直に立ち上が|) ，蛎口部でわず

かに外反する。塘底の北西隅から糊状の骨が検出された。

位置Fl-62-59 平面形梢円形

規模0.86×0.64／0~69×0~47／0~97 長軸方向N92｡-W

覆土 I 明黄褐色(E11L>d2) 11 黒褐色(II黒+EnL)

Ⅲ暗黄褐色(EnL>Ⅲ黒）

P-114

P121と塘口部でわずかに重複する。先後関係は明らかではない。南西側に近接して、長軸

方向，規模か類似するP-122がある。擴底はEn-aパミス層直上にあl) ,壁はほぼ垂直に立ち

上がる。擬底中央部から，灰褐色の糊状の骨か検出された。北西一南東方向に4個並列する墓

壌のうち最も北東に位置するもの。

位置Fl-62-59 平面形楕円形

規模 l.16×0.74/100×0.65/066 長軸方向N-58｡-W

種土 I 灰褐色(II黒+EnL>d2) II 黄榿色(EnL>d2)

1I1 黄褐色(EnL>d2+Ⅱ黒） Ⅳ椅色(d2>EnL+II黒）

V黄褐色(E,,L>d2+Ⅱ黒） Ⅵ黒色(II黒）

Ⅶ灰褐色(EnL>111黒+d2) Ⅷ黄色(EnL>II黒+d2)

Ⅸ灰色(111黒>d2)

P-117

本群で一番浅い土堀。南東壁をP107に切られる。壁は緩やかに立ちあがl) ,長軸方向北西

側でわずかにオーバーハングする。覆土は黒色土を多く含む黒褐色土か充填されている。 P

121と平而形，規模が類似している。

位置Fl-62 59 平面形楕円形

規模 （0.85)×(0.50)／(0~85)×(0~39)／0~32長軸方向 N32｡W

覆土 I 茶褐色( II黒+d2+Ⅲ黒） Ⅱ黒褐色(II黒>d2)
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11 美々4遺跡の調査
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II 美々4遺跡の調査

P-121

Ta-d2面で確認された。P 114と南東壁上部でわずかに重複する。本群中で, P-117と同

様に規模が小さいもの｡覆土は上層と下層で明瞭に異な') ,上層にロームを多く含む黄褐色土，下

層に黒褐色土が充填されている。嘘底北西部から玉が2点出土した。扁平な半月形で中央やや

偏った位置に孔が穿たれている垂飾と栗玉である。鵬底面の規模から考えると、墓峨とするに

は小さすぎる感もあるが, gll葬されたと思われる玉の出土， 覆土の状況から墓であると考えざ

るをえな’い。特別な方法で埋葬されたものかもしれない。

位置FI-62-59 平面形楕円形

規模0~90×0~60／0.64×0.40／0‘70 長軸方向 N 67o W

副葬品玉: 2｡ 1 1 .45×l.37×2.50 7.8 2 2.35×1.29×0.62 3. 1

覆土 I 灰褐色(EnL>d2) Ⅱ 明灰褐色(EnL>d2)

IⅡ茶褐色(EnL+d2+II黒） Ⅳ灰褐色(EnL+d2)

V 黒茶色(II黒+d, ) Ⅵ黒褐色(II黒>d2)

P-122

北東南西方Ii1に並列する土塘のひとつ。北東側に近接してP-114がある。平面形は円形に

近い楕円形。擴底は平坦。壁は全周ほほ垂直に立ちあがり，擴口部で外反する。覆土の状況は，

猫口部中央にレンズ状に黒色土があ！) ，南東壁際から擴底にかけては黒褐色土で埋っている。

遺体の残存状態は非常に悪く ，灰褐色の糊状の骨が塘底中央部から検出されたのみである。

位置F1 62-59 平面形楕円形

規模 1.07×092/0.88×0.70/077 長軸方向 N-54o－W

覆土 I 黒色(II黒>EnP) II 灰黒色( II黒>EnL>d2)

Ⅲ黄榿色(EnL>EnP+d2) Ⅳ灰黄榿色(EnL+Ⅲ黒>d2)

V黄色(EnL>(12) Ⅵ灰褐色(EnL>d2+Ⅱ黒）

Ⅶ茶褐色(EnL+11黒>d2) Ⅷ黒茶褐色(11黒>EnL+d2)

Ⅸ明黄褐色(EnL>d2)

P-128

本群の北端に位置するやや大型のもの。Ta-dl面で確認された。北東一南西方向にほぼ等間

隔に並ぶ5個の土擴のうち最も北西に位置する。壁は猫口部にむかってやや広がる。上層には，

ロームを多く含む土がブロック状に堆積し，北東壁際では黒色土が流れ込むように堆積してい

る。

位置Fl-62 49 平面形楕円形

規椣 1 ~37×0.95／1 ~09×0.65／0．74 長軸方向 N-75o－W

覆土 I 茶褐色(II黒+EnL) II 黄榿色(EnL>d2)

Ⅲ暗黄楕色(EnL>d2+II黒） Ⅳ黒褐色(II黒>EnL>d2)

V 黒色(II黒>EnL) Ⅵ灰黄色(EnL>d2+111黒）

Ⅶ黒色(II黒）
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II 美々4遺跡の調査
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II 美々4遺跡の調査

P-129

Ta-dl面で桁円形のプランか確認された。北東側にP 181,南西側にP-139があI)長軸方

向をほぼ同じくして並んでいる。壁の立ち上が')はほほ垂直である。南西壁が轆口部で広がる。

南西壁際から灰褐色の糊状の骨が検出された。覆土上層( I層）から， 後期中葉のⅣ群b頬土

器片が129点出土した。流れ込みによる遺物と考えられる。

位置'F｣－62-49 平面形栫円形

規棋0.97×0~80／0.83×0~63／0~85 長軸方向 N 56o W

覆土 I 黒色(II黒>EnL) II 明黄褐色(EnL)

IⅡ 暗黄褐色（Ⅱ黒>EnL) Ⅳ黒色(II黒>d2)

V 黒褐色（Ⅱ黒+EnP>d2)

遺物覆土l三部土器Ⅳb : 129．図76-22～24Nb｡ 22は口唇の断面がやや丸みを帯び，刺

突文が一条口縁部をめぐる。

P-130

本群の南東端に位置し， ほかの土猫墓から少し離れている。覆土は，黒色土と黄褐色土との

互層である。壌底はEn-aローム層をわずかに掘l)込んで作られ，北東，南西壁は堀底から大

きく膨らんで立ち上がり， 中間部でくびれている。擴口部はやや外反する。塘底北西隅から玉

が2個， さらに中央寄')からも1個出土した。玉の穿孔はいずれも一方向からである。 1は扁

平でL字形の垂飾。孔はL字の角のところに穿たれ，表・裏面に擦痕がある。人骨は検出され
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Ⅱ美々4遺跡の調査

なかった。

位置Fl 63 40 平面形楕円形

規模1.14×0.94/112×053/057 長軸方lfil N-24。－W

副葬品玉： 3． 1 1 ．42×1.27×0.74 5.7 2 1.47×1.45×1.10 3.6

3 1 ．30×1 ．20×1 ． 10 3．0

覆土 I 黒色(II黒) II 暗黄褐色（Ⅲ黒>d2)

Ⅲ明黄褐色(EnL>d2) Ⅳ黒色(II黒>d2)

V 暗黄褐色(EnL>II黒）

P-131

北東一南西方向に5個並列する土曠のひとつ。 11黒混りのTa-d,面で楕円形のフ・ランが確認

できた。塘底はわずかに凹凸がある．北西側の壁は，脳底てオーバーハングする。その位置か

ら壁に貼りつく状態で頭骨が検出された。頭骨の残存状態が比較的良好であったので樹脂処理

後取り上げた。 また糊状の骨が北西部の塘底3分の1を占める範囲で検出された。頭骨の状態

から横臥屈葬と思われる。

位置Fl-62-49 平面形楕円形

規模0~90×0.60／0.89×0.49／0．88 長軸方|f'l N-71°－W

埋葬体位北西頭位横臥屈葬

覆土 I 黒色( 11黒) II 明黄褐色(EnL>d2)

Ⅲ黒褐色(II黒>EnL) Ⅳ黒色(II黒+d2>EnL)

V 黒色(II黒>d2)

P－135

本群の南西端に位置しP-136と並んでいる。擴底はEn aローム層中にあI)平坦で，壁の

立ち上がりはほぼ垂直である。長軸方向西側の壁が壊口部でややオーバーハングする。覆土の

の状態は，擴口部中央にレンズ状の黄褐色土が堆積するほか，下部は黒褐色土で充填されてい

る。

位置Fl-63-60 平面形楕円形

規模1 ．05×0．75／0.90×0．61／0．70 長軸方1句 N-55o－W

覆土 I 黄色(EnL>d2) II 黒褐色(11黒>d2)

1I1 榿色(d2>II黒） Ⅳ茶褐色( II黒+d2)

P－136

小型ではあるが比較的深い。塘底はEI1－aローム層中にあり平土H_･壁は南東側でやや膨むほ

かは曠口まで､ほぼ垂直である。覆土上層は黄褐色土，下層は黒褐色土か充填されている。

位置F1 63-60 平面形楕円形

規模0.79×0‘67／0‘65×0.45／0~89 長軸方向N-43o W

覆土 I 黄色(EnL) II 黄榿色(EnL>d2)
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II 美々4遺跡の調査

IⅡ茶褐色(EnL+Ⅱ黒>d2) Ⅳ黒褐色（Ⅱ黒>EnL+d2)

V 暗黄色(EnL>II黒>d2) Ⅵ黒褐色(II黒>d2+EnL)

Ⅶ黒色(II黒>d2)

P-138

北東一南西方向に4個並列する土猫のひとつ。北東側にP-122, 南東側にP-149がある。

塘底は中央部がややくぼむ。壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆土上層には，黄褐色土が充填され

ている．。

位置F1-62 59, F1-63 50 平面形楕円形

規模0.91×0.63/086×0.45/0.63 長軸方向 N-42o－W

覆土 I 黄色(EnL>d2) II 黄榿色(EnL>d2)

Ⅲ黒褐色(II黒+d2) Ⅳ灰黄褐色(EnL+II黒+III黒+d2)

V 明黄榿色(EnL>d2) Ⅵ黒褐色(II黒>d2)

P-139

北東一南西方向に5個並列している土擴のひとつ。擴底はEn-aローム層中。西壁は曠口部

までほぼ垂直であるが， ほかの壁は緩やかに外反する。

位置F1 ~－63-50 平面形楕円形

規模 1.03×0.69/0.93×0.52/0.96 長軸方向N-36° W

覆土 I 黄榿色(EnL>d2) II 黄褐色(EnP>EnL+II黒）

Ⅲ灰黄色(EnP+111黒+II黒） Ⅳ灰燈色(EnL+d2>Ⅲ黒+EnP)

V茶褐色( II黒>d2>EnL) Ⅵ灰褐色(II黒+EnP>d2)

P-140

本群のほぼ中央に位置する。擴口部北側は一部削平されている。 P-145とならび大型のも

の。壁は全周でほぼ垂直に立ち上がる。遺体の残存状態は非常に悪く原形をとどめない。 ‘擴底

全面で灰褐色の糊状の骨が検出された。擴底北西部で頭部と思われる空隙と数個の歯冠が2か

所から検出された。本群で唯一の2体合葬墓である。骨の状態から、 2体とも横臥屈葬と思わ

れる。副葬品はなかった。

位置F1-62 59, F1-63-50 平面形楕円形

規模1.45×ll9/1.35×1.04/1.06 長軸方向 N-65o W

埋葬体位北西頭位横臥屈葬（2体合葬）

覆土 I 明黄褐色(EnL>d2) II 暗褐色(II黒+EnL>d2)

1I1 明黄褐色(EnL>d2) Ⅳ明黄褐色(EnL)

P-141

ほぼ円形のう°ランを呈する。擴底ばEn-aローム層中で中央部がややくぼむ。擴口部中央に

黒褐色土か充填されている。

位置Fl 62-69 平面形円形

1

1

’
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II 美々4遺跡の調査
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II 美々4遺跡の調査

規模0.88×093/0.78×0.78/0.83

覆土 I 黒色（Ⅱ黒>d2) 11 茶褐色(EnL+II黒>d2)

Ⅲ黒褐色(EnL>II黒>d2) Ⅳ黄褐色(BTL>d2)

V 黄色(EnL>d2) Ⅵ黄榿色(E11L>d2>II黒）
P-142

本群の西端に位置する。平面形は壊口で不整円形であるが塘底では楕円形である。塘底は

En aローム層中にあl)凹凸している。北西・南東壁は中間部で大きく膨らむ。ほかの土擴と
比べて覆土に黒色土が少ない。

位置Fl-62-69 平面形楕円形

規模 1 ~00×0.90/1.13×0.75/085 長軸方向 N-78o－W

覆土 I 茶褐色(EnL>II黒>d2) II 黄褐色(EnL>d2)

ⅡI 黄色(EnL>d2) Ⅳ灰褐色(111黒+EnL>d2)
P-143

本群の北西部に位置する。Ta-dl面で楕円形のプランが確認できた。擴底はEn aローム層

を70cmほど掘り込んで作られ平坦。壁の立ち上がりは全周でほほ垂直である。覆土上層には黄

褐色土，下層には黒褐色土が充填されている。

位置F1 62-69 平面形楕円形

規模0.90×0~65／0.90×0‘52／1 ~05 長軸方向N 60o－W

覆土 I 灰褐色(EnL>II黒) II 黄色(EnL>d2)

ⅡI 黄色(EnL>II黒） Ⅳ黒褐色（Ⅱ黒>EnL>d2)

P-144

本群の最も北西に位置し，南東側には隣接してP 143がある。Ta-dl面で楕円形のプラン

が確認された。壁の立ちあがりはほぼ垂直で擴口部がやや外反する。ほかの土壌と比べて覆土

中に黒色土が少ない。

位置Fl-62-69 平面形楕円形

規模0~95×0.70／0.72×0.48／1 ~06 長軸方｢fI｣ N-72o W

覆土 I 黒褐色(II黒>EnL) II 黄褐色(EnL>d2)

1I1 黄茶褐色(EnL+11黒） Ⅳ茶褐色(EnL+II黒>d2)
P-145

Ta-dl面で楕円形のプランが検出された。本群で一番深い土擴である。壁は全周でほぼ垂直

に立ちあかる･覆土上層には黒色土が充填されている。覆土Ⅳ層の黒褐色土から，繩文時代中

期のIII群b－3類土器の破片が出土した。埋め戻しの際混入したものであろう。

位置F1-63-50･60 平面形楕円形

規模 l.55×1.06/1.33×0.83/l13 長軸方向N-59。－W

覆土 I 黒色(II黒>EnP+d2) II 黄褐色(EnL>d2+EnP)
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11 美々4遺跡の調査

Ⅲ榿色(d2>EnL) Ⅳ暗榿色(II黒+d2>EnL)

V 黄褐色(EnL>II黒+d2) Ⅵ黒褐色（Ⅱ黒>d2)

Ⅶ黄色(E,,L)

遺物覆土土器IIIb-3 : 4．礫片X1 : 2． 図76－25 ．26 111b 3o

P－148

北東南西方|hlに並ぶ5個の土蛎のうち最も南西に位置するものである。Ta-d1面で確認さ

れた。猫底はやや門凸がある。長軸方向の壁か中間部でやや膨らむ。種土上層には黄褐色土か

レンズ状に堆積している。

位置F1-63-50 平面形楕円形

規模 1.19×0.90/109×065/0.69 長軸方向N-73o－W

覆土 I 灰褐色(EnL+d2) II 灰色( II黒>EnL>d2)

Ⅲ黄色(EnL) W IIと同じ

V黄榿色(EnL>d2) VI 11と同じ

Ⅶ灰褐色(EnL>Ⅱ黒+d2) Ⅷ黄褐色(EnL>d2)

P-149

Ta-dl面で確認された。塒底はやや凹凸がある。壁の立ち上が')はほぼ垂世で，蛎口部でや

や外反する。曠口北西部の覆土I層からⅣ群b類の手稲式の注口土器が出土した。土器は倒立

し押しつぶされたような状態で埋納されており、土器の胴部から注口部には炭化物か~多量に付

着していた。本群で土器が副葬されていた唯一の墓で､ある。 この炭化物からは14C年代測定に

より， 324()±130y.B.P (KSU 969)の年代か得られている(付2参照)。

位置Fl-63-50 平面形栫円形

規模084×0.80／().84×066／0．85 長軸方If'｣ N-51o－W

副葬品注口土器Ⅳb : 1｡ 1 10.5×－×3.4

胎土に小石が含まれており，焼成はあま')良くない。全面が研磨されてお') , llil部は強くは

')出し底部は小さい｡直線と曲線の沈線文様が胴部上半分に施されている｡

覆土 I 黒色( II黒>d,+d2) II 黄褐色(EnL>EnP+d2)

1I1 灰褐色(EnL>II黒+d2+EI'P) Ⅳ茶褐色(E11L+EnP+d2+II黒）

P-150

本群の南端に位置し，隣接してP-187か~ある。壁は全周でほぼ垂直に立ち上がる。穫土上

層の黄褐色土から2個、峨底北西部から2個， それぞれ玉が出土した。種土中から玉が出土し

た唯一の例である。墓猫とするには規模か~小さすぎる感もするか~，玉の出土，覆土の状況から

墓と考えざるをえない。 また玉が覆土中から出土したこと，規棋が小さいことから．踊葬のよ

うな埋葬体位が考えられる。

位置FI-63-6() 平面形楕円形

規棋0.90×0.57／0.84×0.54／0．74 長軸方向 N 81．－W
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11 美々4遺跡の調査

埋葬体位踊葬（ ？ ）

副葬品玉: 4｡ 1 1 . 14×1.14×12() 2.5 2 1 .70×1.68×1 .28 5.7

3 1 .48×1 ． 14×0．83 2.0 4 2.00×2.00×3.44 22.1

覆土 I 灰褐色(EnL>d2+IⅡ黒) II 黄褐色(EnL>d2+EnP)

Ⅲ明黄榿色(EnL>d2) Ⅳ黒褐色(II黒>d2)

V黄色(EnL>II黒） Ⅵ黒色( 11黒>EnL)

P-187

Ta-d2精査時に検出された。上部が削平されているので浅いが，本来はもっと深かったと思

われる。本群の最も南西に位置し，北西側に近接してP-150がある。長軸方向はほかの土擴

が集中する範囲(N 24．－W～N-92｡ W)から大きくはずれる。

位置F1 63-51 ･ 61 平面形楕円形

規模 1 .20×0.77/1.14×0.68/0.35 長軸方向N-115o W

覆土 I 黒色(II黒>dl+EnL) II 黒褐色(II黒>d2+EnL)

ⅡI 灰榿色(EnL+d2) Ⅳ灰褐色(EnL>d2+II黒）

V黄榿色(d2>EnL) Ⅵ茶褐色(EnL+d2)

P-206

Ta-d2精査時に検出された。北東側にP 143,南西側にP 142が長軸方向をほほ､同じにし

て並んでいる。擴底はEn-aローム層中をわずかに掘l)込んで作られている。

位置Fl-62-69 平面形楕円形

規模 1 ~07×0.76／0~94×0.67／0．37 長軸方向 N-26｡ W

覆土 I 灰榿色(EnL><12+II黒) II 灰榿色(EnL>d2)

Ⅲ灰榿色(E11L>d2+II黒） Ⅳ黒褐色(II黒>d2+EnL)

V黄色(EnL>d2) Ⅵ灰褐色(EnL>II黒>d2)
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II 美々4遺跡の調査

第4群

本群は標高約23mの台地縁辺部にあl) , 6か所の土堀某群のうち一番南に位置する。 II黒層

上面において， 第6群ほど顕著ではないが， わずかなくほ､みが認められた。 これは第6群との

間および本群の南縁でII黒とTa d」との混和した層が厚く堆積することによるもので, 11黒層

'三面の等高線も本群付近で湾曲している。

本群は． 20個の土曠墓によって職成され，東西1()m･南北9mの範囲にある。それらの位置

関係は，北西南東方向に直線的に並ぶ6個の土曠墓をはさんで，北西部に4個が，北東部に

51占Iが集中して存ｲfする。その他，南西部に1個，西部に4個の土脳墓が点在している。

本群の著しい特徴は，墓同士の重複が多い,1､'1 (54ページ18行目）である。 また，墓群の周囲

を含めI妃石が見られないことも，本群の特徴としてあげられる。

堀底の平面形態は， ほぼ円形のP-154 . 163のほか,楕円形を呈する。その長幅比は0~7～0．8

（ 8個） を中心にばらつき， 最小値はP-151の0.5である。 また，長軸長と深さの関係か

らみると， 長軸長70～90cm, 深さ65～80cInの範囲にあるものが8個と多い。長軸長lm,

深さ90[･mを超える土曠墓が3個(P-151 ･ 153 ･ 200)あり， いずれも南西部に位置する｡長軸

方向からは, N-44｡ W～N-59. Wの間にll佃( Iグループ),N-22。－W～N-26.-W

の間に3個(Ⅱグループ)，西に70.以上傾く 2個(ⅡIグループ)．真北を向く 2個(Ⅳグループ）

に分けられる。墓は確認面の位置や11黒層を合せた土層観察の結果,Ta-dl層上面から棚|)込

まれたものである。覆土はEn-aを主とする黄褐色土と, Ta-dl,Ⅱ黒を主とする暗褐色土が

交互に充填される傾li'1があり, P-159を除き前者で埋め戻しが完了している。 P-151 ． 153.
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Ⅱ 美々4遺跡の調盗

155から人骨か検出されておl) ,遺体の腐蝕によ

る陥没の様子が窺える。城底Iniは,P-156･198

て､若干凹面を呈する以外，平坦に作られている。

壁は垂直あるいは外反ぎみのものが多いが, P

-151･ 163･ 196は袋状を呈している。

墓群および周辺から小ピッ 1,が27ｲl ,'ill;jt,' llされ

た。小ビット l～8は巣と同じTa d｣ IP1上1m

で碓認されたもので，墓朏長山lli線上に位置した

り( l～3)、某城に重複している。周堤菜に伴

う墓のような規則的位置関係はとらえらオ|_ない

が，墓に関連する可能性がある。 9～27は， ←1,&！

Ⅳ
一

N
Ⅱ完

Ⅲ／

-d1層下部または(121唇上向で硴認されたもので， 図51 長軸方向

深さが20(, '''以上のピ､ソ ト （10． 12･ 15 ･ 16 ･ 18･ 24･ 26･ 27)は蛭の難中するFl 63-55区を

取り囲むように分布している。 これらの穫土は, II黒を主とする|暗黙褐色土である。 これ以外

にP 153では埖内の長11lll IIIj端に林大様ビ､ソ |､が碓認された。本群て墓に伴うことの明らかな遺
（注1

術である。

人骨か検出された墓は4個あり，邸葬体位の識別できた2例(P-153･ 20())はいずれも下

肢を強く折り IIIIげられた右横臥Ill非である。他の墓も形態から)旧葬と考えられる。なおP 2()0

は合葬の可能性かある。

副葬,品は玉のみで,全墓城の半数から1“:検冊}された。この出土率は6土城墓群中で最も高い。

ただし， 長1ﾄ'''方li'lⅣグループの2個からは， ~rEの出土をみていない。

墓群および周辺のII黒層では, F1-63 65区からⅣ群b獺土器, Fl 63-65区からⅣ群c類

土器がそれぞれややまとまって出土した。 このほか、 Fl-63 54交点付近からはIV群b敵の大

型碓片が得られている。なおP-163城口からⅣ群b類の戊鉢形土器が検IIIされたが,墓に伴う

とは断言できない。 （田中哲郎・石1 ' |期）

注1 美々4遺跡X-214など， 周堤墓にも類似した構造をもつ例か~ある。

（(財)北海道埋蔵文化財センター 「美沢11 1流域の遺跡群』Ⅶ昭fⅡ58年度 162頁）

表12 第4群土壌墓一覧

岨

平面形
確認醐

Wil1I形 1 ．20×（) .78

〃 1 ．05×(() ,80）

〃 1 ~88×(125)

ほほ円形 0．70×0．65

椿円形0~95×() ~70

〃 0~64×－

平面形
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玉: 3fWw鼠位(残存状態可1 ~20× （〕 ､60 0．90N-54.-W

1 ．05×(().75) 080N 54｡-W P-153を切る

125×肌95 108N51｡-W""様玉； ‘淫驚躯轆蝿I冒鳴
0．58×054 0.67 P-167と軍腹

().9(〕× （) .55 （) .76N 22°一W 北西頭位（臼歯数本）

0．66× 0.44(N 26｡-W) P-163に切られる
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Ⅱ美々4遺跡の調査

満称

規 樅 (n' )

硴認 Im K m'
浜llii擬巾lll ﾉﾌ|;'」 地上施設 f,(ll"1ff｣

IE: ,

位 脳 ¥lii )H
’ 堆犬縦

N 71．－Ⅵ情' 1形11(） × （) .77
j、 甸声

U、（〕( ） 9( ） × （） ．bU》－1師
戸 行。､ ~川F

1‘1 ，，> ま:〕

I 百 ・ 1
LE- p ↓1 ． (}4N 24． 帆1 ． 1(） × () .67 () ~80×（) ~56

1 ~ ()6× （) .83 （) ~73× （) ~56

1， 1Pql

l-′－1 )b
戸 rb勺 FF

I1l D‘)一a、
~

N 75． M77P l39

惨

P l61に切られを

P－l60を切り、P
l62に切らオLる

P 161を切る

N 53 帆 |;_ ： ］( ) 7(） × （) .58 （) ．771 ． ()6×（ () .70）! 》 161 〃

~

N－47．－Ⅵ |L ： 185×（) .65 0．78１

２

１

６

~

Ｐ

Ｐ

1 ． ()4×（ () .80）〃

N 51． Ⅵl ~ ()5×（() .75） () .78() ~8(） × （) ~65

1 ． 15×－

~

淡口から深鉢（IV群b
蛾） l P－l56をUJる

玉： 1ほぼ円形 1 ． 10×P－l柵 Fl 63 45 吋
一
岬 N 4｡ W楕円)’ () .74×（) .55() ~92×0．75P 16,1

P 154と重櫻) .5(） N 3． W() .88× （ ) ．51）P l67 F，一Rq 貝貝11 、ノリゾリ
() 9( ） × （) ．65

N59° Ⅶ() ~75× () . ､67() ~85× () .67

() ~74×0~55

( ）目1 6345．55P l68

N 44． m0 75× （) ．50
』､ Hー『ー

U、 ：）:〕Fl 63 54P－lI}(；

目： ］N－5()“－m() .60×0．43 （) ~43P l98 () ．75 (） ．6(）

北Iﾉ叩典位打繊臥j出葬
介非？P 狐' E85(i:655-56 N 56｡ Ⅵ ｢言 ． 貝

iL－ 0 』1 ． 1(） ×（).84 0．901 ．27× （) .96

’ N 25．－瓜() ~8(） × （) .47 0．63× （) ．38p一ｿ1』 I
』 ご』 二 Fl－63 56 （ }

表13 小ピット一覧

燕了「 最大深(m)名称
ノーL

hL 置最大深(m)

0．33

ノ L 『亨椰

1皿 直名称位 置 最大深(m椚称

’ 0．21Fl-63 451910 F] 63-550.31Fl 63-541

’ 0．2520 Fl 63-55八 1反
1ノ ． LJ0．21 11‘） Fl 63-45･55ム

〃

0． 19F1 63 45咽
一
岬

、l

乙1Fl 63-650． 15 皿
一
喝

FI 63-45q）

｜
帷ワワ

' ／() ．34
｢』戸 jヘハ 「一F

rl－Dj OD
1 J４

0． 18
、勺

乙、0． 16 〃
0．25 14 〃F1

唖
一
睡

24FI 63 56 0．3315 ″

Ⅳ

n則り
kノ ロリ畠b

″

ｆ

一

〃
、『一

乙0０

７

２

１

０

０ 017

16岬
一
幅

″

‐

’

″ 〃

~

0． 12Fl 63 4426
1房

l／3 〃

Fl 63 55 0~28
ワワ
白~イFl-63 46 0．320．56 18F1-63 45Q

Ｉ P-151

本群の最西端に位置し，やや大mii!の土猫墓である。 また， その平面形は， 本群中で最も長い

楕円形である。樅|釿面形は，峨底からの立ち上が'ﾉ部でわずかに袋状を呈し擴口に向かって緩

やかにひらく 。賠底には，長刺|上南端に径25(､n} ・深さ10(･nlほと＄の小ピットがあl),P-153と同

様なものであった可能性がある。 しかし， セクション等で確認す-ることはできなかった。

遺体は，頭部から脊椎までの部分がベース|､状で検出された。 また， 副葬品として，曠底北

東部から3点の玉が出土した｡ うち1点は，穿ｲL途中のものであり，今回の調査のなかで唯一

の例である。

位置F1-63 65 平面形情円形

規椣 1 .20×078/120×0.60/090 長MIII方li,l N 54o－W
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11 美々4巡跡のi淵査

埋葬体位北西頭位

副葬向''1 玉： 3． 1 2.76×l .42×l .64 10.5 2 2.44×l .45×0.80 4.6

3 2．39×1 .40×1 .22 7.5

覆土 I 黒褐色(EnL+II¥) II II"!(褐色(E''L>d2)

Ⅲ黒褐色(E''L+II黒>d2) Ⅳ黄褐色(E''P>E' }L)

V 黒色( II)!I､4>d2) Ⅵ Ⅱi'f茶褐色( II,IM+(12)

P-152

この土城慕は、 P 153の西端を切って描築されている｡唯中位にやや膨みをもつ形態である‘

覆土には, P-153と|画lじく黒色土の汎l)か~少ない。

位置F1-63-55 z,Izmi形梢円形

規模 l.05×(0.8)/1.05×(0.75)/0.80 長軸方li'j N-54o－W

覆土 I 褐色(EnL>黒色土+d2) II 黒色（黒色土>d2)

ⅡI 暗褐色(EI1L>黒色土+(12) Ⅳ暗褐色(EnL>d2>黒色士）

V 暗褐色(EnL+黒色土+(12) Ⅵ蛍褐色(EnL>EnP)

Ⅶ暗黄褐色(EnL+黒色士）

P-153

この土擴墓は， 本群の中で長|llll長・深さともに駮大脱棋のものて･ある。嬢内の長I岫両端から

は,枇穴様の小ピットが検出され,覆土充填前に墓標として水柱が立てられていた可能桃か強い。

この2個の小ピッ |､にはさまれたかたちで，北西蝋位の右横臥hII葬の人'片が検出された．特に

頭部の残存状態は良好であ') ， その前額部にのって玉1点か出土した。

位置Fl-63-55 平而形梢円形

規棋 1.88×(1.25)/1.25×095/1.08 長i紬方向 N-51o－W

埋葬体位北西頌位右横臥屈葬

副葬品玉: 1｡ 1 2.00×1 .40×() .95 3.9

覆土土層図1 1 黒色( II黒>d2) II 褐色(EnL>II黒+d2)

1I1 黄色(EnL) Ⅳ暗褐色(EnL+Ⅱ黒+d2)

V黄色(EnL+EnP) Ⅵ黄褐色(E''L>EnP)

Ⅶ黒褐色(II黒+EnL) Ⅷ黄褐色(EnP)

m ll昔黄褐色(EnL>II黒) X 黄褐色(EnP>II黒）

覆土土層図2･3 1 暗黒褐色(II黒>E,1L)

1I1 暗黄灰色(EnL>Ⅱ黒>d2) II 淡褐色(EnL+EnP>II黒）

V 暗黄色(EnL+EIIP) Ⅳ暗黄色(EnL+EnP:粒径大）

Ⅶ黒色( II黒>EnL) Ⅵ暗黄灰色(EnL>EnP)

地上施設柱穴様ピット ： 2 （嘘内）

己
昌
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ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
１
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11 美々4世跡の洲査
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II 美々4遺跡の調卉

P－154

この土｣峻蕊はP 167とともに、 P-160～162 ･ 196 ． 198の間を埋めるようなかたちで位置

する。平面形は， ほぼ､円形であり， 他のものに比べて特異である。 また、P 167と切l)合い関

係をもつが，新旧関係は不|ﾘlである。

位置F1-63 55 ｣|上面形ほほ､ |リ形

規棋 〔) ~70×() .65／0.58×0.54／0．67

種土 I 黄褐色(EnL+II">d2) 11 黄色(EnL>d2)

Ⅲ明黒褐色( II黒+E''L) Ⅳ賠亦褐色( II黒+d2>EnL)

V 黒褐色(11黒+d2>EnL) Ⅵ褐色( II'ilA>E!1L)

P-167

Ta-dl屑中で微量の(11 ， d2を含むEn tlロームの輪郭か確認された。塒底はEn-aローム

層中に作られている。壁は， ほほ垂直である。 P 154と重複する。

位置Fl-63 55 平而形楕円形

ルl棋0.9()×()65／088×()50／050 長杣･"liII N 3。－W

覆土 I 暗灰黄色(EnL>dl>d2) II 淡灰褐色(EnL+[11 )

IⅡ 灰黄色(EnL>d2) Ⅳ黒色(11,¥､(>(12)

P-155

本群の東端に位置する。やや縦長の楕円形プランをもつが， 形態・胤樅ともに平均的なもの

である。横断面形は， 西壁の中位か外側にやや膨らみ，段をもっている。

唯底北側で頚骨を確認したが，遺体の残存状態か悪く臼歯を数本取')上げたにとと’まる。遺

物の出土はない。

位置Fl 63-45 平面形楕円形

規棋0.95×0.70／() ~9()×0．55／0．76 長1岫方|可 N 22。－W

埋葬体位北西頭位

覆土 I 暗黄褐色(EnL>11黒+d2) II 黒褐色(II#((>EnL)

IⅡ 赤褐色((12>II黒） Ⅳ黄褐色(EnL)

V 明黒褐色(II黒>EnL) VI 暗赤褐色(d2+II黒）

Ⅶ黒色(II黒>d2) Ⅷ黒色(11黒）

P-157

北東部に密集する5個の土猫墓のうちのひとつで,P-168と接して存在する。新旧関係はわ

からない。形態・規模ともに平均的なものである，長軸方|ﾊIはIⅡグループ・に属する。 また， 長

'illl線上の曠外には小ピット (2 ･ 3)が検出され，何らかの施設の存在か考えられる。

脳底から玉1点が出土した。

位置FI 63-45 平面形楕円形

規棋 l.10×0.77/0.90×0.60/0.75 長輔ﾉﾌ. li'] N 71．－W

」
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Ⅱ美々4遺跡の調査
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II 芙々4世跡の洲査

副葬!hl! 玉: 1｡ 1 1 .25×1.23×().90 1 .9

種土 I 明黒褐色(II黒+EnL) Ⅱ 黒褐色( II;9]>d2)

Ⅲ ｜]月黄褐色(EnL>d2) N I｣月蝋褐色( I1#.(>E11L+d2)

V II首黄褐色(Enl｣>I1黒+(12) VI H鋤褐色(II黒+d2>EnL)

Ⅷ蝶褐色( 11,V.!;>EnL)

地｜施設小ヒシ |、 ： 2． 小ピット 2 規棋0.50×() .40／0.40×025/021

ノ1,ビット3 規棋 （) .34×0.26／0-20×0.16/().15

種土 1 "' ､IA色( II">[l1 ) II 灰褐色( II黒>d2)

IⅡ 赤褐色(d2>11黒）

P-158

この土城墓は， 東部に点在するもののうちの1個である。本群中で、 平mi規棋か平均的なも

ののうち，鎧大深が1mを超える唯一の例である。断面形は， 両壁中位が内側に〈びれ下膨れ

の形態を有する。長軸方li'jは, 11グループに属する。 このグループに属する31IIilのうち,玉( 1

点）の出土をみたのは， この土曠墓のみである。玉は, 「ノ」の字形を呈し， 片側穿孔のものて
~圭 ~ブ

の勾・

位置Fl 63-55 平面形楠円形

規棋 l ~ l×0.67／0~80×0.56／1 ~04 長軸方向 N-24o W

h{|)葬品玉: 1｡ 1 2.86×l .60×l .22 9. 1

捜土 I 黒色(II黒>EnP) II 黄褐色(EnL)

IIl 明黒褐色(EnL>II黒） Ⅳ暗黄褐色(EnL>II黒）

V 黒色（Ⅱ黒) VI I]月黒褐色(EnL+II黒）

Ⅶ黒褐色(II黒>d2)

P-159

P 163･ 168に近接して存在する。形態．規棋とも平均的なものであるが，曠口のう、ランは

'二[l形に近い。

位置F｣－63 55 平面形楕円形

規棋 1.06×083/0.73×()56/0.77 長軸方向 N 75o－W

覆土 I 黒褐色( II黒>dl>EnL) II 灰黄色(EnL>d2)

ⅡI 略黒褐色(II黒>EnL) Ⅳ暗灰黄色(EnL>Ⅱ黒）

V 灰黄色(EnL)

P-160 ． 161 ･ 162

北東南西方向に重複する土壌墓である。その新|日関係は, P160→161→162の順で,北東側

から順次構築されている。確認された掘l)込み面(Ta-dl上面）や,規棋・形態が非常に似か

よっていることなどから， この3佃の土砿墓に大きな時間差はないと考えられる。

P 160 ･ 161で各1点の玉が出土した。 3佃とも遺体は検出されていない、

~
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II 美々4遺跡の調査
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II 美々4遺跡の調査

(P-160)

位置F｣－63－55 平面形楕円形

規棋 1 .06×(0.7)/07×058/077 長軸方向 N-53o W

副葬品玉: 1． 1 1 .30×1.10×0.60 1 .5

覆土 I 灰黄褐色(EnL>II黒>d2) II 黄灰色(EnL>d2)

Ⅲ黄色(EnL+EnP) Ⅳ暗黒褐色(II黒>d2>EnL)

v黒色(II黒）

(P-161)

位置FI-63-55 平面形楕円形

規模 1.04×(0.8)/085×0.65/078 長軸方Ii,I N-47.-W

副葬品玉: 1｡ 1 1.42×l.42×1 .20 3.5

覆土 I 黄灰色(EnL>d2) II 黒褐色(II黒>EnL+d2)

1I1 赤褐色(EnL+d2>II黒）

(P-162)

位置Fl-63-55 平面形楕円形

規模 1 ~05×(0~75)／0.80×0.65／0~78 長軸方向 N 51o－W

覆土 I 灰蛍褐色(EnL>II黒) II 灰黄褐色(EnL>d2)

1I1 黄色(EnL+EnP) Ⅳ灰黄褐色(EnL>II黒十d2)

V 黒色(II黒）

P-163

Ta-dl層上面で微量のⅡ黒を含むE11 aの輪郭が確認された。プランは， ほぼ円形である。

擴底はEn-aローム層下位に作られる。断面は袋状を呈する。擴口から一部覆土I層に食い込

んだ状態で浅鉢形土器が， また曠底のほぼ中央から玉が1点それぞれ出土した。

P 156を切り，南東部で小ピット9とわずかに重複する。

位置FI-63 45 平面形ほぼ円形

規棋 1.10/115/0.80

副葬品玉: 1． 1 1_45×l.45×0.73 1 .7

覆土 I 暗灰黄色(EnL>II黒>EnP) Ⅱ暗灰黄色(EnL>II黒>EnP+d2)

Ⅲ暗灰黄色(EnL>11黒>d2) Ⅳ灰黄色(EnL)

V淡灰黄褐色(EnL>II黒） Ⅵ灰茶色(EnL>II黒）

Ⅶ黒灰色(II黒>EnL+d2) Ⅷ暗灰黄色(EnL)

Ⅸ暗灰黄色(EnL>d2>II黒) X 灰黄色(EnL>(:12)

Ⅲ黒褐色(111黒>II黒+d2) Ⅲ灰黄褐色(EnL>d2)

畑灰黄色(EnL)

遺物覆土土器Ⅳb : 23． 図76-27
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Ⅱ美々4遺跡の調査

地上施設小ビット : 1． 規模040/025×020/056

覆土 I 灰褐色(EnL>II">d]+d2) 11黒色( II黒）

IⅡ灰褐色(EnL>Ⅱ黒>d'+d2) Ⅳ暗灰黄色(E,'L>II黒+111黒+dl+d2)

P-156

北東部をP-163に切られる。立ち上がりは緩くカーブ．し，嘘底面は凹面を呈する。

位置F1 63-45･55 平面形楕円形

規模0~64× ／0~66×－／() ~44 長軸方向 (N 26｡－W)

P-164

長'岫か~， ほぼ真北を向くⅣグループに属する。南壁で，階段状の掘り込みが確認された。北

IMIIで検出された小ピット19はTa-d2層|面で確認されたもので，墓職長岫上に位置する。

位置Fl 63-45 平面形楕円形

規樅0.92×0~75／0~74×() ~55／0~68 長軸方|f'j N-4o－W

覆土 I 灰黄褐色(E,1L>d｣+d2>II黒) 11 黒色( II黒>dl+d2)

Ⅲ蛍灰色(EnL) Ⅳ灰萸褐色(EIIL>d2>II黒十1I1黒）

V 暗蛍灰色(EnL>Ⅲ黒）

地上施設小ピット : 1． 規模0.24/006/0.21

P-168

東部でP-157とわずかに重複し，西部では，小ピット9と近接する。壁は， ほぼ垂直で，曠

底中央部から玉が1点出土した。

位置F1-63-45･55 平面形楕円形

規模0.85×() .67／() ~75×0~67／0~73 長軸方lhI N 59o W

Hl1葬!W! 玉: 1｡ 1 3.2()×l.30×1.9() 14. 1

覆土 I 暗黄灰褐色(EnL>II黒>d2) II 灰褐色(EnL>11黒十Ⅲ黒>d2)

1I1 灰黄色(EnL)

P-196

Ta-d｣層上面から棚I)込まれ，塘底はEn-aローム層中に作られている｡壁は壌中でオーバ

ーハンク．し，曠口に向かって開く。小ビット 1を切る。

位置FI-63 54 平面形楕円形

規模074×0.55／() ~75×0.50／055 長軸方向N-44o－W

覆土 I 暗黄灰色(EnL>11黒) II 黒色(II黒>d] )

Ⅲ黒灰色(II黒>E11L>d!+(12) Ⅳ黒色(II黒>EnL)

V 灰褐色(EnL>d!+(12>II") Ⅵ赤褐色(d2>II黒）

Ⅶ赤褐色(d2>II黒） Ⅷ黒色（Ⅱ黒>d'+d2)

Ⅸ暗灰黄色(EnL>II黒>[12) X 灰褐色（Ⅲ黒>d]+d2>EnL)

Ⅲ淡黒色(1I黒+dl>EnL)
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Ⅱ美々4遺跡の調査

地l施設小ビット : 1 ． 規模0.28/0.14×010/0.31

規模0~8×() ~8×0.31

覆土 I 黒色( II黒>[1 ,>d2) II 黒色(II黒>d,)

P－198

本群の中て最も北に位置する。 ′l､a-(12層｣面でEn aを含むTa－dlの輪郭が確認された。

城底はEn aローム層中に作られ，北側にやや傾斜する。長軸方向の堀底北隅から玉が1点出

土した。小ピッ |、 lは， 本土擴の長軸延長上に位置する。

位置Fl-63-54 平面形楕円形

規模0.75×0.6／0~6×0.43／0．43 長岫方向N-50o－W

副葬品玉: 1｡ 1 1 .85×1.05×0.35 1.2

覆土 I 暗灰褐色(d!>EnL>II黒) II 黒色( II黒>d2)

Ⅲ黒色(11黒>d, ) Ⅳ暗灰黄色(EnL>Ⅲ黒>d2)

V 暗灰黄色(EnL>111黒） Ⅵ黒色(11黒>dl>d2)

P－200

Ta-dl層上面から掘り込まれている。壊底はEn－aパミス層を約7cI11掘I) ﾄけ作られてい

る。

壁は擴中でオーバーハングし，塘口に向かって開く 。遺体の残存状態は悪く ，体位は下肢を

強く折りIII1げた右横臥屈葬である。歯列が2箇所で認められ，合葬の可能性もある。玉は撒き

散らしたように， 後頭部から腕にかけて4点，折り IIHげた下肢の間から1点出土した。
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図56 P-196 ． 198と遺物
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11 美々4遺跡の調査

位置F,-63-55･56．65･ 66

規模 1 ‘27×() ~96／1 ~ 10×0‘84／0~90

埋葬体位北西頭位右横臥屈葬

副葬品玉： 5． 1 2．95×l .68×0.96 5.5

3 1．44×1 ．36×1 ．32 3．9

5 1 .50×1.40×1 .00 3.4

覆土 I 黄灰色(EnL)

1I1 赤褐色(d2)

V 暗黒褐色(II黒>111黒+EnL>d2)

平面形楕円形

長軸方向N-56.-Ⅵ

2 1 .22×1.20×1 .33 3. ()

4 3．30×2．80×1.30 17.3

II 暗灰黄色(EnL>Ⅱ黒>EnP)

Ⅳ暗黒灰色(EnL+II黒>d2)

Ⅵ黒色(II黒>d2>EnL)
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II 美々4遺跡の調査

Ⅶ暗黒褐色(II黒＞ⅡI黒+EnL>d2)Ⅷ明黄色(EnL)

Ⅸ暗灰黄色(EnP+EnL>II黒) X 黄褐色(EnP+EnL>II黒）

P-214

本群の中て最も南に位置する。Ta-[12層上面で暗黒褐色の楕円形プランが確認された｡曠底

はTa-d2層の最下位に作られている。土壌長!岫上の南側に小ピッ l､が存在する。

位置FI－63-56 平面形楕円形

規模0~8×0.47／() .63×0.38／0．15 長軸方向N-25。一W

覆土 I 暗赤褐色(II黒>d2)

地上施設小ピット ： 1． 規模 （).20／0.10／0．17

第5群

本群は台地の緑から25mほど隔った標高23m前後(II黒層上面）の平坦部にあり， ほぼ南北

に連なる第2～4， 6群の東側に10mほどの空隙をもって隣接し，北側に位置する第1群とは

20mほど蝋れている。 また，本群の東側にはほほ南北に浅い沢が刻まれている。

本群は，重機による確認調査の際のトレンチで礫が検出されたことにより， 第6群とともに

当初からその存在が予想されていたものである。 さらに, Ta-c層除去後にも礫が検出され，

Fl-63-12区をほぼ中心とした直径10mはと，のわずかにくぼんだ地形であることから，当初は

周堤墓の可能性も考えられた。しかし,竪穴の掘')込みも周堤も認められず,各墓擴の掘り込み面が

Ⅱ黒層上面下5cInほどで､あること，墓擴上部の覆土中からⅣ群b類の土器片が多量に検出され

た例などから，他の土嘘墓群同様，繩文時代後期中葉に作られた土堀墓群と判断された。

北西一南東方向に細長い20×10mほどの範囲内から27個の土瀝墓が検出された。 これは第2

～4 ． 6群が10×10m前後の狭い空間を利用し，効率的に墓擴を設けているのに比べ，墓擴の

密集度も低くまとまりのない感じを受ける。

窪地内には18個があl) ．北東一南西方向に3個で､それぞれ列をなすP－172･179･176,P-

178･ 182･ 173とその周囲にある5個が一群をなし， さらにこれらを取り囲むように8個の墓

擴が西から南にかけて弧状に配置されている。窪地外には北西側に7個，南東および南西側に

それぞれ1個ある。

各土壌墓の平面形は，長1幅比が0~6～0．7の楕円形のものが大半であるが，比較的幅広の楕円

形のもの(P 172 ･ 179) Jf, l旧の狭い楕円形のもの(P-195) もある。

長軸方向は, N-15.-WからN-106o Wまでの91.内にある。 このうち, 22個がN 15．一

WからN-64° Wの範囲内に収紋する。

規模は，確認面で1 ．3×1.0m以上のものか~8個, 1．2×0.8m前後のものが8個, 1.0×0.8m

以下が11個ある。深さは, 0.8m前後のものが多< , 0.5～0.3mと非常に浅いもの(P-188･

191 ･ 203･205 ･ 212) もある。本群中で最大のものは，平面の規模ではl.55×LO5m (P

194)，深さでは1.03m (P-195)である。最小のものは0~8×0.55m,深さ0.3m (P-122)
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II 美々4世跡の調査

である。 このように， 本群では規模や形状にかな')の

出された墓嘘のあいだに相違はみられない。

墓擴は， いずれもEn aローム層まで掘り込

まれている。壁は， ほぼ垂直に立ち上がるもの

と一部オーバーハングするものがあり，墓轆_l二

部はいずれもいくぶん外反する。覆土は,En

aロームを主とした黄褐色ないしは暗褐色を呈

する土が脳口部を充填するものがほとんどであ w

る。 これは他の土嘘墓群にもみられるもので，

埋め戻しの際に意識的に行われたものと考えて

さしつかえないだろう。

嘘底部にベンガラが認められたものはない。

遺体の検出も4個(P-146･179･180･194)

で， このうち埋葬体位の判明したものはl例の

')の

亀， －vノ ノゆルモ非14巣1lLvﾉ干'｣Hﾉ｣し/こも(ﾉﾉ(~1 1ﾀﾘの

変異が認められる力 窪地の内外から検

N

Ｂ
鏑
。
ｂ廼凸

４
７

７１
．⑬

’

図58 長軸方向

みである。 P-194では，南西側の壁際から北西頚位の横臥屈葬の人骨が検出され，北東側の壁

付近にも腐蝕が著しく進行した遺体の一部と思われるものがあったことから，合葬の可能性が

大きい。頭位のわかる墓城は， いずれも北西～西北西である。

副葬品を伴うものは9ｲIIM (P 173 ･176 ･178 ･ 179 ･ 180 ･ 190 ･ 194 ｡ 205 ･ 216)で， このう

ち8個は窪地内にある。 P-178は理土中に土器を伴う。他は玉および石雛に限られ，すべて城

底から出土したものて､ある。石倣が副葬されたものは211hI (P-180 ･ 194)で,このうちP 180

では， 33個の玉とともに南半部から散乱した状態で検出された。

墓擴の上部に何らかの施設をもつものは9個あり， いずれも窪地内に作られたものである。

礫を伴うものは6個(P-172 ･ 178．179･ 18() ･ 188･ 189)で､墓臘の長軸上に2個を|配したも

の，長軸上の一端と短軸上の一端に配したもの,長軸の一端にのみ配したものがある。P-188

には礫の下部に柱穴様のピットを伴う。このほかに柱大様のビットを伴うものは3佃(P-173.

182 ･ 190)あり, P-173では覆土中に設けられている。

窪地の内外から検出された墓塘には，規模・形状等には差が認められず，墓臘間の新|H関係

もとらえられなかった。 しかし， 副葬品や地上施設かと考えられるものを伴うものか~， ほぼ窪

地内に限られることから， いくつかに細分される可能性がある。ひとつには，北西側にある7

個が，窪地内にあるものとは別の群を構成する可能性も考えられる。 また，南西および南東端

に位置するP-212 ･216は，本群に属さない単独の土壌墓として存在するものかもしれない。

墓域確定のための何らかの作業によって形成されたと考えられる窪地内の墓蛎に限ってみれば，

礫を伴う例が多く ，墓擴か弧状に配置されていることから， 6群に非常に近いものと思われる。

（野中一宏）
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II 美々4遺跡の調査

表14第5群土曠一覧
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II 美々4遺跡の調査

P-146

本群の北西に位置する。擴底はEn-aローム層に達している。壁はほほ垂直に立ち上がる。

北西壁際から頭蓋の一部と歯が検出されたが，腐蝕が著しく進行している。曠中からの出土遺

物はない。

位置FI-60 20 平面形楕円形

規模~1.20×090/1.00×0.60/0.85 長軸方向 N-64｡ W

埋葬体位北西頭位

覆土 I 黒色(11黒>d2) II 黄色(EnL>EnP)

Ⅲ灰褐色(EnL+Ⅱ黒>EnP) Ⅳ茶褐色(EnL+II黒+d2>EnP)

V 黒褐色(II黒>d2>EnP) Ⅵ黒色(II黒>d2)

P-147

本群の北西に位置する。塘底面はⅢ黒層にあり，小型で浅い土擴である。壁は南東側がオー

バーハンクゞしているほかはほほ垂直に立ち上がる。遺体は検出されず，塘中からの出土遺物も

ない。

位置Fl-63 20 平面形楕円形

規模 （).80×0~60／0~65×0.50/0.45 長軸方lfi｣ N-34o－W

覆土 I 茶褐色(d2+II黒+d,) Ⅱ赤褐色(d2>Ⅱ黒）

1I1 黒色(II黒>d2)

P－172

本群のほぼ中央に位置する。重機による確認調査の際のトレンチに北半部がかかっており，

壁上部は消失している。本群中では大型の類に属する。擴底面はEn-aローム層に達している。

壁はほほ垂直に立ち上がり, Ta-d2層から上部がわずかに開く 。遺体は検出されなかった。墓

擴上部には，砂岩の石皿が2個検出された。長軸の延長上に配されており，地上施設かと思わ

れる。北西側にあるものは，確認調査の際の重機によるトレンチ掘削時に動かされてお') ，正

確な位置は不明である。 また， 南東側の礫の下部にも柱穴様のピッ |､はない。

覆土上のII黒層中にはⅣ群b類の土器片が散在していたが，擴中からの出土遺物はない。土

器片は2個体分の破片で，本土擴とは関係ないものと思われる。

位置F1-63-02･ 12 平面形楕円形

規模1.50×1.25/125×0.95/0．85 長軸方向N 43o－W

覆土 I 黄褐色(EnL) II 暗褐色(E,'L+II黒>d2)

111 黄褐色(EnL>d2) Ⅳ黒色(II黒+d1>d2+EnL)

V 暗褐色(d2+EnL>II黒+d1) Ⅵ暗黄褐色(d2+EnL+11黒）

Ⅶ黒褐色(II黒+dl>EnL+d2) Ⅷ暗黄褐色(d2+EnL>II黒）

Ⅸ暗黄褐色 (d2+EnL+II黒) X 黒褐色(II黒+dl>d2)

Ⅲ黄褐色(EnL>d2)
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II 美々4遺跡の調査
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II 美々4遺跡の調査

地上施設礫： 2．図77-30 M 55.5×16.5×11 .0 16.6kg Sa.

31 M 43.0×16.5×11 .0 14.4kg Sa.

遺物覆土上部土器Ⅳb : 71．図77-28 ． 29 1Vb･いずれも深鉢の破片である。
P-173

本群の南端付近に位置する。峻底はEn-aローム層に達している。壁は北壁がわずかにオー

バーハングしているほかは， ほぼ垂直に立ち上がl) , Ta d2層から上部で外反する。南壁付近

の覆土上部で, 1 ． 11層を切る直径50(･nl,深さ25(･'nの円形と思われる小ピットの半分を検出した。

遺体は検出されなかったが，北壁付近で2個の玉が出土した。 また，墓曠上部のII黒層中から

は， Ⅳ群b類の土器片，滑車形叫飾の破片が出土したが，本墓城に伴うものではないと思われ

る。

位置F1-63 12･ 13 平面形楕円形

規模 1.15×0.85/1.05×0.55/0.80 長軸方向N 30o－W

副葬品玉: 2｡ 1 1.17×1.16×0.55 1 _3 2 1 . 15×0.94×0.63 1_2

覆土 I 褐色(dl>EnL+II黒+d2) Ⅱ黒色(II>dl+EnL粒）

Ⅲ黄褐色(EnL>d2) Ⅳ黒褐色(II黒>EnL)

V 暗褐色(II黒+EnL>d2) Ⅵ暗褐色(d2+EnL)

Ⅶ黒褐色(EnL+d2+II黒） Ⅷ暗黄褐色(EnL>d2)

地上施設柱穴様ピット ： 1平面形円形 規模 （0~5)／(0．3)／() ~25

覆土 1 黒色(11黒>dl>d2+EnL粒）

2 暗褐色(II黒+dl+(12>EnL粒）

遺物覆土上部土器Ⅳb : 43．耳飾: 1。図77-32 滑車形耳飾, 33～35 1Vb｡ 33～35は

同一個体の深鉢の破片で， 口縁と頚部に刻み列か施されている。 llli1部には平行沈線を縦に区切

るS字状の沈線が施されている。地文はLR斜行繩文である。

P-174

本群の東端に位置する。塘底はEn aローム層に達する。壁はほぼ垂直に立ち上がl) ,上部

でわずかに開く 。遺体は検出されず，擴中からの出土遺物もない。

位置Fl 63-02 平面形楕円形

規模0~95×0~80／0.70×().45／0~70 長軸方向N-27o－W

覆土 I 黒色(II黒>dl+EnL粒) II 黒褐色((11>II黒+d2+Ⅲ黒）

1I1 暗黄褐色(EnL+II黒） Ⅳ暗褐色(d2+111黒>EnL)

V暗褐色(d>II黒）

P－175

本群の南端に位置する。平面形はほほ､東西に長軸をもつ楕円形で，擴底はEn-aローム層に

達する。壁はほほ垂直に立ち上がる。遺体は検出されなかった。 また擴中からの出土遺物もな

い‘_、
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II 美々4遺跡の調査

P－T73

§」2aI4 ○
“

m

N

Q

’
一
仁
山

眺

白

碓
自も

=

23 12

|似
Q_一

23． 17

.'ル J

－⑨

目
←

2ユ200

5 に．

噂

。

Ｂ

Ｗ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

２
３２

23．220

2ｺ170

－

２

⑨

⑪
１

織

心

A _－－司~~

｜

’No． I
21 ．952

｡
⑧22315
N0．2

津.74 一
垂.73

｜

’

~

22．96

I
~~

~~ S＝1 ： 4 22．99

P－175P－174

○
Ｎ
．
ｍ
Ｎ
ロ 画’ I

３２

１
１
１
１。

dI 23.04 ／

3．03

且一一一

23．1 1
且－

23． 1

23．03

I
05

~｡
Q／ 23. ’ 1

｡’
DJ

口

b23．20 b23.20ｑ
’

『

黒

Ｉ

九

Ⅱ

￥

く

I

Ⅶ

、 、X

図61 P-173 ･ 174． 175と遺物

113



1I 美々4遺跡の調盗

‐
位置F1-63-03･ 13 平I向illジ楠|]｣形

規模0.80×0~60／0.80×() ~55／0~80 長岫ﾌﾌli'l N-99o－W

覆土 I 黒色( II ,!IM>EnL粒>dl+d2) II 階褐色(EnL+Ⅲ黒）

IⅡ 略黄褐色(EnL>II黒） Ⅳ黄褐色(EnL)

V 略黄褐色(II黒十EnL+d2) Ⅵ黒褐色(II黒>E!1L+d2)

Ⅶ黒色 Ⅷ黄褐色

Ⅸ黒色 X 暗黄褐色

m黒色(I1">d,>EnL) 剛黒褐色(d2+(l'>II黒）
P-176

本群の中央部に北東南西方｢ｲﾘに並ぶ3個の土峨墓のうちのひとつで， 南西端に位置する。

平面形は比較的幅広の楕円形で，塘底はEn aローム層に達している。壁は, En-aローム層

中でオーバーハングし, d2層から上部が外反する2段織造である。遺体は検出されなかったが，

西壁付近(A)から5佃，北東壁付近(B)から1個．計6個の玉が出土した。西壁付近から

出土したものは，連なっていた可能性が強い。 また、覆土上部のII黒層からはⅣ群b類の土器

片が1点出土した。
ﾉ 】一口等才

Ⅸ.直Fl-63-12 平面形楕円形

規模 1 .30×l00/100×().70/0.80 長岫方向 N-55o－W

副葬品玉： 6． 1 1 ．30×1 .25×1.0() 2.7 2 1 .30×1.12×() .80 2.0

3 0．85×0．85×() .70 （) ．7 4 0．64×0．62×() .39 0．4

5 0．75×() ．75×0．50 0．52 6 0．70×0．70×0．44 0．4

悩土 I 榿褐色(d2+EnL) II 褐色(EnL>d2)

111 蛍褐色(E11L>d2) Ⅳ暗褐色( 111黒）

V榿褐色(d2+EnL) Ⅵ暗黄褐色(EnL>d2+dl+Ⅲ黒）

遺物覆土上土器Ⅳb : 1．図77-36 Wbo

P-177

篠地内の南東付近に位置ずる･擴底はE11-aローム層に達している。壁はほぼ垂直に立ち上

がり，雌底から20[･lnほどl部で開く 。遺体．副葬品は検出されなかったが， 覆土上のII黒層か

らⅣ群b妬の土器片か出土した。

位置Fl 63-02 平面形楕円形

規模 l.20×0.80×0.90×0.50/08() 長靴方向 N-48o－W

覆土 I 略黄褐色(E'1L+II黒) II 黒色(II黒>dl+d2+EnL粒）

Ⅲ略褐色(EnL+III黒+d2) Ⅳ黒褐色（Ⅱ黒+EnL+d2)

V 暗褐色(EnL+Ⅲ黒>d2) Ⅵ黄褐色(EnL>d2)

Ⅷ暗黄褐色(d2+EnL)

遺物覆土上部土器Ⅳb : 24．図77-37 ． 38 Wbn

」

’
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11 美々4遺跡の調査
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I1 美々4遺跡の調査

P-178

本群の中央部やや南來寄|)に位置する。 P-173 ． 182とで北東一南西方向に列をなすように

みえる。平面形はほほ北西一南東方|Alを長*illとする楕円形で，堀底はEn-aローム層に達して

いる。壁はほぼ莊直に立ち上がり，上部か開く 。遺体・副葬!W1は検出されなかったか，擴口南

東部から安山岩の礫か検出された。地上施設と思われる。 また， 覆土I～ⅡI層からはⅣ群b類

の土器片か多量に出土した。 3個体分の破片で，本土擴に伴うものと思われる。

位置'F｣－63-02 平面形楕円形

規棋 1.25×()90/0.90×0.65/08() 長軸方|イリ N 31。－W

榎土 I 灰黄褐色(EnL>Ⅱ黒) II 灰楕色(EnL>II黒+d2)

Ⅲ黄褐色(EnL>d2) Ⅳ灰褐色(I1黒+(12+EnL)

V黄褐色(EnL+11黒>d2) Ⅵ黄褐色(EnL)

Ⅶ灰榿色(EnL>II黒+d2) Ⅷ黒褐色(I1黒>EnL+d2)

地｣施設礫: 1｡ 37.5×13．5×7.0 5.6kg Sa.

遺物覆土土器Ⅳb 2462．図77-39～41 1Vb｡ 39 浅鉢8．2×258('n!%ほどを復元

した。胎土には2111 '11大の小砂礫を含む。焼成は比較的良いが，表面が剥落している部分がみら

れる。 4個の山形突起を有すると思われ， 口唇は丸味をおびる。 口縁と頚部に刻み列があ') ，

その間は無文である。頚部から底面にかけては弧線文が連続して施されている。内面の口縁下

にも横走沈線が一条認められる。

P-179

窪地のほぼ中央に位置する。 P-172 ･ 176とで北西一南東方向に列をなす。平面形は比較的

| |]附広の楕円形で、脳底はEn aローム層に達している。壁は南東壁がオーバーハングしている

ほかは，ほぼ垂直に立ち上がり，北西および南東壁上部が開く。墓塘上部では石皿か~，長杣の南

東側延長上30(･111ほどのところと南西側擴口から検出された。地上施設と考えられる。北側壁際

で頭蓋と頚椎の一部が検出され，頭蓋の近くからは3個の玉が出土した。 また墓擴上部のII黒

層からⅣ群b類の土器片が出土したが， 本土猫には伴わないものと思われる。

位置Fl-63 12 平面形楕円形

規模 1.35×l10/0.90×0.75/080 長軸方Iイリ N-41o W

埋葬体位北西頭位

吊l1葬品玉: 3｡ 1 1.34×1.26×0.90 2.5 2 1 .15×1.05×0.62 1 .3

3 0．83×0．76×0．43 0．4

種土 I 黒色(II黒） Ⅱ暗褐色(EnL+IⅡ黒>d2)

1I1 黒褐色（Ⅱ黒+EnL>d2) Ⅳ黄褐色(EnL>d2+EnL粒）

V 黒褐色(II"+(1 1>d2) Ⅵ黄褐色( 11黒+dl>d2)

Ⅷ黒色(II黒>d,>d2) Ⅷ暗黄褐色(11黒+EnL>d2)

Ⅸ暗褐色( II黒+dl+d2+EnL粒）

４
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I1 美々4世跡の調査
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Ⅱ 美々4世跡の調査

地上施設礫： 2．図78-44 49.0×17.5×12.0 18.0kg Sa.

44．8×15.3×10.0 11 .5kg Gni .

適物覆土上部土器Ⅳb : 21．図78-42･43 Wbo

P-180

水群の両端付近に位置する。 」雌底rliはEn aローム層に達しているが，張地|ﾉﾘの中央付近に

ある墓城と比鮫すると若干浅いものである。壁は北から西壁にかけてオーバーハングするほか

は， ほぼ垂直に立ち上がり, Ta-d2層から上部が開く形態でおる。墓脳_|二部では長ililllの脳ロ北

西側で大型の砂岩礫が検出された。地|施設と考えられる。 この礫の周囲からはⅣ群b類の土

器破片が出土したが， 本土猫に伴うものではないと思われる。北壁際で人骨の一部か検出され

たが．腐蝕が著しく進行しており，部位は不明である。 また， 中央部周辺から.韮33個，石鰄4

本が出土した。玉は硬玉製で，管玉様の形をした2点を除いてすべて小ﾉｷ'』の丸玉である。遺体

を検出した地点から20(･illほとゞ中央寄りのところと南東壁付近にまとまっている。石鍬は， 人骨

の付近に1点，南東壁近くに3点ある。

位置Fl 63-22 平面形楕円形

規棋 1 ~40×1.00/1.10×0.75/0.70 長軸方|可 N 38｡ W

副葬品石縦A7 : 4,玉: 33．

1 2．3×1.4×() .3 () .5 0bs. 2 1 ．9×1 ．3×0.30．4 0bs.

3 1 .8×l ~3×040.4 0bs. 4 (16)×1 ~2×0.4 (05) Obs.

5 1 .2()×1.14×0.90 1 .70 6 1 ． 10×1 ． 10×0.85 1 ．50

7 1 .20×1 .15×1 .04 2. 10 8 1 . 10×l.()8×0.88 1 .70

9 1 . 10×1.10×0.80 1 ..40 10 1 . 15×1 .15×0.80 1 .82

11 1 .00×l.00×0.55 1 .00 12 1 ． 13×1.08×0．90 1 ．80

13 1 .00×1.00×0､50 0.8() 14 1 . 1()×1 .()0×0.70 1 .00

15 0‘95×0．90×0．52 0.60 16 1 .00×1 ． ()()×0.60 1 .00

17 0．98×0．98×0.68 1 . ()0 18 1 ．00×0.95×0.7() 1 . 10

19 1 － 17×1.15×0.85 0.80 20 0.92×0．80×0.62 0.60

21 0．95×0．92×1 .25 1 ．60 22 0.92×0.84×1 .30 1 .70

23 0．90×0．85×() .65 0．6(） 24 0．95×0．95×0．54 0．80

25 0．9()×0．9()×0．50 0，70 26 0．92×0．91×() .57 ().80

27 0．92×0．90×0．57 0．70 28 0．85×0‘75×() .65 0．70

29 0．95×0．87×().60 0．90 30 0．90×0.90×() .53 0．70

31 0‘75×0．75×0．60 0．40 32 0．78×0．78×() .40 0．40

33 0．74×() .74×0‘40 0．40 34 （) .75×0．75×() .40 0．40

35 0．70×0－70×0．50 0．30 36 0．80×0．80×() .50 0．50

37 0．85×0．78×0．55 0．50

２
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11 美々4遺跡の調査
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II 美々4遺跡の調査

撹土 I 燈褐色(EI1L+(12) II II商機褐色(II ,LM+EnL>dl+(12)

Ⅲ黒褐色( II黒+d,>(12) Ⅳ黒色(II黒>(l '>d2)

V 蝿褐色(IIM+d] ) Ⅵ暗褐色(EnL+(12+II ,")

Ⅷ黒褐色(IIjiIA+(1 ] ) Ⅷ鼓褐色(EnL>EnL粒）

地|施設礫: l ･

遺物穫土上部土器Ⅳb : 53．図78-45 ･ 46 1Vbo 45は， 口縁部からll11部上半にかけて％

ほと‐を復元した深鉢である。 I I径は推定で31(･11]である。胎土には2川､前後の小砂礫と繊維状の

ものを含む。焼成は非常に良いが，器面がかなり剥落している。 口縁は平縁で．全体にLRの

斜行繩文か施されている。

P-182

本群のl I'央部やや|村寄りに位置し, P 173, 178とで北東南西ﾉﾌIhlに列をなしているよう

にみえる。峨底はEn－aロームに達している。蛙蛎には，展杣の南東鞭をわずかに切って深さ

10(,,,ほと~の柱大様のピッ |､がある。付属施設と考・えられる。 ビットの覆土はII黒層とTa d1･

d2粒が捉ざつた黒色土である。遺体は検出されなかった。 また，猫中からの出土遺物もない。

位置F1 63-02･ 12 平面形楕円形

規棋 1.5()×110/1.35×0.90/080 晨軸方liII N-43o－W

覆土 I 黄褐色(EnL>II,IM) II 黒褐色（Ⅱ黒>EI1L粒）

IⅡ 暗褐色(EnL粒+II黒>(11>d2) Ⅳ黒色(II黒+d, )

V黄褐色(EnL>d2) Ⅵ褐色((12+II黒+EnL)

Ⅶ黒褐色(II黒+(l'+d2) Ⅷ暗褐色(EnL+III黒）

Ⅸ暗黄褐色(E!'L>II黒+(12) X 黒色(II黒>dl+d2>EnL)

Ⅲ褐色(EnL>II黒+d2) Ⅲ暗褐色(E| lL+(12)

Ⅷ暗褐色(EnL>d2)

地上施設林穴様ピッ |、 : 1

規模 (()5)/(04)/()l 平面形円形？

P－188

本群の西端に位置する。曠底はEn-aロームの最上部にある浅い土｣脳で，南東壁近くの底面

がいくぶんくぼんでいる。壁は， ほぼ乖直に立ち上がり，上部がわずか.に開く。墓壌上部で砂

岩礫か検出された。長刺lの北西側延長上10(･II1ほと．のところにあI) , その下には直径20c川，深さ

30(･川ほと‘の円形の柱大様のピットか~あった。地上施設と思われる。 また．墓擴の東側周辺から

はⅣ群b類土器破片が出土したが， 本土猫とは関係ないものと思われる。

位置F｣－63－22 平面形楕円形

規棋 l .20×0.80/1.00×0.70/().40 長軸方li'l N-15o－W

覆土 I 茶褐色(II黒>d2) II 黒褐色(11黒>d2+EnL)

Ⅲ暗褐色(EnL>d2) Ⅳ黒色（Ⅱ黒>d2)

■
４
１
１
１
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11 美々4遺跡の調査
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11 美々4遺跡の調査

地上施設礫: 1,柱穴様ピッ |、 : 1．図78-51 M 36.5×16.0×8.5 7.6kg Sa.

柱穴様ピット 平面形円形 規模0.20／0．10×0.05／0~35

遺物覆土上土器Ⅳb : 44．図77-47～50 Wb・いずれも深鉢の破片。48～50には刻み列

力§みられる。

P-189

本群のほぼ中央部に位置する。擴底はEn-aローム層に達している。壁は他の墓擴に比べて

ゆるく立ち上がる。墓擴上部では砂岩礫が検出された。長軸の両端にあり，上部施設と思われ

る。いずれも石皿を転用している。遺体は検出されず，擴中からの出土遺物もない。

位置Fl-63-11 平面形楕円形

規模1 .40×1.00/10.5×0.70/0.85 長軸方向 N-106o－W

覆土 I 黄褐色(EnL>111黒+EnP>d2) II 黒褐色(II黒>EnL+d2)

Ⅲ暗褐色(EnL+Ⅱ黒>EnP+d2) Ⅳ暗褐色(11黒+EnL>dl>EnP)

V 黒色(II黒+dl>d2>EnL) Ⅵ榿褐色(d2>EnL)

Ⅶ黒褐色(II黒+dl>d2>EnL>EnP)Ⅷ暗褐色(II黒>EnL>d2+EnP)

Ⅸ暗黄褐色(EnL+II黒) X 暗褐色(II黒>d,>d2)

地上施設礫： 2．図79-52 44.‘O×14.0×12.0 9.8kg Sa.

53 40．5×19．5×10.5 10.0kg Sa.

遺物覆土上部土器Ⅳb : 1o

P-190

Ⅱ黒層を5cmほど掘り下げ､た面て､発見した土擴である。擴底はEn aローム層中にあり平坦

である。壁はオーバーハングしており土壌の|新面形は袋状を呈する。 しかしP-190の壁は風

化した感じでもろく ， とくに'ra-d2層と1I1黒層の壁面は自然に崩落するような状態て､あった。

あるいは掘りすぎの部分か~あるかもしれない。上面に露出していたEn-aロームすなわち覆土

I層は，上面から30cm位の深さまで土擴内に充填されていた。擴底西部から玉が2個並んで出

土した。長軸の西側には附帯ピットと思われる落ち込みがあった。

位置Fl-63-11 平面形楕円形

規模 1.10×0.75/1.15×0.80/0.65 長軸方向 N-92o－W

園|｣葬品玉: 2｡ 1 1.10×1.10×0.76 1.4 2 1 .06×1.06×0.78 1.2

覆土 I 明黄褐色(EnL) II 黒色(II黒>EnL)

IⅡ 暗黄褐色( 111黒>d2+EnL) Ⅳ黒色（Ⅱ黒>d2)

地上施設柱穴様ピット ： 1．

平面形楕円形 規模0~50×0.40／0.20×0. 15／0~30

覆土 I 黒色(II黒）

P-191

11黒層を5(m程掘り下げた面で発見した土壌である。本群の北端にあり，平面形は整った桔

’

I

1ワワ
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II 美々4遺跡の調査

円形を呈していた。擴底はEn aローム層をわずかに掘り込んでつくられやや湾曲している。

壁はほとんど垂直に立ち上る。Ta-d2層中の壁はやわらか< ,覆土にもその崩落がみられた。

遺物はない。

位置Fl-63-11 平面形楕円形

規模 1.00×065/0.85×0.45/0.50 長軸方向 N-78o－W

覆土 I 黒色(II黒) II 暗茶褐色(II黒>EnL+d2)

Ⅲ黒褐色(II黒>d2+EnL) Ⅳ黒色(II黒>d2)

V赤褐色(d2)

P-192

11黒層を5cnl程掘り下げた面で確認した土擴である。本群の北西側にありEn aローム層が

この面に広範に露出しており確認は容易であった。擴底は~ En aローム層を掘l)込んでつ〈

られ平坦である。掘り込みは0.9mに達し本群ではP 195に次いで深い。壁はほとんと’垂直に

立ち上がるが，嘘口部で若干外反する。遺物はない。

位置Fl-63 21 平面形楕円形

規模 1.40×l10/1 .40×060/0.9() 長軸方向N-40o－W

覆土 I 黄灰色(EnL>灰色+EnP) 11 灰色(EnL+黒色>d2)

Ⅲ黄色(EnL>黒色+d2) Ⅳ黄褐色（黒色>EnL+d2)

V 灰榿色(EnL>d2+EnP) Ⅵ灰褐色（黒色>EnL+d2)

Ⅶ灰色(EnL+黒色+d2) Ⅷ黄色(EnL>d2+EnP)

Ⅸ黒褐色（黒色>d2+EnL) X灰榿色(d2+EnL+黒色）

Ⅲ灰榿色(d2+EnL) Ⅲ黒色

P-193

11黒層を5cI11程掘り下げた面で確認した土脳である。本群の北西側にあるもののひとつで，

平面形は楕円形を呈する。擴底はEn-aローム層を掘l)込んでつくられ，わずかに湾曲してい

る。壁はしっかりしており，長軸の両側ではほとんど垂直に立ち上がる。短軸の両側の立ち上

がりはややゆるやかである。遺体や副葬品は検出されなかった。

位置Fl-63 21 平面形楕円形

規模1 ． 10×0~80／1 ~05×0~55／0．70 長軸方向N 34o－W

覆土 I 明黄褐色(d2+EnL) 11 黒褐色(II黒+EnL)

1I1 暗黄褐色( 111黒+EnL>d2) Ⅳ黒色(II黒>EnL)

V 明黄褐色(EnL)

P-194

11黒層を5cIn程掘り下げた面で確認した。本群中て最も大型のものである。擴底はEn-ap

ム層を掘り抜いてつ〈られ平坦である。壁は一部オーバーハングする部分がある他は， ほと

んど垂直に立ち上がる。擴底面からは人骨と石雛を6個検出した。人骨は土擴の長軸より西側
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II 美々4遺跡の調査
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[I 美々4世跡の調査

に比較的残存のよいものが一体，東側には残存の悪い糊状のものが一体あり，合葬のようで､あ

る。西側の人骨は， 各部の形状を識別できるものは少ないが，頌蓋下顎，大腿骨等の位置が

不自然で，散乱した感が強い。現状では北蝋位で， 刷葬と思われる。頭蓋はウレタン処理して

取りあげている。 爵l1葬されたと思われる石雛は，蛎底の北側，糊状の人骨のそばからまとまっ

て出土した。 6'III;(の石雛はいずれも先端を一方lnlにlhlけており，矢柄を束ねた状態をよくあら

わしている。矢ｲ11は腐朽したらしく発見することができなかった。石鰄はすべて鰄身の|1IIj側緑

がわずかに湾入し， 有茎である。 また土蛎上面にⅣ群b類の土器片が散征していた。

位置Fl-63-11 ･ 21 平面形楕円形

規模 1.55×1.05/135×()85/0.75 長軸方向 N-28o W

副葬品石雛A7 : 6｡ 1 3.8×1 ~6×0.3 1 .0 Sh. 2 4.0×1.5×0.4 1 .2 Aga.

3 3．6×1 ．7×() .4 1.() Sh. 4 3.3×1.5×0．3 0､8 Sh.

5 2．5×1.5×0.3 0.5Che， 6 (1.8)×1.5×02(04)0bs.

「かえし」の鋭いもの（ 1 ． 2 ． 5 ． 6 ） と， 丸みを帯びたもの（ 3 ． 4）がある。 1 。

2は長'llm比がほぼ1対1 , 3～6は1対2である。付着物はない。なお2の茎部は取上げ時

の不注意で折損した。

覆土 I 灰色(EnL+d2) II 黒色（黒色>EnL+dl+d2)

IⅡ黄榿色(EnL>d2+EnP) Ⅳ灰黄榿色(EnL>EnP+d2)

V灰茶褐色(EnL+黒色>d2+EnP)Ⅵ黒褐色（黒色>[12+EnL)

Ⅶ黄榿色(EnL>d2+EnP) Ⅷ灰黄榿色(EnL+d2>EnP)

Ⅸ黄榿色(EnL>d2) X茶褐色(EnL+黒色>d2+EnP)

、黄色(EnL) 刈黄榿色(E,1L>d2)

遺物覆土上部土器Ⅳb : 35．図79-54 Wb・深鉢の破片。 口唇は丸味をおび，羽状繩文

が施されている。

P-195

11黒層を5(･''1程掘I)下げた面で確認した。土猫の掘り込みはEn-aパミス層にまで達してい

る。本群のなかでは最も深い土壌であった。曠底はわずかに湾II11する。壁はTa-d2層中でオー

バーハングしていた。塘中からの出土遺物はなく ，墓曠上部からⅣ群b類の土器片が2点出土

したのみである。

位置F1-63-11 ･21 平面形楕円形

規模 1.20×060/ll0×0.50/1.03 長軸方向 N-62o－W

覆土 I 灰黄色(EnL>黒色+d2+EnP) II 灰黄色(EnL)

1I1 灰褐色(EnL+黒色>d2) Ⅳ暗灰色（黒色>EnL)

V黄色(EnL>d2) VI 黄褐色(EnL+黒色>d2)

Ⅶ灰褐色(EnL>黒色+d2) Ⅷ黒褐色（黒色>d2+EnL)

遺物覆土上部土器Ⅳb : 2．図79-55 1Vb・小型の深鉢の口縁部破片。口唇は切l)出し

区

1ハハ
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Ⅱ美々4遺跡の調査

形で， 口縁下に直径5'川'1ほどの外から内への突瘤文が施されている。地文はLRの斜行繩文で

ある。

P-203

Ta d2層の上面で確認した土城で､ある。En aローム層をわずかに掘り込んで城底とする比

較的浅い土壌で， いびつな平面観を呈する。壁はほとんど垂直に立ち上がるが，西壁の一部か

オーバーハングする。Ta-d2層の壁はもろく崩れやすい。遺物はない。

位置F1-63 ll 平面形不整楕円形

規棋 1.00×0.60／0~95×() .65／0．45 長軸方向 N-52o－W

覆土 I 黄褐色(d2+EnL>II黒） Ⅱ暗褐色(II黒>d2+EnL)

Ⅲ黒色（Ⅱ黒） Ⅳ黒褐色(II黒>EnL)

Ｐ

P－204

Ta d2層上面で確認した。塘底はEn-aローム層を掘I)込んであり，湾曲している。壁はオ

ーバーハングする部分があるほかは， ほとんど垂直に立ち上がる。遺物はない。

位置Fl-63 01 平面形楕円形

規模 1 ~05×0.70／0~95×0.65／0~60 長杣方Ii'｣ N 56o－W ~

覆土 I 暗黄褐色(II黒+EnL･P) II 明褐色（Ⅲ黒+EnL>EnP)

Ⅲ暗褐色（Ⅲ黒>II黒+EnL>d2) Ⅳ明黄褐色(EnL)

V 黒褐色( II黒十ⅡI黒>d2) Ⅵ赤褐色(d2>E11L)

P-205

Ta-d2層で確認した土壌である。擴口すなわちTa-d2層上面での平面形はやや歪んでいる。

擴底はEn aローム層をわずかに掘l)込んであり，平坦である。平面形は整った楕円形を呈す

る。壁はほとんど垂直に立ち上がるが，南壁はオーバーハングしていた。遺体は検出されなか

ったが， 中央部やや北寄りの位置から玉が1個出土した。 また，覆土上部からはⅣ群b類の土

器片が36点出土した。 これらの土器片は本墓塘には伴わないものと思われる。

位置Fl-63 03 平血形楕円形

規模1 ~00×0.70／0.85×0~55／0．50 長軸方向 N 26o－W

副葬品玉： 1． 1 236×155×1.20 8.0

覆土 I 灰褐色（黒色土>d2) II 灰褐色（黒色土>d2+EnL)

遺物覆土上部土器Ⅳb : 35．

P－212

本群の南西端に位置する。本群中で最も小型の墓擴である。擴底はIII黒層とEn-aローム層

の境目あたりにあり、壁は， ほぼ垂直に立ち上がり上部で開く 。遺体は検出されず，塘中から

の出土遺物もない。 しかし，覆土上部のⅡ黒層中から72点のⅣ群b類土器片が出土した。 これ

らの土器片は， 同一個体のもので， 口縁部から111部下半にかけての％ほどを復元したが，本土

塘に伴うものではないと思われる。

10ワ
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II 美々4遺跡の調査

位置F1-63-22･32 平面形怖円形

肌棋 （) .80×()55／0.65×035／()30 長IIIIII加Il N 82o－W

種土 I 茶褐色( II">d2) II 黄榿色(EnL+d2>Ⅱ異）

IⅡ茶褐色((12>II黒） Ⅳ黒褐色( II">(12)

V 灰褐色(EnL+II黒>(12) Ⅵ黒色(II黒>d2)

遺物覆土上部土器Ⅳb : 72．図79-56 Nb,深鉢 IZI上復元したもので, 1 I径は推定43

〔｡mである。胎土には小砂礫を含む。焼成は非常に良く 、器而か剥落した部分がみられる。内面

には炭化物が｛~､1着している。 口緑はゆるやかな波状I 1縁で, 4か所の波Ⅸ部があると思われる‘

LI唇は切り出し形で， 口緑と頚部に2111の刻み列が施されている。 口縁下の刻みﾀllの下部には

外から内への円形刺突文かめく≠ ') ， 内面には'ﾘl暗に突瘤か~みられる。地文は頚部以下に|眼られ，

羽状繩文で､ある。

P-213

本群の西端に位置する。En aローム層をわずかに掘り込んで城底とする非常に浅い土蛎で

ある。壁は北西壁がオーバーハングしているほかは， ほぼ垂直に立ち上がり， ←|部か開く 。遺

体は検出されず， 出土遺物もない。

位置F1-63 01 ･ 02 平面形楕円形

規模 1.00×0.70/1()()×0.65/030 長軸方|i」 N-57o－W

糎土 I 褐色(d2+EnL>II黒) II 黒褐色(II黒>d2)

Ⅲ略褐色(II黒+EnL) Ⅳ黒色(II黒>(12)

V Ⅱ背黄褐色(EnL+(12)

P-215

本群の精査時に確認された。従って確認面はTa d2層上Iniである｡平面は90×50(･川と小規棋

で､あるが，平面形および穫土の状態から墓と判断される。堀底はIⅡ黒（一部En-a層） 「|』にあ

り，平坦である。

位置F1-63 02･03 平面形梢円形

規楪0.90×0~55／0~65×()45/035 長軸方向 N 40o－W

覆土 I 暗褐色(d2>EnL+II黒) II 暗黄褐色(d2+EnL)

P－216

P-215同様， 本群の精査時に確認された。確認I削は'1,a-d2層上I削で､ある。墓群の南端に

位置している。曠底はTa-(12層と1I1黒j曽との境あたりにあり，平土ﾛ.である｡西北壁寄l)の種土

中（底面から10cI11ほど浮いた状態）から玉か1点出土した。玉の出土および土曠の形状から墓

と判断される。

位置F1-63 03 平面形楕円形

規模0.95×065/0.75×045/0.35 長軸方向 N-43o W

副葬品玉: 1｡ 1 1 .84×1.32×l .92 2.6
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11 美々4遺跡の調査

穫土 I 黒色(II黒>[12)
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1I 美々4遺跡の調査

第6群(X-8 )

本群は，他の5群とはやや異なった状況下で発見された。 まず、 50(' Inほと＄のTa-c層除去

後のII黒層上面で一定の1幅と高さをもった環状を呈する高まI)の存孑liが確認された。 この高ま

|)の幅は約5m, 外径は18～2()mであl) , 高まl)とこれに|鉦lまれた内部との比高は15～20(･ [11で

ある （図70)。 また， 高ま')内部では数個の礫の一部か~II黒層上面に露,'Hしていた。 これらの

ことから竪穴状の墓域に菓城を設ける 、周堤菓〃 を想定して調査が進められた。そのため本群

は，現地調査時ではX－8と略称され、個々の墓についても他の慕群の墓の私称とは区別され

ている。以下，現地調査時の名称を踏襲する。

周堤墓を前提として着手したので，竪穴およ

ヨ

’

び盛土（周堤部）の存在を確認するために， まN

ず東西， 南北にI､レンチを設けたか~、掘')込み，

竪穴底面などの存在を窺わせる兆候はなかった。

しかし環状の高まりとしてとらえられた部分の

断面観察からは， 明らかに11黒層とTa dl層が

逆転している部分が認められたことや，高まり内

部のII黒層が周囲の堆積状況に比鮫すると，若

干薄いことも観察された。以l君のことから， 円

形に範囲を画し， その部分にはわずかな掘り込

みを伴った整地がなされ，排土が周囲に置かれ

、

I816
｢:Iol

８
１
．
８

９３Ｑ８Ｏ６

＝■９８

図69長軸方向
たものと判断される。

環状の盛土で囲まれた内部から17個の墓塘が

確認された。大半がⅡ黒層上面から3～5(.111ほど掘I)進んだところで擴口面が確認された。X

-817は盛土内部のほぼ中央に位置し，他の墓蛎はこれをとり囲むように配されている。 この

817を中央とすればその南側よりも北半に多くの墓が分布している。

墓擴平面形は, X-806･815が長楕円形で， これ以外は楕円形を呈している。 X-806の底

面はすみ丸長方形に近い。楕円形を呈する墓擴は平面形の規模，深さから大きく 2つに分ける

ことができる。 X 811 ･812 ･ 814のように長軸長0.8m,短軸長0.4m,深さ0.40～0.55mと

小さいグループ.と，長軸長1m,短軸長0.7m,深さ0.9mのク､ループとで､ある。

楕円形および長楕円形を呈するこれらの墓轆の長袖方向は, X-802を除き東西線を中心と

した南北15度の範囲に収敵する。

これらの墓嘘は後世の攪乱等は認められず，埋葬時の状態を保っている。遺体はすでに腐蝕

し切っているが、 X-810からはかろうじて曠底面に糊状になった遺体と歯の一部が検出され

た。横臥屈葬の状態である。 このほかに頭部の痕跡であろうと思われる径2()cInほと・の球形の空

隙が擴底すみで検出された墓が6例ある。頭位はX-802の北を除けば西である。

副葬品が出土した墓はX-806･ 814の2例で， いずれも玉2点である。X-814では球形の

130



11 美々4遺跡の調査
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図70 第6群

頭部痕に接するところから出土した。

慕塘確認面まで掘り下げたところ, II黒層上面にすでに露出していた礫のほかに新たな礫が

検出された。 これらの礫はすべて墓擴に関連するものである。中央部の墓X-817では塘口周辺

をとり囲むように10点の礫が配され, X 801 ． 805･806･811～813では塘口長軸両端あるい

は一方に礫が検出されている。

墓擴に確実に伴う遺物は上記の玉以外にはないが,X-808.817の擴口で土器片の集中が認め
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II 美々4遺跡の調査

られた。いずれも埋め戻した士の頂上での出土であ') 、流れ込んだものであったとしても墓柚

築と大きな時間差はないと判断される。後期中葉（Ⅳ群b頬）の土器である。 また，墓城をと

')囲んでいる環状の盛土の上部から出土した土器の大半はX-808 ．817の塘口出土土器と|面｣時

期のものである。

水群は, 17il,'ilの土j職巣をとり囲む環状の高まl)を伴い, ｢| 1央の蕊か特別に意識されているこ

となどから，調在請手時に予想したように周堤蕊と共通した状況か認められる。 しかしながら

墓j脳の形状やlll土遺物からすると，他の第1～5群とは区別して吟えることができない。

（青柳|l文吉）

餌

表15 第6群土壌墓一覧

規 棋 (m)
置％村 FIm)i 踵軸方ifi] 地上施設 傭刷葬,冊！

~ぽ
症

硴認面
1 】 ~1 ，用ﾛ･

耳更大味底 Hll

怖'｣川X-81)lFl－63－53 0．97×0．68() .93×() .52 N74o I() .70

|上西蛾位X $02 〃 l ~ 19×0~8() () ~92×() .61 N－22o－1ヘ() ~84

X－SI)3F1-63-52 N－74o E1 ．25×0．96() .96×0．65 () .92

X 8IMFl 6353 N67o E1 ．23×() .89 1 ．08×() .69 () .83

X 80 Fl－63－52 1 ．()3×0．66（) ~94×0．54 N－90．－咽0．83 礫： 2

X－806 長楕円形 北西碩位N－66．－m
戸 ハ旬ハd1

rl一、｡一、乙 1 ．43×0~67 1 ．47×() .62 () ．6H
＃
《
奄

謝
鉈Ｉ |号一 ： 2

梢円形X－KO7 N-83o EF1 63－62．63 l ~52×l ~ ()8155×1 ．04 0~87

西南西独位？N66o－EX－818
ワ
］
声
、

句
、
ハ
リ

ー
1 ． 15×() .80 1 ． ():;×0．64

f､ f，｡

U、rﾉュ

X 809Fl 6352．62 1 ．02×0．71 1 ．00×().68 N87o Iヘ 西鎮位？() ~69

X 810 1;.1 6363 北西蝋位横臥屈葬N－68． Ⅵ1 ． 1()×0~830~95×0．60 () ．汁吊

X－811 ().83×() .50() .86×0．52 N－74．－Ⅵ 礫： ］() ~40〃

X-812 1局､ 1－63－62 () ~62×0~390~57×0．37 K－88o－E() .48

西南西頭位?X 813Fl 6352．53 N－78o E1 ．06×() .65 () .79×0．42 li錘． ワ
ド?侭 ｡ 堂0．86

X 81‘1F1-6362 N74o E〔) .84×0~5〔） （) .82×().45 0~56
ワ
ム

~
~Ｅ

X－N15 N－78．－m
ウ

響

］

Ｆ

Ｄ

″

旬

。

６

~

Ｔ

ト

ー

］ ~21×0~75() .97×() .42 () .84

北西頭11X－816 N65o 1ヘl ~ ()l×0.690.95×0．56 () .90
＋
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X-801

本群中，最も南側に位置-す-る。猫底はEn a層中にあl)平上[l.．壁の立ちkがりは急で擴口部

はややオーバーハングする。種土は踏み固められたように県い。遺体は残存していないか埋め

戻された状態の種土て､あることから墓と判断される。副葬品はない。墓曠西側のやや離れたと

ころから扁平な礫が出土した。

位置Fl-63-53 平面形楕円形

規椣0.97×0.68／0.93×0~52／0.7(） 長軸方向 N-74o－E

覆土 I 黒色(II黒>EnP+d2) II 黄褐色(EnL>E11P+d2)

Ⅲ褐色(d, ) Ⅳ暗褐色（Ⅱ黒+EnL>d2)
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II 美々4遺跡の調査

X－802

本群の東部に位置する。猫底はEn-a層中にある。壁の立ち上がりはほぼ垂直て､あるが北側

で段状をなしている。遺体は残存していないが，塘底北すみに頭部痕と思われる空隙が認めら

れた。副葬品はない。他の墓堆と趣の異なる点がふたつある。ひとつは墓壊長軸方IAlについて

で，大半は東西方向に収数するのに対して， 本土婚は北北東～南南西であること。 もうひ~とつ

は覆土中の黒色土混入量が多いことである。

位置F1-63－53 平面形楕円形

規模 l.19×0.80/092×061/0.84 長軸ﾉﾌ向 N-22o W

埋葬体位北北西頭位

覆土 I 黒色(II黒) II 黒色(II黒+d,)

ⅡI 暗黄褐色(EnL>d2) Ⅳ黄色(EnL)

V 黒褐色(II黒+EnL+d2) Ⅵ淡黒色(II黒>EnL)

X-803

本群の北端に位置する。隣り合った墓(X 805)との間に風倒木痕と思われる撹乱土かあl) ,

本墓曠はこれを切ってつくられている。

覆土上部は堅くしまり，堀底に近づくにしたか~ってボソボソとした感触の土に変化している《

覆土中に黒色土の批入はほとんと，ない。

位置FI-63-52 平面形怡円形

規模 l.25×0.96/0.96×0.65/092 長軸方向 N 74o－E

覆土 I 黒色(II黒) II 暗黄褐色(EnL>11黒）

Ⅲ黒色(II黒+dl+EnP) Ⅳ暗褐色(II黒+dl>d2)

V 暗黄色(EnL>Ⅱ黒）

X-804

曠底はEn-a層中にあり，平坦である。遺体は残存していないか覆土の状態から墓と判断さ

れる。副葬品はない。

位置Fl-63 53 平面形梢円形

規模 1.23×0.89/108×069/083 長軸方l ,21 N 67.-E

覆土 I 黒褐色(II黒+d,) II 黄色(E11L>EnP+d2)

IⅡ黄褐色(EnL+II黒>EnP+d2) Ⅳ黒色(11黒>d2)

V黄色(EnL)

X-805

風倒木痕による撹乱土を切って作られている。曠底はEn a層中にあり，壁は直立する。覆

土中に黒色土の混入は少なく ，黄褐色を呈するEn a層土が主体である。砿1 1部付近の覆土は

堅くしまっている。遺体は残存していない。城口部の長軸両端から50(･'''ほと．の細長い礫が出土

している。そのうち1点には， 台石，石ⅡⅡとして使用したと思われる痕跡がある。

iQq
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II 美々4遺跡の調査
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II 美々4遺跡の調査
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II 美々4遺跡の調査

位置Fl-63-52 平面形梢円形

規模 1 ~03×0.66／0.94×() .54／0．83 長軸方向 N 90o－W

覆土 I 黄褐色(EnL>EnP) II 暗黄褐色(EnL>EnP+II黒）

1I1 暗黄褐色(EnL>EnP>II黒）

地上施設礫： 2点。図80-58 50.5×17．5×15.0 15,5kg Sa.

54．5×16．0×12.5 15.0kg Apl .

X-806

平面形が長桁円をなす唯一の墓である。 」班底はEn-a層中につくられ， ほぼ平jH.である。壁

の立ち上が')は急で, *1Hll幡口部はややオーバーハングしている。遺体は残っていないが、北

西壁近くに頭部痕と思われる空隙か認められた。 この空隙に接するところから玉が2点出土し

た。

位置Fl-63-62 平面形長楕円形

規棋 l.43×0.67/1.47×062/0.68 長軸方向 N 66o－W

埋葬体位北西頭位

副葬砧玉: 2｡ 1 1 .29×1.25×l .78 4.7 2 1 .37×1.36×1.33 3．0

覆土 I 黒色（Ⅱ黒+d') II 黒色(d')

IⅡ黄色(EnL>d2+EnP) Ⅳ黒褐色(II黒+EnL)

V黄褐色(EnL>d2+EnP) Ⅵ黒色( II黒）

地上施設礫： 2点。 図80-57 39.5×16．0×13_0 11.0kg Sa.

39．0×13.5×13.0 11 .8kg Apl .

X-807

本群中で平面側L模か最も大きい墓である。En-a層までほほ垂直に掘I)込まれており， 底面

は平1日である。覆土上部は'堅くしまっているが，下部になるにつれてやわらかくなる。遺体は

残存していない。

位置F1 63-62.63 平面形梢円形

規棋 1.52×l08/1.55×1.04/0.87 長軸方1A」 N-83o－E

種土 I黄褐色(EnL) II 黒色(d,)

ⅡI 暗褐色(II黒+LIIL>d2) Ⅳ黄色(EnL>d2)

V "!燃品色(II黒>d2) Ⅵ黒色( II黒>(12)

X-808

本群の東端に位置する。蝦n部確認後間もなく中央部から西側にかけて土器が一括出土した。

Ⅲ状をなす埋め戻し土の最上部であ') ，本墓擴に伴うかどうか判然としないが，墓曠構築の時

期からあまl)時間的な隔たりはないと思われる。

平面形は楕円形を呈し，壁の立ち上がりは急である。遺体は残存していないが嘘底西すみで

頭部痕と思われる球形の空隙が検出された。

136



11 美々4遺跡の調査
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11 美々4世跡のi淵在

位置 卜､'-63 52 ｣|zim形桁Iリルジ

塊棋 1.15×08()/L()3×()64/()92 隆州ﾉﾉ. |h」 N-66o－E

州沸体位西南凹班位？

諏土 I ,LM色(II黒) II 裁色(EnL)

lll 黄褐色(E!1L+d2) Ⅳ無褐色（Ⅱ蝶+d2>E''L)

世物穫土土器Ⅳb : 11(), Nc : 39, VC : 139． フfi器()l ; l ･図80-59 1VI)
X-809

j1f底はEn &, IW' | 1にある。西畦寄りにﾘ11部痕と思われる空隙か認められた。

位置 I､1-63-52･ 62 r､IzIM形梢I 11形

規棋 l.()2×().71/10()×()68/069 踵ﾎlli方|イリ N-87o－W

I1M弊体位 ｜ﾉLim位？

種土 I 黒色(II4(>d! ) II 黄褐色(E!'L>(12+Enl))

ⅡI 萸色(EnL) IV I聯ﾙ色(d2>E',L+II黒）

X-810

嘘底はEn-a層巾にあl)平1･1 1.．壁は咄巾からj1f底にかけてやや広がる｡遺体は腐蝕し形状を

とどめないほと≠であるか~，弧骨か~わずかに残っていた。 ‐|上西に頚部を置いた枇臥lil非であるこ

とが判断された。

位置Fl-63 63 二､}z11i形梢円形

脱棋 1.10×()83/()95×0.6()/().88 長IIIIIIﾉﾌl l.'｣ N-68o W

埋葬体位北西頚位横臥)叫葬

世土 I 黒色(II黒) II f't色(EnL>d2)

1I1 暗黄褐色(EnL>II黒+d2) IV H繩ｳ色(E''L+II黒>d2)

V黒禍色( II黒>EnL+(12)

X-811

平面規椣は小さくかつ淡い。峨底はわずかに1I1黒層にとと‘いている。壁はほほ垂直である。黒

色土とTa d2層の土が混入した覆土の状況から墓と判断される。城I I北西側に接するところか

ら瓜化した砂岩か出土している。

位世Fl 63-63 平而形帖円形

川↓模0．83×0~50／() .86×0~52／() .4(） 長軸方l '&'l N 74o－W

種土 I 黒色（Ⅱ黒） Ⅱ 黒褐色(II黒+d2)

ⅡI 黒色(II,WA>d2)

地上施設礫： 1点（測定不能)。

X-812

本群中て最も平面規模の小さい土j庇である。嘘底はTa-d2層中にある。種土は黒色土とTa-

d2をまじえたものであl) ,埋め戻された状況を呈しているので, |司じく規棋の小さいX-811 ･

ｺ
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II 美々4遺跡の調査
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814とともに墓と判|ﾈﾙされる。

峨口北側に接する付置から土擴長軸に平行するように糺||長い礫が検出された。おそらく束隣

のX 813の西側に世かれた礫であろう。

位置 P､1-63-62 平面形格円形

規棋0．62×039／057×037／0．48 長軸方向 N-88o－E

種土 I 黒色( 11黒) II 赤褐色(d2>EnL)

III ,1 ,雌色( II黒） Ⅳ蛍褐色（Ⅲ黒+EnL)

X-813

本群北部に位置している。峨底はEn-a層中にあり， 畦は咄底から朏口にかけて緩やかに立

ち |~かる･遺体は残存していないが，脳底西壁寄|)に頭部痕と思われる空隙が認めらｵ1_た。

雌口東側から糸|II長い礫が2 '',!~(,西側やや離れて1点が検出されている。東側2燗うちの1点

1QQ
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I1 美々4遺跡の調査

は， その3分の1 <らいを覆土上に城せている。 もう 1点は南西|職にあるX-805の西側に置

かれたものであろう。

位置F1-63 52･ 53 平面形袷円形

規模 l .06×065/().79×().42/().86 長軸方Ifil N-78o E

蠅葬体位西南西皿位？

覆土 I 黒色(II¥) II 暗黒褐色(11黒>EnL)

Ⅲ黄色(EnL) Ⅳ黒色( II黒）

V 暗褐色(II黒>dl+d2+EnL) Ⅵ暗黄褐色(EnL>d2)

Ⅶ暗黄褐色(EnL+d2>I1黒）

地上施設礫： 2点。 55．0×19.5×16,0 26.2kg Mlld. ( 1点は測定不能）

X-814

本群の西端に位置する。平血呪核か小さく ，浅い土猫のうちのひとつで，曠底はわずかにIII

黒層にとどいている｡覆土は黒色土を主体としこれに少しばか|)のTa d2か混入している。壁の

立ち上がりは急である。

城底のやや西寄|)から玉が2点出土した。遺体の痕跡は認められなかったが，玉の出土， 穫

土の状態などから墓と判断される。

位置FI-63 62 平面形楕円形

規模0~84×0.5()／() .82×0.45／() ~56 長軸方向 N 74o－E

511葬品玉: 2｡ 1 1 .05×1.05×l . 18 1 .9 2 1.17×1.17×0.77 2. 1

職土 I 黒色(II黒) II 黒色(II黒>d' )

Ⅲ褐色(II黒+d2) Ⅳ黒色(II黒）

X-815

X-806･ 807に近接した位置にある。城底はEn-a層中にあり平iⅢである。壁の立ち上がり

は峨底から城口にかけて緩やかであるが， 西東壁の嘘中ではやや張り出す。遺体は残存してい

ないか， 穫土の状態から墓と判断される。種土中よ')土器片が出土した。

位置Fl-63 62 平面形椿円形

規模 1.21×0.75/0.97×0.42/0.84 長軸方向N-78o W

泄土 I 黒色(II黒) II 黒色(d! )

Ⅱl 暗黒褐色(dl+d2+EnL) Ⅳ暗黄禍色(EnL>d2)

遺物種土土器Ⅳb : 9．図80-60～63 1Vb

X-816

峨底はE,】－a層巾にあl)平土H_である。北西壁寄りて頭部狼と思われる球形の空隙が認められ

た。

位置Fl-63 52 平面形栫円形

乢模 1.01×()69/095×056/0.90 長巾III方向 N-65．－W

』
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Ⅱ 美々4遺跡の調査

理非体位北西頭位？

種土 I 黒色( II黒) 11 黒褐色(11黒>EnL)

Ⅲ黄色(EnL>d2) Ⅳ暗黄褐色(d2+EnL>II黒）

V II音褐色(d2+EI'L>11黒） Ⅵ黄褐色(EnL+d2)

Ⅶ褐色(d2>E,,L)

X-817

本墓峨は環状の高まり内部のほぼ中央に位置する。 II黒層上面で， すでに検出されていた礫

に囲まれるように怡円形の平面か確認された。蛎口部確認後まもなく土器が出土した｡X-808

1司様，埋め戻された土の最上部に載った状態であるため，慕猫幟築との時間差は感じられない。

曠底はEn a層中にあり，平fi I~である。壁の立ち上がりは急である。蛎底西すみに頭部痕と

思われる空隙が認められた。 また，嘘底中央からやや束寄')のところからｲT雛が1点出土した．

職口をと ')囲むように置かれた礫は10点で，大きさ，打質ともまちまちである。 また，曠口

北部をわずかに切って小ピッ |､が掘られている。墓塘に向うように斜めであり，小ピットの底

面にはさらに小さなビ､ソ |､が認められた。

位置Fl-63-52･ 53 平面形梢円形

規棋 l.48×096/1.18×068/0.98 長iﾄlll方向N 83° E

埋葬体位四頭位？

副葬品子I~"A7 : 1｡ 1 (2'l)×1.3×03(0.4) Sh.

覆土 I 黒色( 11黒) II 黄色(EnL)

Ⅲ黒色( IIj|IA>(1, ) Ⅳ褐色(E11L>(12)

V黄褐色([12+EnL)

地|施設礫: 10,',I1｡ 39.0×23.0×7.50 4.2kg Ap1 ． 39.0×22.0×13.5 13.3kg Ap1 .

40.()×22．0×18.0 18. ()kg Ap1 . 31. ()×20.0×13.5 10.8kgAp1 .

59.()×19.0×18.532.4kg Apl . ( 5点は測定不能）

遺物覆土土器Ⅳb : 84, Va : 20。 礫: 1． 図80-61 Wb

底
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庭々4遺跡の調査11
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II 美々4遺跡の調査
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II 美々4遺跡の調査

、

図77 第5群の遺物(1)
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II 美々4遺跡の調杏
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図78 第5群の遺物(2)
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II 美々4世跡の調盗
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II 美々4遺跡の調査
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I1 美々4遺跡の調査

単独の土壌墓

覆土の状況等から墓と判断される土曠で，墓群に属さないものを一括する。

台地平坦部の墓群からやや離れて3個(P-06･170･171), 調査地区東寄りの斜面から4

個(P-133･ 181 ･217 ･ 218)の計7個か発見された。平坦部の3個は墓群を形成する墓擴と

形状が似ている。 P-06は重機による確認調査地区から検出されたもので上部は削平されてい
る。

斜面から検出されたものはP 181を除いて平面形が円形で一般に深い。 これらは58年度の

調査地区西寄り， 周堤墓(X 3)の盛土除去後に検出された墓蛎P 345およびP-346に類
似する。

４

’表16単独の土塘墓一覧

称

那

遜

却
却

到
却
韮

名
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

樫 （n， ）

底 耐

0．95×0．48

0．74×().64

0~90×0．72

1 ． 12×0．58

1． 10×0．50

0．40×() .31

0．66×() ~50

メ兇

平面形一而宇忍耐
楕円形 0.98×0．65

〃 1 ．04×0．82

〃 1 ．00×0．84

〃 1 ．34×0．75

長楕円形 1.20×0．66

楕円形 （) .69×0.6(）

〃 0．86×0．73

I ．()0×() .84

1 ．34×() ．75
あ

剖

置

７

２

５

．

．

７

８

２

６

３

６

６

’

理

科

一

腿

“

“

一

一

齢

鎚

一

一

侭

“

｜

｜

位

届

嘩

、

｜

｜

陸

陸

１

２

Ｆ

Ｅ

ｊ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

鋤

手

非

澤

号

斗

手
罪

軸

２

ｉ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

傭 考
一
一

癖
一
吋
一
山
一
睡
一
唖

西頭位

Ⅷ
｜
胴

西頭位

’0．76

P-06

土壌墓群（第1群と第2群）の中間に位置する。擴底はEn a層中にあり，平坦である。覆
土の状態から墓と判断される。

位置Fl-62-27 平面形楕円形

規模0.98×0.65／0.95×0.48／0.30 長軸方向N-26o－W

覆土 I 黒褐色(II黒>d2+EnL) 11 榿褐色(d2)

1I1 黄茶褐色(EnL+d2>II黒） Ⅳ黒褐色(II黒+dl+EnL)

V 暗黄褐色(II黒+d2+EnL) Ⅵ暗褐色(11黒>d2+EnL)
P-133

調査地区東部の斜面部分で発見した。Ta-d2層上面で, En a層が露出していたのが注目さ

れたものである。擴底はEn aパミス層に60cm程掘I)込まれており，覆土はEn-a層を主体と

する混土層であった。擴底は凹面をなしており，壁はほぼ垂直に立ち上がる。西壁の中位に残

存状態のよくない人骨か､貼りつくようにしてあった。 これは頭蓋と思われる。遺物はない。
位置E2-64 62 平面形楕円形

規模 1 ~04×0.82/0.74×064/110 長軸方向 N-103o－W
埋葬体位西頭位
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II 美々4j童跡の調査
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I1 芙々-1世跡の,凋從

泄土 I 菰茶褐色((I2+EnP>II黒) II II")色(Enl] )

IⅡ iﾘ｣並褐色(Enl)>EIIL)

P－170

輔4土城蕊群東端のP 155から約5 111束に位置す~る｡Ta-dl噌上1iliでほぼ円形のプランを側

制した。峨底はEI1-aローム層｢|]に作られる。唯は砿1A:に立ちあかる･浅いがしっ力､ りした|:

j塒である｡

位iifII F1-63-35 ｣|ﾑ的i形柿|リ形

塊樅 l.()0×084/09()×().72/() .32 tt#lll方l ''リ N－8。－W

穫土 I 略褐色(II黒>(l! ) II 亦茶色( II黒>d2)

Ⅲ ，1.1.L禍色( II ｣I .I､(+d2) Ⅳ ，ﾉiく褐色(d2)

P-171

P-17()から約3.5m束に位置する。 IIAI.LIﾄｲ下部から掘り込まれ，城底はEn aハミス層中に

作られる。 IⅡ層上1mのII猟は揚げ士であるE11 aバミスを含み，土峨西側に拡かる。壁は嘘中

で緩くオーバーハングし峨口にlrllって広がる。 人骨, ml14f!W1はlll土しなかったが，墓と巷えら

れる。なお， 土峨の南西部で|直径30(･川の純|川に焼土か認められた。

位置F1-63-24, 25 1zmi形怖'｣l形

肌杖 1.34×0.75/112×().58/115 長軸方l 'r'l N-62o－E

種土 I HiWj色( II黒>Enl) II 暗褐色(II黒>EnL+dl+d2)

III I暗褐色(II黒>EnL+EnP>dl+d2)Ⅳ黄褐色(EIIP>II黒）

V I肝褐色( II黒>EnI｣>d2) Ⅵ黒褐色( II黒>EnL+d2)

Ⅶ黒禍色(II#A>EIIP>d2) m llif黄褐色(EnL+E'' 1))

Ⅸ無色( II;1.1,L>EnL+d2) X 黄茶褐色(EIIL>d2>II).t()

P-181

調査地区の最も南側で発兄された土城である。Ta (12屑IzImて確認した。概土は黒色士を｢| 1

心とした捉合層か堆砿しており, Ta (12層やEI1 aロ ム層と対服的な色調を呈していた。

峨庇は平坦で，壁はしつか'）しており， ほとんと．垂直に立ちI苞がる。北11111の砿が一部オーバ

ーハングしていた。 j職底部の長1IIII I ILi端から頒蓋骨が!'H土した。残存状態は良くない。磨耗の

進んだ切歯を1 ''.'､[のみ取りあげることができた。土峨の平lili形は長枯円形で， 伸展非の可能性

がある。遺物は出土していない。

位置E2-64-74･ 84 平｢ili形慨栫円ﾙﾁ

ﾙ&"120×()66/1.10×()5()/()70 長＃ll1)jlAI N-6()｡－W

埋葬体位西蝋位

謹lz I 黒色( II黒>d2) Ⅱ 黒褐色（Ⅱ黒>d2)

P-217

調査地区の東隅で発見した。確認面はTa-d2層上面で､ある｡概土は明らかに坪め戻されたもの

15()



’
Ⅱ 芙々4世別の調侮

である。 j職底はE1'-aバミス|智に11HI I)込まれておj:峨底はII' |血をなしている”雌は域底との境
界かはっきりしないが，北|Ⅲ1の壁かオーバーハングするほかは， ほとんど垂直に立ち上がる。

遺物はない。

位置E2 63-67 平面形梢円形

規模0~69×0~6()／() ~4()×0.31/074 長軸方向 N－7°－W

糎土 I 黒色(11黒>d2+E''P) Ⅱ 明黄褐色(E11L>d2)

Ⅲ Mi.fi'f褐色（Ⅱ黒+EnL>d2) Ⅳ黄褐色(EnP>Ⅱ黒）

V 黒禍色( II,liu+d2)

P-218

調査地区の束隅で発見した。確認曲iはTa-d21割面である。 P-217と規棋・形状が似ている

翻土は人為的に埋め戻されたもので，棚')込みはEn aパミス層に達していた。峨底はわずか

に|III面をなしておl) ,壁は急角度で立ち上がる。遺物はない。

位置E2-63-68 平面形栫円形

規棋0.86×0~73／066×0．5／0.76 長岫方向 N 25o－W

種土 I 暗黄ﾄﾙ色（Ⅱ黒+EIIP>d2) Ⅱ暗褐色(II黒>d2>EnL･P)

Ⅲ黒色(II黒>EnP) Ⅳ黄褐色(EnP>11黒）

V 明黄褐色(EnP)

汀
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II 美々4遺跡の洲術

3) Tピット

台地平｣~I I部から21i古l , fl"miから4個の計･611,'ilか検出された。形態は， すべて満状で掘り込み

の深いものである。 これらのうち，斜面 |部にあるT－5 ． 6は切り合い関係をもち，新しく

描築されたT－5は， 深さ2mを超す規棋の大きいものである。

｜妃澄については． ともに＃J!lll性はみられないが， 斜~面にある4個はすべて調査地区束寄りの

小さな沢にあり, HH*| 158年度に検川された2仙と合わせ6佃かこの沢に存在することになる。
表17 Tピット一覧

桃′ （ 「M 1 ）1.仏1

尚称 1伽 ､ |袖iﾙジ
#

1 1.1 長輔方InI 術 溌
~

伽 1鰹 lAi

; 、6()×() ．75

｢R万詞雌ﾉ、無Il f In1

1， 1 F1 62－65 ． 66 IW状 3~04×0． 15 162 N 1 ． Ⅵ

４１

識

獄

・

一

脚

齢
Ｍ
｜
“

・
狸
・
埋
一

Ｉ

２

３

Ｔ

Ｔ

〕 ~44×() ．90〃

2－20×() ． 15 N－48｡ Ⅵ1 4，
』 ﾛ宝kノ

2．8()×() ~80

2．7()×() ~79

2．57×()． 13 () ．85 N 34°－両些

I､－4 ワ

』

呂

呂

ｑ

〉

７

名

，

一

・

”

ｎ

ろ

７

７

。

７

Ｈ

弧
ｔ

’

３

勺

、

Ｃ

も

一

の

色

ｚ

Ｅ

呪

〃

2．80×() ．2(） N 27･－Ⅵl ~54
~

T 5 3．5()×0．79 3 ．39×0．21 N－42． Ⅵ r－6を切る2． 10

■T ’－6 E2－63 87 ．88 T 5に切↓.，jL烏

測土上部から礫1
(3．30)×0．75 (3．2()）×0．20

〃

N 9．－m1 ． 12

T－1

台地上から単独で検出された。En-aバミス脾LI1に掘l)込まれ平面形は瀧状。長岫方向のIIIIj

壁が底付近でオーバーハングし-ている。開口部で苦しく崩落し，卿*lll断面はY字形を呈してい
る。

位置F1-62-65． 66 平面形溝状

肌棋3.60×0~75／3~04×()15/162 長軸方|h」 N－l o－W

榧土 I 黒褐色(II黒+dl+d2) II 黒色(II黒>dl+d2)

Ⅲ H商榿色(d2>II#f{ ) Ⅵ掩色(d2)

V灰暗色(EnL+d2) VI 灰黄色（ⅡI黒>d2)

Ⅶ黄褐色(EnL+III黒） Ⅷ茂褐色(EnL>111黒）

Ⅸ黒褐色（Ⅱ黒+d2) X Iﾘ]黄褐色(E'1L>IIM(+d2)

Ⅲ黒色（Ⅱ黒）

T-2

調査地区東部の浅い沢のなかにあり，長#IIIは沢とほぼ直交する。底面はEn aパミス層にあ

l)凸凹か激しい，ややIIIM広の満状で開口部は全周で崩落している。斜面 l側の長'岫方Ihlの壁が

底付近でオーバーハングする。

位置E2-63 89, E2 64 80 平面形溝状

規模2.44×090／2.20×015/140 長岫方向N-48o－W

覆土 I 黒色( II黒>d') II 黒色(d,>Ⅱ黒）

Ⅲ黒褐色(II黒+d2>d,) Ⅳ灰褐色( II黒>d2+EnL)

V 黒色(II黒）

1頁'フ
上， 』白



II 美々4遺跡の調査
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Ⅱ美々4遺跡の調査

T－3

T－2と|司じ〈浅い沢のなかにある。長軸方向は沢筋とほぼ平行する。En-aローム層中に
掘')込まれ，平面形は溝状。確認面がTa-d2面であるため競大深は1 111足らずであるが， この
周辺は沢の末端部に近< II黒層が相当に厚< , 本来もっと深かったと思われる。
位置F1-64-04 ． 14 平面形溝状

規模2.80×0.80/2.57×0.13/0.85 長軸方li'l N 34o－E

覆土 I 黄褐色(d2>II黒) 11 黒色(d'>II黒）

1I1 榿色(d2>d,) Ⅳ黒色(II黒>d,)

V 暗赤褐色(d2>11黒） Ⅵ黒褐色(II黒>d2)
Ⅶ黒色(11黒）

T－4

台地_上にある。En-aパミス層を掘l)込んで作られている。壁は凹凸が激し< ,長軸方向の

底付近で若干オーバーハングする。 また両壁にもオーバーハングが認められる。
位置E2 63 81 ．82･92 平面形溝状

規模2~70×~0~79／2~80×0.20/1.54 長軸方向N 27o－W

覆土 I 黒色(II黒>dl+d2) 11 灰榿色(d2>Ⅲ黒+1I黒）

Ⅲ榿色(d2>II黒） Ⅳ灰色（Ⅲ黒>d2)

V黄褐色(EnL>d2) Ⅵ灰褐色(II黒+EnL+d2)

Ⅶ黒褐色(II黒>d2+Ⅲ黒+EnL)Ⅷ黄色(EnP)

Ⅸ黒色( II黒）

T－5

T－6とともに浅い沢の沢頭付近にあり，長軸方向は沢筋とは斜めに交叉する。 2.1mの深

さをもつ大型で，底はEn-aパミス層下のローム質粘土層に達し凹凸がある。開口部から中層

部にかけての壁の崩落が著しい。斜面下部の南東側の壁が底付近でオーバーハングしている。

覆土上層から礫か~ 1点出土した。同じく溝状のT 6と重複関係にあり, T-5の方が新しい。
位置E2-63 77･78･87･88 平面形溝状

規模3.50×0.79／3.39×0.21/210 長軸方向 N 42o W

覆土 I 黒色(II黒>d2+EnP) II 黄榿色(EnL+d2+II黒）

1I1 茶褐色(II黒+dl>d2) Ⅳ榿色(d2>11黒+IⅡ黒）

V灰色（ⅡI黒>EnL) Ⅵ黄色(EnL>EnP)

Ⅶ黄榿色(EnL>EnP) Ⅷ黒褐色(11黒+d2)

Ⅸ黄色(EnL>d2+EnP) X 黒色(II黒>EnL)

Ⅲ黄色(EnL+EnP)

遺物礫XO : 1．

’
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II 美々4遺跡の調査

T-6

北側開口部をT－5に切られている。底面はEn-aパミス層中にある。長軸長はT－5とあ

まり相違はないが，深さは半分しかない。開口部は大きく崩落している。長軸方向は, T-5

とは異なり，沢筋にほぼ平行する。

位置E2 63-87･88 平面形溝状

規模 （3.30)×0~75／(3.20)×0.20/1.12長軸方向 N－9°－W

捜土 I 茶褐色（Ⅱ黒+dl>d2) II 楕色(d2)

Ⅲ榿色(d2>II黒+111黒） Ⅳ榿色(d2>II黒）

V黒褐色(II黒>d2) Ⅵ灰色（ⅡI黒>EnL)

Ⅶ黄色(EnL>d2) Ⅷ灰榿色(EnL+Ⅲ黒>d2)

Ⅸ黄色(EnL>d2) X 黒褐色（Ⅱ黒+d2)

4）その他の土壌

用途の定かでない3個の土塘を， その他としてここに一括する。 P-03, P-199はともに

墓群中に混在するように検出された。覆土はともに自然堆積の様相を呈している。

表18 その他の土壌一覧

規 卜臭 （､）

平面形睡認面 底 ！iⅢ

楕円形 0.80×0.5(） （) .56×() .3(）

〃 1 ．50×1 ． 10 1．90×() .86

円形’ 0~80×0~81 0~55×0~50
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P-03

擴底はTa-d2層中にあり，平坦である。

位置F1-62-07 平面形楕円形

規模0.80×0~50／() .56×0.30／0．15 長軸方向N 23o－E

覆土 I 黒色(II黒) II 黒褐色(II黒+d2)

IⅡ暗茶褐色(d2>II黒） Ⅳ黒色(II黒）

V IIと同じ

P-183

調査地区の束隅で発見した土曠である。風倒木痕を切ってお|) ，下層から貫入してきたEn

－a層に掘I)込まれている。確認面はTa-d2層上面と同一レベルである。擴底は平坦で壁は急

角度で立ち上がるが，開口部で外反する。曠底部から偏平な礫が一点出土した。

位置E2-63-69 平面形楕円形

規模 1 ‘50×110/1.90×086/050 長軸方向 N-30｡一E

覆土 I 黒褐色(II黒>EnP+d2) II 明黄褐色(EnP>II黒）

1F再

ID／



II 美々4遺跡の調査

IⅡ茶褐色（ⅡI黒>d2+EnP) Ⅳ黒色(II黒>EnP)

遺物X : 1o

P-199

P 158の揚げ土と考えられるEn-aパミスを含むII黒層の下位で， 円形に近いう．ランを確

認した。塘底はⅡI黒層下位に作られる。

位置Fl 63 56 平面形円形

規模0．81×0~80／0~50×0.55／()25

覆土 ， 黒色(II黒>d,) II 灰茶褐色(II黒+dl>d2)

1I1 赤褐色(d2>II黒）

」

』
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5）焼土

台地縁辺から斜面にかけて焼土のひろがりが5か所で認められた。いずれもII黒層上面にの

った状態で，下位に遺構はなかった。焼土中からはⅣ群c類, V群c類土器と被熱した黒曜

石の剥片が数点得られている。焼土の厚さは最大約8cII]で，含まれる炭化物もごく微量なこと

から，焼土のみ力ざ投げ棄てられたものと考えられる。なお, F-5はP 171の南西側に近接す

るが，土壌の掘り込み面よりも上位であり関連性は認められない。 F－5中より検出された土

器はV群c類である。

出土遺物F－l 土器Ⅳc ; 2, Vc : 5｡ F 2 土器Vc : 2．

F－3 土器Vc : 3．剥片01 : 1｡ F-4 土器Vc : 1．

F－5 土器Vc : 3．剥片01 : 7． 屑片02 : 5．

158



II 美々4遺跡の調査

(2) 遣 物

1 ）土器（図87～95）

II黒層からは, II群～V群土器片が17,122点出土した。 このうちⅣ群が全体の63%で，特

にⅣ群b類が52％と卓越している。次いでV群が27％， Ⅲ群が10%の割合で出土し, II群はわ

ずかで､ある。分類別には次のような分布傾向がある。Ⅳ群b類は，調査地区のうち台地の緑辺

部から多く出土し，斜面部分には比較的少ない。 このⅣ群b類の分布は墓群とほぼ一致してお

り， 両者に関連性があることをうかがわせる。 V群a類とc類は斜面部分に多い。Ⅲ群b－3

類は調査区のほぼ全域から出土しているが，南西部に偏る。 III群a類は,F2 63-25を中心と

した比較的狭い範囲に集中する。

II群a－2類（図90-1 ･ 2)

胎土に繊維を含有する土器である。 lは口縁部破片で， 内外面に繩文がある。

III群a類（図87-1, 図90-3～l1)

図90－3～10は口縁部破片で， 内面が研磨され， 貼付帯の上に密な撚糸圧痕文を施す土器で

ある。貼付帯の間には半裁竹管文力苛みられる。図90－3 ． 4は口縁の弁状突起の破片で中央部

に貫通孔があり， その周囲に環状の貼付帯がある。図90-11は底部で，結束の羽状繩文か施文

されている。

Ⅲ群b－1類（図90-12･ 13)

半裁竹管文のある土器である。 11は口縁部破片で， 口縁の肥厚帯が剥落しているが，半裁竹

管を横位に連続して押圧されている。図90-12は服部破片で， 貼付帯上を半裁竹管で押し引き

した例である。

III群b－2類（図90 14)

刻みのある貼付帯をもつ土器である。表面は磨滅しているが，地文として繩文が施文されて

いる。

III群b－3類（図90-15～32, 図91-33～53)

図90-15～32, 図91-33～40は口縁部破片で， 口縁に断面が三角形の肥厚帯があり， その下

に円形の刺突文をもつ土器である。肥厚帯の上に竹管や刺突や，へら状施文具の押し引きを施

した例が多い。ただし， 図90－17 ． 19， 図91－37のように肥厚帯か発達しないものや， 図90-

28～30, 図9l-34のように円形刺突のないものもある。図91-41～53は胴部破片で， 図91 41

～43には複節の繩文が， 図91-50～53には綾絡文がある。

Ⅳ群a類（図91-54～56, 図92-57～61)

図91-54は2段の肥厚帯が口縁部に形成されている。図91-55 ･ 56は胴部破片で， 図91-56

の凸帯の上には繩線文力:認められる。図92-57は口縁部破片で，地文の繩文の上に沈線が施さ

されている。図92 58～61は胴部破片で撚糸文のものである。

Ⅳ群b類（図87－2， 図88 3～15, 図89-16～21, 図92-62～80, 図93-81～95, 図94-

96～99）

産
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II 美々4世跡のI淵査

図92 67～72, 図94 99は，地文に繩文を施文した後， 口緑や頚部に平行沈線をめく、らし，

その間を鋸歯状の沈線で埋めたものである。図94 99は図92 67や68のような，外反する口縁

をもった深鉢形土器のlliil部に相当すると思われる。図87-2, 図88-3～15, 図89 16, 図92

-73～80, 図93－81 ．82 ．84～87は，表面調整が良好で内面や無文帯が研磨された土器である。

器形は， ほとんどか単純な鉢形で，浅鉢形のものと深鉢形のものがある。鉢形のほかに壺形（図

88－13, 図89-16) ､ 台付鉢（図88 12･ 15)の土器もあるが，数は少ない。文様は磨り消し

帯が発達し，文様帯が胴部に限定される傾向が強い。 この文様帯は，上下を沈線で区画され，

繩文のみのものや図93-85 .86のように鋸歯状沈線か施されたものもあるが，斜行繩文の上に

数条の横走沈線を加えたモチーフが多数を占める。 この沈線は，縦位の沈線で連結されること

が多い。

図89－17 ． 20， 図93－83 ．88． 89 ． 92～95, 図94 96は頚部のくびれた深鉢形で，大波状口

縁の土器が多い。 口唇や頚部のくびれた部分には，特徴的な短刻線ﾀ'1か~みられる。 また地文に

は羽状繩文が用いられている。

図93 95, 図94－97．98は鉢形または壺形土器のMInl部大破片である。図93-9() ･91は， 口縁

部破片で，短刻線列と内側から外側への突瘤文がみられる。

Ⅳ群c類（図89-22, 図94 100～119)

深鉢形土器と注口土器がある。器壁はうすく焼きの良い土器である。 口唇断面は器内面に向

って斜めに肖|jられ，切l)出し形を呈するものが多い。 このほかに平らに成形されるもの，指頭

等で圧し潰したものがある。 口縁部には器内面からの突瘤か~めく･り，沈線とともに多用される。

図89 22は長頸の注口土器で休部は球形をなす。頚部の立ち上がり部には肥厚帯がめぐらさ

れ，休部には円形の貼瘤が等間隔に配されている。図94-105 ･ 106･ 111はl司一個体で， これ

も長頸の土器(注口土器？ ）かと思われる｡切')出し形口唇の上に繩文力施されている。図94-111で

は沈線間にたての刻みがつけられ， 図94 112には沈線に沿って棒状工具での刺突が配されて

いる。図94 116～118は底部片で上げ底気味。図94 119は注口先端と休部に肥厚帯があり，

繩文が施されている。赤色顔料がところどころに残存している。

V群a類（図95-119～126)

鉢形土器の破片である。 口唇の形態には，平らに成形されるもの， 口唇上が指頭等で圧し潰

されるもの， 口唇にかけて薄身となるものなどがある。全例繩文地に爪などによる連続する文

様が配されている。連続する文様は，単なる刻みとなるもの（図95-121 . 126） と，押し引き

により胎土のめくれとしてみられるもの（図95-120･ 122～125) とがある。図95-123には,器

内面からの突瘤文が口縁をめぐっている。

V群c類（図95-127～143, 図96 144～148)

図95-127は口縁に2条の沈線をめく．らしたものである。 口唇上には小さな突起がある。図

95-128～143, 図96-144～148は繩線文や棒状施文具の押圧を多用するバラエティに富んだ文

様をもつ土器で，深鉢形と浅鉢形の器形がある。図95 138 . 141～143は浅鉢形土器の口縁部

彫

1戸1

101



II 美々4遺跡の調査

破片で， 口唇上やu縁内面に繩線文が施文されている。図95-143には焼成前の貫通孔がある‘

ほかは，深鉢形土器と思われ，無文のもの（図95-130, 図96 145) ,横走する沈線や繩線文

をもつもの（図95－128 ． 129 ･ 132 ･ 133･ 136 ･ 137) , 弧状の沈線が向い合うもの（図95-

131 ･ 134･ 135)などがある。図96-146は，胴部破片で, 2つの隆帯上に等間隔に棒と指頭の

押圧がみられる。図96-147 ･ 148は底部破片で繩文が施文されている。図96 144は深鉢形土

器の口縁部破片で5条の横走沈線を口縁に配し， その下にジグザグ状のコンパス文を施したも

の。 この土器はV群c類とはやや異質のものであり， あるいは別分類に属するものかもしれな

い。 （青柳文吉・森秀之）
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図87 11黒層出土の土器
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II 美々4遺跡の調査

図88 11黒層出土の土器
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II 美々4遺跡の調査

図89 11黒層出土の土器
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1I 美々4遺跡の調査
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11 美々4遺跡の調査
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2）石器等（図97～101）

剥片石器273点，礫石器459点，石製品12点，土製品4点，石核・剥片・屑片11,776点，礫・

礫片1,020点が出土した。石器は調査地区ほぼ全域に散在するが，剥片(01) ,屑片(02)の85

％は5地点でまとまって出土した。すなわち， 1)調査地区北西部の台地上F1-62-77･78周辺

で596点， 2)調査地区南西部のH－2周辺から斜面にかけての5m×15mほどの範囲で2,715点，

3)南東部の斜面Fl-63 18周辺の5m×5mの小範囲で1,640点, 4)調査地区南端斜面下部の

F 64-11･ 12周辺で2,302点, 5)同じく斜面下部のF1-64-43･44周辺で2,842点である。

剥片石器では石鍼(A)がもっとも多< , スクレイパー(E) ,石棺またはナイフ (B)が

これに次ぐ“。つまみ付きナイフ (D) ,石錐類(C)はわずかである。礫石器では石斧(F)

が多く ， たたき石(G)がこれに次ぐ．。なお，石斧， たたき石の破片が251点あり， これらは

打割器（Ⅳ）の破片として一括してある。礫器(H) , すり石(J) ,砥石(K)は破損品の

みである。石錘(N)は片麻岩製の小破片が数点出土しただけである。以下に図示した遺物を

中心に石器等の概III各を述べる。

石雛（1～45) : 181点出土し，剥片石器の66%を占めている。有茎のA7 (15～44)が圧

倒的に多く ，薄身雛A3 (1 ･ 2) ,三角形雛A4 (3～13) ,木葉形雛A5 (14)はわずか

である。石質は2 ． 4 ． 15 ．40が頁岩製でほかは黒曜石製。 lは柳葉形雛A3a｡ 2は五角形雛

A3boいずれも二次加工は丹念である。三角形雛には平基のA4a (3～7) と基部か湾入する

A4b (8～13)がある。二次加工は4 ･ 8 ･ 11で周縁部にとと、まるほかは，全面に施されてい

る。 4はほかのものに比べて先端が尖っている。 13は大型で基部の湾入は深い。 14は木葉形雛

A5．二次加工はあまり丁寧ではない。有茎雛A7は，調査地区中央部の台地上から斜面に移

る付近，南側の斜面下部，繩文時代後期Ⅳ群・晩期V群の土器が多く出土した地区に多い。か

えしが不明瞭なもの（15～34） と， 強く張り出す特徴的なもの（35～44）がある。いずれも二

次加工は非常に丹念である。 18は茎部が比較的太く全体の器形が丸味を帯びているもの。 27は

基部が雛身に比べて長い。 32は方形の太い茎部をもつ。 44はほかのものと比べて狭長で茎が雛

身とほぼ同じくらいの長さがある｡45は,左右対称の形をとらない特異なもので， 二次加工は周縁

にのみ施されている。先端と両側縁が磨耗していることから，石錐あるいはスクレイパーとし

て分類される可能性もある。

石槍またはナイフ （46～59） ： 35点出土し，半数は破損品である。 57がメノウ質頁岩でその

他は黒曜石製。有茎のB1 (46～55) ,無茎のB2 (56～58)木葉形のB4 (59)がある。 54～56以

外は二次加工はあまり丁寧ではない。有茎のものでは54． 55を除きかえしは明瞭ではない。か

えしが左右で|可位置ではないもの（46．49 ． 50） ， 片方のかえしがほとんと、みられないもの

（47．48．53）がある。 54～56は茎部の両側縁の磨耗が顕著である。 56は器部全体が湾曲する。

石錐（60～62） ： 5点出土した。図示した3点以外は破片である。 60は刺突部が欠損してい

る刺突器C1．扁平な黒曜石の剥片を素材にして刺突部のみを作りだしたもの。 61 ･62は棒状

ドリルのC2ao 61は頁岩製で，断面は三角形を呈し両端を使用している。 62は黒曜石製の大型

1房旬

1／、



11 美々4遺跡の調査

のもの。両先端の磨耗が著しく 、 回転によると,思われる擦痕がみられる。

つまみ付きナイフ （63～69) : 14点出土し，すべて縦形である。 68を除き，二次加工は粗雑

である。主剥離面右側縁に調整痕をもつDI (63) , 片面周縁加工のD3a (64～67) , 両面

加工のD5a (68･69)がある。 68は亀甲形の非常に小さいつまみ部が特徴的である。 69は厚

みがありつまみ部は太く小さい。 64．65 ．67か頁岩製， ほかは黒曜石製。

スクレイパー（70～77） ： 37点出土している。 77以外は不定形の剥片を利用したもの。石質

は74～76が頁岩製であるほかは黒曜石製である。尖頭形に近いもの（7()～72） ，横長剥片を利

用したもの（74～76）なとゞがある。 70は直線的な部分と，快')込みの部分に刃部がある。 71は

二側縁に刃部がある。 72は断面が三角形で， 左下側縁の磨耗が著しい。裏面の|可位置には無数

の線状の使用痕がある。ナイフとしての機能もあわせもつものであろう。 73は錨i(IIする刃部を

もつもので，全体が弓なりに外反する。 74， 75は一側縁， 76は二側縁にそれぞれ刃部がある。

77は二等辺三角形を呈する特異なもの。三側縁に急角度の刃部がある。

石斧（90～101) : 85.!|II出土している。図示した以外はほとんどが破損品である。打製石

斧(Fl )が4点ある以外はすべて磨製石斧(F2)である。敲打による整形のF2b (94) ,

全面磨製のF2e (95～101)が多い。打ち欠き整形によるF2c (90～93)は少ない。明瞭な使

用痕があって， 「手斧（ちょうな)」 と分類できたのは97のみである。 92は楕円形の扁平な礫を

素材としている。原形をあまり整形せずに， 荒く打ち欠いた後， 刃部とその周辺を研磨している。

93は基部の整形が粗雑で凹凸がある。 94は断面が楕円形の乳棒状石斧。基部の側縁が直線的で、

厚みがある。敲打による調整はあまり丁寧ではなく ， 刃部とごく一部のみ研磨されている。基

部で破損している。 97は小型で重量感があり刃こぼれがみられ片刃のもの。刃部に直交する線

状の使用痕ｶｾみられた。 1011こも同様に刃部に直交する擦痕がみられたが，研磨痕か使用痕かは

明瞭に区別できなかった。 98は基部が張|)出すもの。 99は直刃に近い。 100は基部，刃部ともに

薄く狭長のもので刃こぼれがみられる。石材は99.100が片岩, 101が黒色片岩でほかは緑色泥岩

である。

たたき石（102～109) : 67点出土した。石斧に次いで多い。扁平礫を素材にしたG2 (105)球

形礫素材のG3 (106 ･ 107)が多い。ほかに棒状礫素材のG1 (102～104), <ぼみ石(G4)

がある。 102･ 104には両端に細かい敲打痕がある。 102は珪岩, 104は砂岩製。 103には荒く打ち

欠いた礫の端に敲打痕がある。 カンラン岩製。 106は安山岩製でほぼ全面に敲打痕がある。107

はII岩製で，荒い敲打痕が全面の3分の2ほどにある。 108は丸みを帯びた直方体状のもので泥

岩製。 109には断面四角形の礫の表面に2か所，側面にも3か所敲打による連続した荒いくぼみ

がある。砂岩製。

すり石(111) : 14点出土した。図示したほか13点が，北海道式石冠(J4)の破損品・破片

である。

砥石(110) : 29点出土した。すべて破損品・破片で，砂岩製である。 110には表裏面に平滑な

砥面がある。裏面には先の丸い棒状工具による~と思われる直径8I'1m,深さ3～4Innlの断面U字

又

叉
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図101 11黒層出土の石器

形の孔がある。

台石・石皿(112) : 7点出土した。完形品は図示した1点のみである。 112は凝灰岩製。表

面と裏面の一部に平滑な使用面がある。側面にlか所，研磨されややくぼんだ面がある。

石核(89) : 14点出土した。いずれも黒曜石で小型である。

石製品（78～89） ： 12点出土した。 78は第5群の墓域南東端のTa d2層面から出土した勾玉

様のものである。頭部と尾の部分に刻み目がある。片側穿孔で表面はやや風化している。硬玉

179



II 美々4遺跡の調査

製。

79～88は「三日月形石器-」 と称されているもの。いずれにも，二次加工がほぼ全面に細かく

丹念に施されており，すべて黒曜石製である。 81～86は第2群の墓域北西部, 79･80はそこか

ら少し離れた位置で， それぞれまとまって出土した。 86の側縁がやや直線的であるほかは，両

側縁はゆるやかに湾曲している。いずれにも使用された痕跡はみられない。 87 ．88は第6群北

東部盛土の上層から出土した。 さきの8点に比べるとやや小型で外側縁の湾曲も大きい。 2個

とも先端が丸くなっており，側縁には磨耗痕がみられる。 88は内側縁の磨耗が著しい。

土製品： 4点出土している。 同一個体と思われる滑車形耳飾の破片が3点出土した。

（遠藤香澄）
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II 美々4遺跡の調査

~~

’
村

蛍

坐昨一山

‐

川弍

さ （(‘､）~分軸麺匹
B1 |F!"-7,1 63-75

/咄

製
辨
岬
一
塀
一

や
一
昨
一
一

F, 63…74

|F:"L
~~

｜

’

Rワ
Fか

､､

’~弓司 Iga-shl」塾
ソ

『

〈

Ｕ

勺

ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

【

Ｉ

４

４

参

？

』

，

』

、

Ｊ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

か
，
（
ｕ
ゾ
ハ
、

『

Ｉ

【

；

Ｉ

や
ｈ

Fl 64 64ロワ
哩凸

戸
Ｊ
Ｉ

Ｆ

『

』

’
｜
謁
一

司渦
89石()bs1戸 バハハー

rl－blj－UD

91 t］26.LFl-63 43
nll

D署、Iq

別

０

９

８

１

８

６

Ｏ

０

Ｘ

Ｘ

５

９

３

０

爆

い hIQ

ql
型』

石 錐 ３

５

８

８

３

３

６

６

~~
~Ｅ

Ｆ

「 ｜~ ~hi l

F, 63-88 8.6X3．lx 1 ．2 1 61 ，3 〃

７】

""

Ｒ》

う
》

１

２

Ｘ

Ｘ

１

４

３

４

碓

鍬

８

９７
』

（

３

Ｑ

ゾ

ヘ

。

４

△

〔

ｂ

沢

ｂ

１

１

ハ

ム

Ｆ

Ｅ

qソ
ﾜﾊ
上｡bL

1 ．フハハ

lJU･U0町
８

０

７

】

Ｑ

〉

ｑ

〉

８

ハ

リ

ハ

Ｕ

Ｘ

Ｘ

ｎ
ｕ
Ｍ
句
ム

ー
ー
凸
、
ノ
』

Ｘ

Ｘ

Ｆ

Ｄ

－

３

ハ

ｂ

一

、

８

句

凸

声

ｂ

９

７

〕

川

宝

ハ

０

〈

０

１

１

句

星

Ｆ

Ｅ
ｌ

″

ｎ
Ｕ 5,5x2．2x0819．0

（ ）
r

~

61 519.9X5.4X3，8F1 64-l421
63 重弾

14

7.4X2．8X1 ，5 )0F ハイ句T

rl O坐一／上
Fn

rムモ
Q気

11.2）4.8)X2~6XO~7E2 63 78
、n
UJLD3a64
~

I1RO~~~~~［
Ｊ
Ｊ
ハ
ト
Ｌ

掠引し

１
１
上
１
１
勺
Ｉ
４

Ｘ

Ｘ

Ｘ

４

２

０

４

３

４

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｆ

０

一

○

戸

５

，

５

８

６

8．5X4.4X1．7 、
／
〕
（
Ⅲ
Ｕ
、
グ
と

〔
ｕ
ヅ
ハ
Ⅱ
Ｕ
〔
ｕ
Ｊ

４
宝
ｑ
Ｊ
４
詮

毛
胞
Ｕ
戸
内
Ｕ
〔
ｈ
〕

ワ
写
１
１
句
必

Ｅ

Ｆ

Ｅ

(1剣R
NAUq聾E2 64-92 (6．3)X2．4X0.9

~

75. 1 11

昨
一
訓

1 ノ yィ6. l x2．2X0.8Fl 64 l4hm
Uu

5（
18Fl 63-401 5~7X3~OX （β7

研

銘

4 ] 二

~

~~

86.2, Scll‐

64，5 〃

z90.0IBl_scl、

bCh

Bl-Sch

執

４

２

５

１

１

２

Ｘ

Ｘ

Ｘ

８

２

５

３

３

４

Ｘ

Ｘ

Ｘ

６

５

０

９

２

５

１

１

閃

弱

卿

３

４

３

６

６

６

１

２

１

Ｆ

Ｅ

Ｆ

()h 〃
6．2X2．0X5‘5D5a lF1-64-84

lOO１ハ
ｕ
〉
月
‐
Ｉ

ｎ

Ｕ

八

叩

ｖ

Ｘ

Ｘ

刈

斗

ゲ

ｆ

３

２

Ｘ

Ｘ

ｌ

１

４

６

F1-63 3669
~

肱

１

Ｃ

ｊＯ

〔

０

０

０

〉

ｑ

〕

り

ど

？

』

旬

Ｊ

－

り

ｑ

邸

、

２

ハ

ｊ

Ｘ

Ｘ

５

７

４

４

Ｘ

Ｘ

八
Ｗ
〕
ｎ
ノ
〕

Ｆ
ｈ
Ｊ
ｑ
Ｉ
４

ｑ
ｌ
上
『
１
人

７

６

４

７

３

３

６

６

Ｆ

Ｆ

101咄
一
両
池

FワーM 14
4も V~▲ ▲~■

司八

/U
咳 I

~

~

Ⅲ！ たたきイ
（

一
弘 R4

~~
~

5.2X2.7X0．8F2-64 24／1
~

)55. 1 p凸T，り

０

３

４

Ｘ

Ｘ

５

７

６

６

Ｘ

Ｘ

〆

０

句

Ｉ

Ｑ

Ｊ

Ｑ

ゾ

ハ

Ｕ

ｎ

ｕ

Ｆ

Ｄ

月

Ｉ

４
幾
Ａ
幾

戸

０

ハ

０

２

１

Ｅ

Ｆ

″

〃

｝hXI1リ7.0X2.OX l －O1-64-81

48,5 、角~~
11.0９

２

０

ｌ

ｘ

Ｘ

，

】

〔

０

７

】

ハ

ｎ

Ｘ

Ｘ

５

？

５

４

F,1 64 14

F ハ4nl

r2 O砦‐41

' 名
ﾛリ

ハ
Ⅲ
〕
（
ｎ
ｖ

ｎ

Ｕ

民

Ｊ

八
Ⅵ
ゾ
リ
ム

リ
、
ｕ
ｑ
ｌ
人

戸
Ｊ
Ｊ
〈
×
Ｕ

ワ
ム
．
月
笠

Ｘ

Ｘ

門

Ｉ

か

り

ｎ

吋

言

Ｄ

Ｘ

Ｘ

５

４

０

５

１ LJnlﾄﾞ1 63 （U2'1、h
udh

41

anq
↑~ か、弓R

L2 DD－〃
戸勾

U●]O1i5.2X3‘6X0.7Fl-64 ll
~~

)3‘ （E2-64 l2 4~2X4~3X4~2 Lne【
Ｊ
ｌ

ｎ
Ｍ
Ｗ
ｕ

~

( 13．0）5,2X(3，3)X0,7F2 64-別〃イb

Mud5.9X4~ lX3~3 168~0E2-63 9411M Ｕ
｜
皿

F1 63-471 3.6x3．5X0．7 8~3 UbS
~

Ta-(12上旧1

出土．
血
一
恥

]() 3X7.0X5．8E2 63 65
、同~~119Jad3 95x 1 , 12x0．92 1 9. ］

ロ
川

工

坐

判

茨
ｒＥ

、
く
Ｊ
ワ
ｊ

〈
川
叩
亨
１

句
、
ｕ
ｎ
グ
ム

ハ
、
〕
（
ｈ
Ｕ

Ｆ

Ｆ F1-6
2
7
7

PX~~

三日月
IrJf . 1u】

ITブイI Z芥

lX7.8X 1．9
砥 石| K! Fl 64-34（ 0.7(29)Xq7X|

（ ）hR
79石製,W］

’
95x'L2x59 1($両~0）E2 64-60す り石111３

３

Ｏ

０

Ｘ

Ｘ

８

８

０

Ｏ

Ｘ

Ｘ

４４

戸、

９

』

？

］

’ ’
4 900~0’ ｆｆ《

ｎ

ｍ

ⅢF1-62 671
’

2 63-82 21.8X18.8X10,7ﾙ112

181



II 美々4遺跡の調査

4 旧石器時代遺物の確認調査

（1） 概要

第I ･第II黒色土層での調査を終えたのち，台地平坦部にトレンチを設定し， 第Ⅲ黒色土層(Ⅲ
黒層）およびEn-a層下位のローム質粘土層で遺物の確認調査を行なった。

トレンチはⅢ黒層面でIIIE10m,総延長80m, ローム質粘土層面でI"5m,総延長65mである
（図'02は， ローム質粘土層上面でのトレンチの位置を示したものである)。

まず, Ta-d2層をとり除いたところ， ローム面に50～60cmの円形のシミが密に現われた。Ⅲ
黒層と呼んでいる部分である。調査の結果， このⅢ黒層からは,0点の黒曜石のチップか50cIn四
方くらいのところからまとまって検出された。

つぎに約3mの厚さがあるEn-a層を重機で除去したのち，現われたローム質粘土層での遺

物確認を行なった。人力により lmほど掘l)下げる過程で， 黒曜石のフレイクを，点検出した。
上面から約38cn'下位である。

Ⅲ黒層， ローム質粘土層とも出土地点周辺の拡張を実施したものの、遺物は出土しなかった。
とくに後者では， 来年度以降の調査区域に接しているため4m型ほどの拡張にとどまった。

これらの出土遺物から得られた黒曜石水和層測定による年代は付’に示すとおりである。
（2） 出土遺物

’～10はⅢ黒層出土のチップ, 11はローム質粘土層出土のフレイク。石質はいずれも黒曜石。

4 ． 7は表側全体に， 10は一部に熱を受けている。 これらチップは0．l9以下で非常に薄く小

さい。 llは横長剥片で，背面の一部に原石面を残している。背面を打面として，小剥片を連続

的に剥離しているためバルブはない。刃こぼれ状の痕跡が背面の両側縁にみとめられる。

表21 掲載遺物一覧

’ 名称 ｜ 発掘区 大きさ(('I'')
チップ F,-63-84 0.7×0.8×0.2

〃 〃 0．2×0．7×0．1

〃 〃 0．5×0．9×0.1

〃 ノノ 0．8×0．7×0． 1

〃 〃 0．3×0．4×0． 1

〃 〃 0．6×0．5×0．1

〃 〃 0．3×0．8×0．2

〃 〃 0．7×0．8×0． 1

〃 〃 0．4×1 ．0×0．2

〃 〃 0．3×1 ．3×0．2

~フレイク F1-62-88 6.7×3.5×1 ．7

~~

″｜〃

″‐｜″

（) .8×0．7×0

（) ．3×0．4×0

″｜″

重さ(9) 材質

Obs.

工
〃

〃

〃

〃

〃

２

３

４

５

６

７

８

９

，

，

-部焼けている

″

″

″森一
一部焼けている

水和層測定

※重さの空欄は0.1g以下のため計測不可能
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I1 美々4遺跡の調査
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×は遺物の出土位置

図102 1日石器確認調査区と層序
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I1 美々4遺跡の調企
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図103 111黒層とローム質土層出土の遺物
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付1 美々4遺跡出土の黒曜石石片の水和層年代

測定者帯広畜産大学教授近堂祐弘

測
定
数

水ｲⅡ層年代＊

(B.P.年）

水和層厚

~l~ /

X土ぴ（〃、

Ti含量

i銘）

黒雌石

原材産地

図番号~且」

届
ノ曰

ユ
ｖ
ｌ

ｉ

発州区
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０

０

０

０

０
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く

く
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ｌ

ｊ

Ｏ

Ｏ

Ｏ
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３

Ｏ

７
ｑ
ｐ

１

２

８

１

１

１

'一勝三､股

〃

4．36±0． 1(）

4~43±0． 13

5－36＋~0．11

Ⅲ黒層(En-aチョコ帯）

1I1黒層(En-afョコ補）

En-a層下位ローム層 0~033

６

０

０

１

２

２

４

４

８

８

８

８

~~３３２

６

６

６

~

~

１

１

１

Ｆ

Ｆ

Ｆ

＊水ｲ|]層年代値は， 十勝三股産黒唯石の75℃（後期旧石器時代)における水和迎IJli160("m'/100()年）

して算出した。

チ付2 美々4遺跡冊土木炭の液体シンチ
ン炭素年代

レーショ

ム
ロ

や
守
口
ｆ測定者京都産業大学教授山田

KSU-969 3,24()=L130y.B.P. (P-149土擴上部）

KSU 970 3,460±35v.B.P． (P-123覆土中）~~
測定結果
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Ⅲ美々5遺跡の調査

美々5遺跡の調杳Ⅲ
‐

1 概 要

美々5遺跡は， 美沢川の左岸南向きの急な斜面から標高25m前後の台地上に広がっており，

西側て美々4遺跡と連続し，北東側で美々6遺跡に接近している。遺物包含層は，厚さ約50cIn

のTa c層を挾んで上下に堆積するI黒層およびII黒層の二つの黒色土層である。この遺跡は

すでに昭和51 ． 53～54年度にわたり, 16, 130m'について発掘調査が行われている。'53年度の調

査では, I黒層から繩文晩期末葉の住居跡，土曠墓II黒層からは繩文時代早期・前期・中期

の住居跡，前期・後期の土擴墓， 周堤墓, Tピットなどが発見されている。 また, En－a層下

の褐色ローム質粘土層から，黒曜石， 頁岩製のフレイク・礫等の旧石器時代の遺物が発見され

ている。 55年度には, II黒層から，早期・中期の住居跡，土嘘墓, Tピットなどが発見されて

q
ハ

レC2Lﾉ2

，一L 王

『
』

圭一

64

＝

－67

主』

図104美々5遺跡の調査地区
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Ⅲ美々5遺跡の調査

表22 美々5遺跡遺構･遺物一覧

名称・分類

土 」職墓

I黒層 II黒層 I黒層 11黒層名称・分顛 II黒層 名称・分噸 I黒層

､ F1.

1基 1

墓の可能性

ある土塘
幟 ！

316 4IIIb 3Ib-4
ワQ
全qJ V(』99］

~

土 /み、
1 1Ⅱa－2 10 計 322 2．859Ⅳa ワQ

曽恰ノ

~

_1

【ＪＪ

遺構内出土ⅣbIIa 1 b

316 1，558
【1，

証下 III 6 W<

~‘ ~Ⅲb 1 2 Va 229

石雛A2 14a ７ ２

月 ［
Ｉ

句

、a ４４

恥

巾
／
］

1へ
i J 砥布Kl 4２サ

３ 石錘N

ﾁﾘ片01

ク
］ 4， ク

〕

石 ~

〔､クレイバー

E

1へ
士口 1551/1

入罰
Q

使用痕･加工痕有

剥片01a
h 石斧F2b 142h

５ 暦片･ 02

礫 X()

1 貝hC

７
11句

11｡、 e）

器

305７ l(） ２ 礫片X1

石製耐！

25

ヘ 1L〕〕

石槍またはナイフ

B2
計漣

１

ノ
ー
Ⅸ

／ 7961 F 5

美
ご
伊
ロ

たた
ー了一

'に1

1
B 遺椛内出土1 11

等

石錐Cl 1 Ｚ
~

３ 81~

つまみ付きナイフ

D1
10 (i う

す ’） 石

J 1
103a 1
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Ⅲ美々5遺跡の調査

ャ 』色o

本年度の調査地区は， 55年度の調査地区に隣接し，本遺跡の北端に位置する。調査面積は，

I黒屑が429_5m, II黒層か~6489.5mである。 En-a層下の褐色ローム質粘土層260mについて，

遺物確認調介を行なったが， 遺構・世物は発見されなかった。

I黒)曽から遺幟は検出されなかった．出土遺物は土器片のみである。 II黒層から拠入したと

思われる繩文ll寺代晩期初頭のV群a願土器片数''IIを除けば，繩文時代I1免期末莱のV群c類土器

に限られている。 これらは, 5m×5mほどの小範囲から出土している。

II黒層からは，土咄墓1個，墓の可能性のある土脳41,'il,計5個の遺構が検出された。平面

形・規棋はたがいに類似している。伴出遺物はなく ，構築時期は明らかではないが, P-1の

覆土からⅣ群c類土器が出土したことから，繩文時代後期末葉以降に作られたと思われる。

包含層の出土遺物は，土器片および石器等である。土器片には繩文時代各時期のものがある。

石器等は， 74％が剥片・屑片・礫・礫片である。(遠藤香澄）

2 1黒層の遣物

I黒増から発見された遺物は，土器片のみである。

(1) 遺物

総数322点の土器片のうち， 316点はV群c類で， これらは比鮫的狭い範陛lから集中して出土

した。土器片のいくつかは, Ta-cl層にもぐり込んでおり，遺構の存在が予想されたため周辺

の粘査を行った。その結果，瓜倒木痕と思われる自然の落ち込みを検出したが，遺構は認めら

れなかった。 このほかの6点はV群a類の土器で， Ⅱ黒層出土の土器と接合したことから風倒

木等，何らかの理由でII黒層から混入したものと思われる。

1 ）土器

V群c類（図106-1～9 ）

4 ． 6は， 口縁部に数条の平行沈線をめぐらしたもので， 口唇部の内面にも繩文がある。 1

． 5 ． 7は繩文のみのものである。 lは大型の深鉢で， 口縁が小波状を呈する。図上で輪郭を

復元した。 8 ． 9には刺突文がみられる。 2 ･ 10は深鉢の胴部破片である。 （森秀之）
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1I1 美々5遺跡の調査
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図105 1黒層の調査地区

表23 掲載土器一覧

（実測図）

空 さ （c、） た き さ (cm)
番号 名称 発掘区分類 備考 番号 名称 分類 発掘区 備考

| 口径|底径’底径口径
吉
向 口径 器高

Vo lB' 64-631(239) | 2131 |図上復元| | 'V（ B2 64－63 図上復元(23‘9） 29.3
~深鉢I 深鉢 図上復元B2－64 63V

(拓本）

~｜
| 薪号 ’爵号番号 分類 発掘区 番号 分類 発掘区 稗

昨

発掘区

，S、58B調3 V（ V B2 64-63 B2-64－63q

B2 64 63I
~

S.58B調
〃 〃

’５ B2-64-638〃 〃 〃
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Ⅲ芙々5遺跡の調査
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1I1 美々5世跡の調査
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3 11黒層の遣構と遣物

II黒層からは, 5個の土壌を検出した。出土遺物は, I群b類～V群c類の土器片と石器等
および蛇紋岩製の垂飾である。

（1） 遺構

1 ）墓および墓の可能性のある土塘

5個の土曠は， 発掘区の65ラインより南に散在していた。 これらは, 11黒層上面が浅いくぼ

みを呈していたため，土擴の存在が予想されていたものである。 これらの土砿は， たがいに規

模・形状が似かよっており，時期， 用途もほぼ|可じであろうと思われる。 しかし， これらのう

ち， 人骨が検出されたのはP 2のみで， ほかの土擴の用途については推測の域を出ない。時

期については，伴出遺物がないため特定は困難であるが, P-1の覆土からⅣ群c類の土器片

が出土しており， これらの年代は繩文時代後期末かそれ以降と考えられる。
P－1

擴底はEn-aローム層を掘り込んでつくられ，平坦である。覆土中から土器片（図111-46･

47） と石鰄（図113-46)が出土した。
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1I1 美々5遺跡の調在
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Ⅱl 美々5遺跡の洲作

蝿棋 l .65×l .6()/1.3()×1 .10/().74

種土 I 黒色( I") II 茶褐色(Ta-(I !)

1I1 菰褐色(Ta-c] ) N I暗茶褐色(II,it(+d,>d2)

V II背茶褐色( II ’1､{>(| !+(12) VI Hi'f茶褐色( 11黒+d'>(12)

Ⅶ略茶褐色(d&+d2>II4) Ⅷ ，ﾘ､潤色（Ⅱ蝋>(l,)

Ⅸ蝶褐色( II黒>(l,) X 略褐色(d!+d2>II")

XI 黒褐色(II71A<d'<[12) 刑黒褐辿( II ;¥+d,)

迩物土器Ⅳc : 4． ィl-器A7 : l｡

図111－46 ． 47 ：Ⅳ(， 図113－46 : =l7 (1 .8)×(L3)×()4 (()9) ()bs.

P－2

噛底はEn aローム屑をlllllり込んでつ〈られ平1･l].である。唯は急角度で立ち上かり， オーハ

ーハングする部分かある”保存の悪い粉末状の'骨･ 11-が検出された。遺体の皿位，姿勢等は不明

である。

位世B2 65-8() 平面形円形

規椣 l ~ l×l.()7/l.()6×0.82/() .43

種土 I 黒色(II黒>(12) II 黒褐色(II黒+[1'>(12)

IⅡ 褐色( 11 ｣1.I;(>[12) Ⅳ黒色(II 'W>d,>(12)

V 黒色(II#､(>d! ) Ⅵ黒褐色（Ⅱ黒>(12>(1 ｣ )

Ⅶ精褐色(d2>11,!~I,り Ⅷ H所褐色( I1黒+(12)

Ⅸ黒色(II黒+(12)

P－3

EI1 t,ローム臆をわずかに掘り込んで城底としている。鵬底は平坦で，錠との境界は明瞭て

ある。雌は急角度で立ち上がる。

位慨Cl 64-39, C1-65-3() 平而ルク袷|u形

規椣 (111)×1.08/() .99×().82/06() K!鮴ﾉﾌ|イリ N-70｡ W

種土 I 樋褐色((12>II黒+d1) II 黒色（Ⅱ蝋>(12)

Ⅲ黒色(II黒>d2) Ⅳ黒褐色(II黒>(11>d2)

V ;LM色（Ⅱ黒>Ll') VI "1 .I､(褐色( II黒>(12>d, )

Ⅷ桧褐色((12>II#;() Ⅷ暗褐色( II黒+(12)

Ⅸ ，｢.!{色( II黒+d2)

P-4

E11 aローム層をわずかに掘i)込んで城底としている。城底は平坦で， 壁はゆるやかに立ち
~T 】 、、 ~ヲ

」一.刀、色。

位置C1-65-40･41 ･50･51 平面形円形

規模 1.40×140/l00×0.90/()52

1Q〃
工Lノま



IⅡ 美々5遺跡の調査

催褐色(d2>d' )

,ﾘ,L色（黒色>d2)

黒色（黒色（黒色十d,)

茶褐色(d>黒色）

ﾉ'|;L色( ,'1(色>dl+d2)

覆土 ’ 黒色（黒色>d2)

Ⅲ褐色（黒色>d)

V 明褐色(d,>黒色+d2)

Ⅶ明茶褐色(d2>黒色）

Ⅸ黒色（黒色>d,)

P－5

堪底は",､a－d2層を掘l)込んでつくられ，

位置Cl 65 51

規模085×075／0.52×0．40／0．42

覆土 ， 黒色（黒色>d2)

，Ⅱ黒色（黙色>d2)

V榿褐色(d2>黒色）

Ⅶ褐色(d2>黒色）

II

Ⅳ

VI

Ⅷ

Ｘ

わずかに湾||Hしている｡壁はゆるやかに立ち上がる

平面形楕円形

長軸ﾉﾌ向 N 30。 W

Ⅱ茶褐色(dl+d2>黒色）

Ⅳ褐色（黒色>d! )

け

Ⅵ黒褐色（黒色>d2)

表24遺構一覧

~~

呪 キ奥 （､）

僻 ‘認 「ni l 底 ’川
’ 長岫 1開

秘土土器: 4

平面形

円形

〃

!￥1

1且
ノー』今

世．名称 11と-人ど群

’ 0．741 ．30×1 ． 1(）1 ，65×l ~6(）沁

帥

男

卸

~５５４５

戸

、

ハ

リ

６

６

~

~

~

、

１

２

１

ｌ

Ｃ

Ｂ

ｃ

ｃ

二－P－1

墓頭位等は不明0．431 ．06×() ~82

0．99×() ~82

1 ．00×0．9(）

1 ， 1()×1．07P－2

N－7．－ⅥN－7．－Ⅵ情円形 （1．11 ）×I ． ()8 岬

睡

P 3

'－－ 当
~

C1-65-:8: :i 円 H 1 ．40×1 ．40

0．85×0．75

P 4

N 30｡ W｜
~

0．420．52×() ．4(）陪円冊 ’
ハ ハF rー1

しl一bD－OlP－5

（2） 遺物

II黒胴からは，土器片2,859点、石器等795点，計3,654点の過物が出土した。土器はⅣ群が

全体の55％を占め，次いでI群が多く ， 35％を占める。N群は発掘区の全域から出土し, I群

は南1Hllに偏る傾向がみられる。 V群は，点数はやや少ないがC'-64-84区から集中して出土し

ている。 II群・Ⅲ群もわずかにみられる。 イi器等は，剥片や礫が大半を占め，定形的なものは

20％に満たない。剥片石器では石鰄が多く ，ナイフ・スクレーパー類がこれに次くゞ・礫石器で

は石斧が多い。

1 ）土器

I群b－4類（図110-7～20)

7～17は羽状の撚糸文を基調とする土器で, I i縁部に原体の端を押圧するもの(9),知繩文

を付加するもの(10･ 11)がある。 19･20の文様は魚骨文と思われる。

II群a 2類（図110-21～25)

胎土に繊維を含有する厚手の土器である。 21 ．25の繩文は組紐を用いたものと思われる。

10貝
LJJ
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1I1 美々5世跡の調査

II群b類（図110 26．27)

II群a 2類|両l様， 胎土に繊維を含有している。 ｜ﾉ1｢向Iは調擢されてなめらかになっている。

IⅡ群b 3類（図110-28～31)

いずれも胎土に細砂粒を含むもので，器Ini調悠は州維である。内外面に繩文がみられる。

Ⅳ群a額（図109 1 )

＃|製の無文土器である。器形は単純な筒形で, 1 1緑は平土Hでわずかに外反する。器巾i調整は

州雑で， 内血には指頭の圧痕がみられる。

Ⅳ群b噸（図110 32～34)

32は胴部破片で，繩文の上に平ｲ丁・弧状の沈線文を+if,'iいている。 33 ． 34は口織部破片で， 口

唇か内inllに肥厚し， 内面の調曠は良好である。 34は'二I唇直下に沈線で区画された2ダl1のf"ll"

か~あI) ， 内側から外11111への刺突で突瘤か~つくられている。 33は口緑部に羽状繩文が施文されて

いる。

Ⅳ群c類（図109-2～4， 図11()-35～40･48)

図109 2 3,図110-35～38は地文と突瘤文のみのもの， 図109-4． 図l10 39･40･48は

それに沈線が加わるものである。図109-4と図110 38はll'il部がややくび､れて， そこが無文帯

になっている。

V群a知（図109-5 ･ 6, 図11() 41～45)

図110-41 ．42は, LI縁部に2段の爪形文のあるものである。図110-43には貼りｿ留があl) ,

変化に豊んだI||1線で区画された磨消文が施されている。図109 6は浅鉢形の土器で,器表面は

よく研磨され，沈線でゆるやかな11ll線を雌調としたさまざまな文様が州き出されている。

ベ

庇

表25 掲載土器一覧

（実測図）

|番号
人 き 巻 （ (． i'､

器｢‘順･Jj l l f司与｢底底
大 き 基 く f,、）

備考名称 分類備考

図上復元

発掘区名称 分類 発掘Iヌ番号 f玉l I r至
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1

発州K番号
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2）石器

イ 『縦（ 1～46）

73''､!【出土したうち， 有茎のA7 顔(17～3() ･ 33～45)が半数をijjめる。いずれも明瞭な「かえ

し」のないもので, 2(.m前後の小Ji！のもの(17～22), 3(･'n前後のやや火刑のもの(23～45)が

ある。 これらは形態・分布からⅣ群の土器に伴うものか~多いと思われる。ついで三角形のA4

加（7～16)が多い。小JWﾘで正三角形に近いもの(7～9),二等辺三角形のもの(10～16)が

あ|) ，後者には蛙部の湾入するもの(15･ 16)がある。A3類( 1～3 ． 5 ･31), A5M(4),A6

fII( 6), A2"(32)は少数である。 Will葉形の1～4は，早期の土器に伴うものと思われる。

イI~"(47 ･48)

いずれも単独の尖頭部をもつもので、 つまみ部のつくられた47と，棒状の48がある。

打械またはナイフ（49 ． 50）

49はハ面i洲悠で下半部が欠けている。 50は側面観か湾曲している。 これらは，刺突具という

よりも刃器の機能をもつものと忠わｵ'Lる。

つまみ付きナイフ （51～73）

33,1,1､(出土した。 糸|｣片石器では石縦についで多い。そのうち黒Hﾙ1打製のものが8点， メノウ製

のものが2点で，他はすべて頁岩製であった。 2次調悠のちがいから, Dl"(51～59), D3a"

(60～66), D4a"(67～72), D5a"(73)に分類される。Dla類のう‐ランディング部分は，磨滅

して光沢を帯びているものか~多い。

スクレイパー（74～79）

14,1,'､( ,'+|土した。つまみ付きナイフ同様ほとんどが頁岩製で，実際つまみ付きナイフの破損品

をlWll用したものもある。頁岩のほかには、 黒|暇石製が3J.!X、 メノウ製が1 '1,1，(ある。 74･ 75は，

2次調幣が背面周縁に施されるもので， 75は腹而に原石伽を大きく残している。 79は両面に原

石Ihiを残しており， 小姻で盤状の原石の周縁に調整を加えて弧状の刃部を作l)出したものであ

る。 76はi'i'j面訓嬢, 77 ･ 78は片面調整である。

石斧（80～86）

48点,1 '1土。礫石器のなかでは蛾も点数が多い。 84は一部磨製のもので， いずれも幣形のため

の剥離とベッキング痕がみられる。 83 ．85．86は全面磨製の石斧である。 85と86は刃緑の一端

2()(）



ⅡI 美々5遺跡の調査

を破損している。 85は破損部に研磨を加えてなおも使用している。 80･81は石のみとして分類

できるもので， 81は基端部にも破損がみられ， 刃部損傷後．上下を逆にして再度利用したもの

と思われる。

たたき石（87．88）

87は刃部を失った磨製石斧を転用したもの。 88は石斧の未製品で､ある可能性かある。

すり打（89～90）

所謂「北海道式石冠」は7点出土した。ほとんどが破片で，完形に近いものは図示した2点

（89 . 90）のみで､ある。いずれも底面が使用によって滑らかになっており， 周縁には敲打によ

る剥離が認められる。 91は， 断面が三角形を呈するすり石である。図右半分は破損している。

石錘（92．93）

4点出土したうち，完形の2点を図示した。偏平な河原石の長軸両端を打ち欠いたものであ

フ｡

垂飾（94）

蛇紋岩製の玉である。長軸下端の一部を除き全面が滑らかに磨かれている。両側から穿孔が

おこなわれており， これとは別に片面には穿孔が中|析された痕跡がある。穿孔↓チは先端が円錐
（森秀之）

状の工具を用いたものと思われる。
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表26 掲載石器等一覧
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1I1 美々5遺跡の調盃
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干の考察Ⅳ

吟

1 美々4遣跡における区画墓の変遷について

l )はじめに

竪穴や溝で墓域を形成し， そこに単独あるいは複数の埋葬が行なわれる墳墓様式を「区画墓」

とl1乎ぶ。

このような区|[11i基は，美々4遺跡から昭和55年度の調査で6基(BS-1～6),58年度の調査

で7jiL (X 1～7)発見されている。 これらは伴出遺物から繩文時代後期末葉に編年されて

いる（図116)。 ここでは、これらを分顛整理するかたわら、本年度発見の土曠墓群とを比較して，

若干のまとめを行なうことにする。

2）区画墓の分類

過去の調査て､明らかにされた区画墓を，表27のように， その形態から大きく 2つに分類し，

さらにそのうちのひとつを2つに区分する。

まず，竪穴を構築して墓域を形成するものを「区画墓C」 と呼ぶことにする。従来， 周堤墓

または， いわゆる環状土離とⅡ乎称されているものである。本遺跡で､はBS 1 , 2, X-1~

表27 区画墓の分類
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W若干の考察

柾1

4の6基がこれにあたる (X-6は不確実な要素が多いため除< )｡

10～16mの円形竪穴を構築し， その掘l)上げ土を周囲にめく･らし周堤を形づくっている。竪

穴の掘り込みの浅深によって，壁および底面が把えられるものとそうでないものとがある。BS

-1 , 2, X-4は浅い例で，環状のわずかな高まりが把えられたにすぎないが，推定される

区画形態はやは')径10mを超える円形である。

この区画墓Cの墓曠は，墓猫の数にはバラつきがあるものの区画のなかに整然と配され，表

27に示したように形状．規模，埋葬体位， 副葬品，地上施設，墓塘の配置等に強い規制のあっ

たことが推定される。

次に，溝を環状または馬蹄形状にめぐらし墓域を画するものを「区画墓M」 と呼称する。墓

曠の形態は区画墓Cとさほど変らない。 これらは，過去に環状溝墓， 周溝付土猫墓と報告され

たものである。 これらを， さらに溝|隅の違いと墓塘の分布から 「区画墓M』 と「区画墓M2」 と

に区分する。BS-3, X-5は前者に, BS-4～6, X 7は後者にはいる。

BS-3は1幅3.5mほどの環状の溝をもち，溝の外周に周堤をめくﾎらしたものである。溝外径

は12mを上回l) , 区画墓Cの竪穴規模と比べて遜色ない。中央の掘り残し部に1個と溝中に10

個の墓曠がある。X－5は中央部と，南東部が途切れて馬蹄形をなす溝中にそれぞれ1個の墓

擴をもっている。溝は前者に比べて小規模かっ幅も狭いが，溝中の墓が溝形成から時間的な隔

~

た')が把えられないことからMlに含めておく 。

BS-4～6, X-7は,単一の土幟墓をと ')

囲むように0．5～1 .0m'lj目の溝がめく．るものであ

る。溝はMl と|司様に，全周するもの(BS-5,

6, X-7) と，一部が途切れ馬蹄形状をなす

もの(BS 4) とがある。

これらの中には時間的な関係が把えられてい

るものが2例ある。すなわち, BS-3 (M1)の

周堤がBS-1(C)の一部を覆っており， また，

X-7 (M2)がX-2(C)の周堤を切ってそ

れぞれ作られている。 このことから, C→M1,

C→M2という新旧がとらえられ、 M1, M2は竪

穴墓域が変化した形態と考えることが可能であ

る。 また， そのうちでもMlは,区画墓Cにおい

てときおり竪穴中央に高ま'）をもつ例も見られ

ることなどから， これにより近い形態と考える

ことがて､き， 「区画墓C｣→｢区画墓M1｣→「区画

墓M2 という編年が成り立つ。
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Ⅳ若干の考察

3）区画墓としての土城墓群

本年度の調査地区の台地平坦部で検出された土峨墓は， すべて繩文時代後期中葉の所産で，

II章3-2)て､述べたように数個から20数個がまとまり，群として把えられた。 6群117個から

成るこれらは，特定の群で墓嘘の重複がみられるものの群Ip1士の従ｲfは認めることはで､きない。

これらの墓群では，何らかの区画作業があったことを窺わせるいくつかのことがらが調査の

過稚で明らかにされている。第2， 3， 4群の位置するところの黒色土層(II黒層）は周辺部

と比較して薄く ，遺構掘り込み而はTa-dl層直上で､とらえられている。 また，第4, 5, 6"

はTa c層除去後， ほぼ円形のくぼみとして墓域の存在がとらえられている。

以|､~， これらを「区画墓B」 とII平ぶこととする。

次に区画墓Bとした第1～6群の慕曠について， 区画蕊Cに伴う墓轆と比較しつつ，若干詳

しくみていくことにする。

区画墓Bの墓擴平面形は,楕円形あるいは円形を呈するものが圧倒的に多い｡これを墓狼の長1幅比で

示すと,図118のように0.55～0.64に35個,0.65～0.74に37個が分布し,これらは全体の6割を占める。

さらに長短径の大きさでみると図117のようになり,規棋の大小はあるものの円を示す線に沿って分布し

ている｡このことは遺体の埋葬体位にも大きく拘っており,区画墓Bでは屈葬が主対的といえる。

これに対して区画墓Cでは，長楕円形もしくは小判形の平面形を呈している。平面形および

規模で, Bとは長IIIM比でのピークがずれ（図118),大きさではとくに長径長に違いが見出され

る （図117)。 これらのこと

は屈葬以外に伸展葬が現わ

れてくることを示している

遺体とともに墓擴から検

出されるものに副葬品があ

る。 Bでは土器，玉，石雛

で， このうち玉か副葬され

る墓がもっとも多く認めら

れていること (117個中30

個）に， この区画墓の特徴

が見出される。玉を出土す

る墓擴の分布に片寄りはあ

るものの， どの群でも最低

一個は存在している(玉に

ついては、別項で詳細を述
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1V 砦干の必索

l) ､ BS－l ， 2， X－1 ， 4では皆無である。 X-2, 3の51i,'ilの某峨から石斧． イ｢棒が出土

している。辿体とともに検出されるベンガラはCに|半う墓に多く兄出だされ（37ｲ|古|中35個),一

部には埖口にも散布されている。 これに対して区画墓Bの某轆からベンカゞラか検出されたもの

は一例もないことは． Cとの際立った迷いである。

次に某城の配置と，地上施識についてであるが、 区画蕪Bでは数{IMIが長軸ﾉﾌ向を平行させ一

定の間隔を保ちながら， あるいは亜襖しつつ列状にならぶものや， 円形のくぼみ（区llhl)中央

に呪うriを伴う墓峨があI) , その他の菜峨はこれをとり囲むように|呪されるものがある。 これら

の墓城のなかには， その存在を示すと,Ig､われる礫や小ピッ I､がj騰口付近で検出されているもの

がある。 これに対して区mi墓cでは， 区面中央の難峨が規椣のうえからも他と比べて大きく作

られ極めて象徴的な存ｲfとしてあり，特別の意味をもっているふしがある。 また， それぞれの

巣漉には，染域ごとに長巾lll方l i1がそろえられ，重複することはない。 」職LIのIIIIj端には礫が置か

れるもの， 小ビ､ソトか認められるものが多い。

このように区画墓Bの段階では， すでに墓域形成が認められ墓の配ﾀ'|や環状の盛土の存在か

らIﾘlらかに区Ⅲ墓Cの礼l)'i'』ともみなされる墓群も含まれている。 しかし区画施設の幟築作業は，

次の段階にみられろものほと＊大がかりなものではなかった。 また，菓曠の規椣， 形状，埋葬体

位． 同l1葬1W!なと’に強い斉一性が認められることから．埋葬場所とともに蕊嘘の描築埋葬法に

もすでにある一定の規制か働いているとみなして差し支えないと思われる。

4） まとめ

‐|上海道における繩文後期中葉の墓域形成の例としては、余市町西崎山， ニセコ町北栄の環状

列石が知られる。径1～2mの環状に板狄の礫を配し， この内部に円形あるいは加形の土嘘墓

を作るもので,"1 1には多量の河原石や削石を積んだものもいくつか認められている。

末葉になると大竪六と周堤の存在か示すように，墓域を区画する施設そのものを明瞭に作'）

出す周堤慕がl紺丁する。 これまで周堤墓は恵庭市柏木B( l～3号), 千歳市末広(IIK-1~

3 ）そして美沢川を挾み本遺跡の対岸にある美沢1 (JX 1～4, KX-1 , 2)の各遺跡で

その全容が調査されている。竪穴の規棋は10m内外から15m (推定規椣も含める）で，美沢l

のl例以外はいずれもこの内部に複数の土雌蕊が配されている。

これら以外に部分的な調企によってその存在か知られるものに，標津町伊茶仁， 斜里川朱円，

芦別市野花南， 「歳' |ブキウスの周堤墓がある。

柏木Bの1号，朱円では周堤内部に|配石を伴う墓臘が検出されている。 また， キウスではこ

れまでに全i(Ii調査された周堤墓のどれよl)もはるかに大規椣な例か~みられる。 14基確認されて

いるうちで賦大のものは周堤内径33m, 周堤頂と内部との比高は5.4mを計る。これは竪穴によ

’)墓域を画することと，併せて周堤を構築することにも主|眼が置かれている。 これらは、 本遺

跡の区画某Cとしたものとは区別して考えられよう。

以|このような後期中葉から末葉にかけての本遺跡の区画墓群を含めた墳墓を次のように要約

してまとめとする。
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Ⅳ芳干の考察

中葉の段階では, 1 ~墓域の' '月示作業がｲ〃'：する。

2 ．埋葬に際しての規制が認められる。

3 ． 2とも関連するが，墓｣脳の存ｲfを示す地上施設として礫を多用するも

のと， そうでないものか併存している。

末葉の段階では, 1 .菜域が明瞭に7Jくされる。

2 ．墓域を画するための竪穴椛築から， 周堤を皿著に作')出すもの，特定

の埋葬を区画するものがある。

3 ~埋葬に際しての脱制が多岐にわたり， 強化される。特に周堤染に伴う

菜では地上施設としての配石は一般化しない。

（青柳文吉）

注l . X-2, 3の墓朏には，伴出j堂物， 形態等から周堤染本米の蕊と， これよりもやや時期
を新しくする基があることが明らかにされた。 l剖堤柴か廃棄または放棄されたのちに作ら
れている。 X-2, 3に伴う皐峨数はそれぞれ1511,'11, 6個である． また, X-1 , 2で､は
竪穴周囲の盛土上にも墓峨か作られているか、伴出遺物から堅ｼ‘〈内の新しい巣とM一時期
とされる。

ijz2.BS 3")!器土tにも墓城か作られている。これらもやはり区画内部の墓より-も新しくと
らえられている｡
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〃
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Ⅳ若干の考・察

2 美々4遺跡出土の「三日月形石器」について

本年度の調査で， 美々4世跡から，特異な形をした小ji'!の石製品が10,L'i出土した（図98 79

～88)。平面観が弓な')に反った，抑圧剥離によるIIIIjimjJI I工のイ｢製品て､、 「三日月形布器｣｢半月

形石器」なと÷と併称されているものである。 これまでこの繩の石製17｣は、一遺跡からせいぜい

数点しか発兄されていなかったので， このようにまとまって出土したことは特筆すべきことと

思われる。

これらの黄料が出土した地点は、調査地区北西部の標高約23mの台地上にある。 81～86は、

第2群の墓域北西部から， 87 ．88は， 第6群北東部のI蔽土上部からそれぞれ出土した。 また，

79 ．80も前者から~それほど速くないところから得られたものである。

イi材はすべて黒|埖石で， 整形はきわめて丹念である。わずかに原石|削・一次糸l1離而を残すも

の (80･81) もみられるが， ほぼ全面にわたって二次加工か施されている。内外側緑の湾1||1の

庇合い，膳耗披の有無などにより形状はいくつかに分顛できるようである。

79～85は、 断『liが栫円形を呈し，偏平で薄い。 86の表災面には、綾が作り出されておI) ,断

面か菱形を呈する。前者は， 内外側縁がともに緩やかに湾lillするのに対し， 後者はやや直線的

である。 これらの両端は尖っているか､， いずれにも調擴または使用による磨耗はみられない。

これに対し， 87．88の2点は全体が丸みを術び， 両先端は丸い。 しかも， さきの8点とは異な

り、 | 'l'j側縁には磨耗痕がみられる。 とくに, 88の実線で7｣〈した部分は磨耗が著し< ,意図的な

研磨が行われた可能性もある。

10点の資料中，長さは妓大33[･ '1'(86), 品小22(''1(87)で,平均長は2.6(~'n前後である｡幅は0.7

～0.8(･1]1で，厚さは，やや厚めの88を除けば0~3～0.4(~I''･重さは, 0.99の88以外は, () .5～0~8

9の間にある。

これらのイi製品とほかの世物の共伴関係は必ずしも明確ではない。 しかし，石製品が発見さ

れた地点は， 6つの土脳菓群から成る繩文時代後期中葉の墓域にあたってお') ， また， 周辺か

ら得られた土器片の90％以上はこの時期のⅣ群b頬土器である。 したか~ってこの限りにおいて

は， 美々4辿跡の「三日月形石器」は繩文時代後期中葉の所産で､，土嘘堪に伴うものと判断せ

ざるを得ない。

道内では、 これまで､に表而採集品（札'I%西高等学校郷土研究部1960) も含めて14の遺跡から

28点の「三日月形祠器」が報告されている(表28)。 これらのうち，芦別市野花南矢野沢遺跡(2

番目の大きさのもの)，美々4遺跡("LI ),斜里町オークシベ､ソ川世跡出土のものは，ほかのもの

と形状がやや異ることから， それぞれ別種に分類される可能性も残る。 また， 斜里町尾河台地

適跡の資料は，二次加工が表裏面とも周縁のみにとどまるものである。

上記の4，1，1.(を除けば， 各地から出土した「三日月形石器」は，実測図・写真で見る限りでは

あるが，美々4 .i堂跡のものと互いによく似ている。 ‐とくに，千歳市末広遺跡，長沼町堂林遺跡
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Ⅳ若干の考察

表28道内三日月形石器出土遺跡一覧

~

"f"|出上数性 き さ((･m)
文献番号卜|』,土状況 時 期 文 献遺跡名

長さ ’咽厚さ

EK,大場1953 l ）混入 （ ？ ）住吉 町 函館市l 1 3.0×1 ．2×0．5
~

2）千代柵1971層 繩文後期（ ？ ）士
ロ 函館市 2昌

一 3．2×0~8×() ．61

;×0．5×0．4 繩文|]免期初頭墳墓(M-1 )
北海道教育

委員会1977

~

｛ ）
苫小牧市 〕 ~6×0．6×0．4竺参 1

沢 1夫 i,、
〃

3
~

3．8×0．6×() .4
〃 ノ

2.6×() ~9×06 11 黒 層

3.()×0．9×() ．5 〃

北海道教育

委員会1978

~

4 ）美 沢 1 苫小牧市 5 2，8×() ．9×0．4 〃

2．6×0．9×().6

; .5×0．8×0．6
~

~

北櫛道教肯委典会
lW9

(帥北海道蝿I肱文化
{14 -+ｼンタ 1981

現河床下の包含層美々4（呑口） F歳市 2．7×1 ．4×() .41 、 ノ

2~6×0~4×0.2 11 黒 層

(2.9)×().7×03 第2群墓域北西部第2群墓域北西部

千歳7h b1
』

1
』美 々 4

繩文後期中菜

2~4×() .8×0．4 〃

Z.5)×()8×0~3 〃

2．6×() ．8×0．3 〃 "

2．6×0．8×() ．3 〃

子
二
子

式
症本美 々 4 1千歳市 10

(Z. i) ）×() ．8×0．31 .3ﾉ×() .5×0．3
川

〃

3．1×() ．8×() .3 〃

3．3×()．7×() .4 〃

2.2×()－8×() .4 第6群盛土上部

〃

3． 1×0．8×0．3 〃〃

3．3×0．7×0．4 〃

第6群盛土上部2．2×0．8×0．4

〃

〃

2．3×0．8×0．5

5）上獅:道敬育委ii会
ILWL1
▲■Fd、〃

II 黒 層美 々 5 千歳市 2．7×().6×() .4］

包 含 層※2．7×() ~3×0．3

※3.()×0．3×0．3 〃
~

大谷･田村1982
〒 生 斗

寸． ノ戎叩末 広
Ｆ
ｎ ※3．0×0．3×0．2 〃

※3，2×()．3×() .4

※3．6×0．4×0．4 〃

~

包 含 層 繩文後期末葉 野村･宇田l l l l967 8 )3．1×0．9×0．5堂 林 長沼H1 1

4 層｜続繩文初頭第 野村･佐藤1966※3．9×0．7×0．3市 川 由仁町 9ノ1

層芦別市野花南丸谷 ) .0×0．6×() .4 11

5.7×1 ．4 擁 集 M,※5．7×1 ．4 ３

７

７

７

９

９

１

１

村
棚村

間

野

ｊ

１

０

１

１

１
芦別市野花南矢野沢 ※3．8×1．4 jノ

,)

農3，0×() ．9

（2.$×（) .5×() .2

〃

斉 藤1983含 層 12)東神楽川
0 I

己沢田の沢 1

第11号住居跡圃士 澤 ら1979 13）※@.リ×0.6×0，3

※@.リ×0．5×0．2

津 釧路市閲1
〆、

1

金盛ら1983表 土 14）尾河台地 斜里町 1

Vb 層 '1、林ら1980 15）斜里町 ※6.W×0~7×() .4|オクシベツ川 1

※は，実測図・写真から計測したもの。 （ ）は破損部分

、l后
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W若干の考察

の資料は、 大きさ， 形状ともに、う ’)ふたつ〃 と言ってもよい。 また85のように内外側緑か直

線的なものは，かつて美々5遺跡から,IH土している。

さきにもふｵLたとおり、 この仰の石製品は検出数が少なく ，遺椛やほかの遺物と確かな共伴

関係を示す例は多くはない。美々4遺跡と美沢川をはさんで対'時する、 1f'li-小牧市美沢1世跡で

は，繩文時代晩期初頭の埴墓のマウンド中から3点かまとまって出土したことかある。 また，

包含層からの出土であるため，やや確証には,乏しいところもあるが．堂林遺跡と由仁町市川遺

跡からは， それぞれ繩文時代後期末葉と続繩丈時代初蚊のr三日月形石器」が報告されたこと

がある。

このイI製IW,の機能について論じたものも少ない。函館市住吉町遺跡では「用途不明の作業具」

とされ，堂林遺跡で「ノッチド ・スクレイバーとしての用途Jか論じられている。 また， 東神

楽町沢H1の沢逝跡の報告耆では「装身具的な意味あい」が指摘されている。

以上のように, 「三H月形打器」に関する情報は， いまのところ十分であるとは言えない。 し

かし、 これまで報告された資料は，一応全道的な分布が認められるものの，札'幌～苫小牧低地

州南部に極端な集中を示していることか~わかる。 とくに，美沢川流域に所在する美沢l ･美々

4 ･ l 'il5世跡からは， 今回の資料を含めて合計21点が出土しており， これは全体の約57%に相

当する数である。 また，所属時期に関しては，繩文1I免期を中心に， 中期後半から続繩文時代に

わたるとする説（ ~ '二野1982） もあるが， 後期中葉から晩期初頭と考えられるものが比較的多数

を1Iiめている。 これらのことがらは， 周堤慕に代表されるような区画（墓域）の形成を伴う墓

の分布と無関係ではないことをH音示しているように思える。

機能についても推{ll'lの域を出ないが， 形状や出土状態の若干の例からは，実用的な石器とは

考えにくい｡，そして， これらの7T製品が，繩文時代後期'|1葉から晩期初頭にかけて使用された

ものとすれば，玉や漆製の装身具， 祠.峠などの祭祀遺物と有機的な関係をもつことも考えられ，

斉藤（斉藤1983)か言っているように,今後この視点からの検討が必要であろう。 （遠藤香澄）
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l )児士作左術｢' 1l ･大場ｲ|1夫 1953 「函節I|j住吉町遺跡の発掘について｣『北ﾉ)･文化研究報告
苫』 8 北海道大学

2)T･代柴制wi l971 r函館市日吉世跡発掘調介報告書』 市立函館|呼物館

3）北海道教育委員会 1977 『美沢川流域の遺跡群」 I

4 ）北海道教育委員会 1978 『美沢1 1流域の適跡群」 II

5）北海道戦育委員会 1979 『美沢1 l 1流域の世跡群』 IⅡ

6) (1M)北海道埋蔵文化財センター 1981 「美沢川流域の遺跡群」Ⅳ

7）大谷敏三・田村俊之 l982 r末広辿跡における考古学的調査」下千歳市教育委員会

8)W･村祭・字IⅡ川洋 1967 「侭沼町I幌内堂林遺跡調従報告｣『長沼町の文化財」 2 長沼町
教育委員会

9）野村崇・佐藤勉 1966 「夕推郡｢'1仁町市街・市川世跡の調査｣『シユーパロ』 2 夕張東
高等学校郷土研究部

1())野付崇 1973 『芦別市の先史遺跡」 空知地ﾉﾌﾞ史研究協議会

nlハ

ム上、



Ⅳ若干の考察

野村崇椛 1977 『石狩川中流域の先史遺跡』 空知地ﾉ]史研究協議会

斉藤傑 1983 「東神楽町沢川の沢世跡発伽調侮報告書』 東神楽町教育委員会

澤lﾉLI郎ら 1979 『劇| |路市脚津遺跡発掘報告」 Ⅱ1 1I IMi li_!ﾌﾕ郷土博物館

金盛典夫ら 1983 「尾刈台地遺跡発111嗣介報告書」 斜里Ⅱl教育委貝会

小林敬ら 1980 『オクシベツ川世跡発伽調査報告書」 斜里町教育姿l1会

札|幌西同等学校郷|研究部 1960 i厚別野III兇間表Ini採集による査料報告｣『,蝋ll#7,

北海道:尚年好古学|)捌議会

12軒秀- 1982 「石器｣｢繩文文化の研究』 6 雄山開

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

１

１

２

３

４

５

６

１

１

１

１

１

１ 17

17）

ワ1ワ
舎上~I
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3 美々4遺跡出土の玉について

美々4遺跡では， 台地上の30個の墓から98点， 包含層から1点の玉が出土した。 ここでは，

その観察を通して， この遺跡のもつ意味を考えてみたい。

l )出土状態

墓城内出土の玉は，嘘底的iまたはそれよ')若干浮いた状瞳で検出されてお') ，遺体の直上，

直下から出土した例も少なくない。平面的には，嘘底の北半ないし西半から出土した墓が26個

ある。 これは，頭位か判明した例から考慮すると，上半身， とくに頭部から胸部に相当する。

しかし，蛎底の南東部から出土した例(P-116･ 200)塘底一面から出土した例もあることか

ら． すべてか遺体に装着されたものか否か明らかではないが， 副葬品であることは論をまたな

い。

P-200は， 歯列の検出状態から合葬の可能性が考えられた。 この墓から玉は5点出土して

いるが， そのうち2点が親玉で（寺村1969) , しかも2か所の骨の拡がりの頭と肩と思われる
( iEEl )

部位から1点づつ検出されている。

2）形態
（旅2）

まず玉は， 親玉と小玉に分けられる。前者には，銃弾形．勾玉様．平面形が楕円を呈するも

のがあ') ， 後者には，管玉・棗玉に類するものを含み，孔を中心に放射状の刻みをもつ玉もあ

る。墓群ごとに親玉と小玉の組み合わせ，割合いは多少異なっている（表29)。

第1土砿墓群は，親玉のみ副葬されたものか~ 1例ある。第2群と第3群は，親玉と小玉また

は小玉のみで，親玉だけの副葬がない点で共通する。第4群は，墓の半数から玉が出土し，親

玉総数の40％を保有している。第5群は，親玉と小玉の組み合わせがない代りに， 33個という

突出した数の小玉を副葬した墓がある(P-180)。第6群は， 小玉のみの副葬である。

3）石質

99点の玉のうち， 5点か滑石（ 1 ． 6 ． 23 ．24 ． 25） 3点が蛇紋岩(3 ･ 11 ･ 70)で，残.り
（注3）

の91点は，一応硬玉と鑑定されている。色調は，透明感のある明緑色を呈するものが大半を占

め，全体が濃緑色を呈するもの，石英質母岩中にわずかに緑色部をもつものがそれぞれ少量あ

る。 もし， これらが硬玉だとすれば，道内の一遺跡から得られた硬玉製品としては， 恵庭市柏

木B追跡（木村1981)の136点に次ぐもので，北海道における副葬品の変遷や， 当時の人間の移

動を考える上て重要な意味をもつことは言うまでもない。そのためにも早急に，硬玉なのか否

かを明確にする必要がある。

4）穿孔

穿孔方向は，孔断面の観察から次のように分類される(寺村1972)。

A，一方If1から穿孔されたもので，開孔径部が終孔部径よl)大きなもの。

B, 両方向から穿孔されたもの。
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Ⅳ若干の考察

表29 墓群ごとの玉の組み合わせ

~輌一
’
玉の出土した墓のI一一一一

列:硯上と 小玉l、 二］
~I

グ）み親 玉 の ~~

~
4"[| ' lXP 01 (1)P 01 （1）1丑f

上個-1 ~~

｜

’

１

１

ワ

〕

司

ｌ

ｉ

Ｉ

~

’

~

P 103(2･1)

P-116(1･1)

P-12()(1．4)

P 125(1･4)

P－113

P-110
24基中6基ゥ渦羊

白佃十

｜

’
１

１

１

１

２

３

申
◆
合

１

１

２

１

く

Ｉ

１

０

０

２

３

０

１

１

２

~
~

ｊ

ｊ

Ｊ

ｆ

ｒ

ｆ

１

１

１

２

申
◆

ｕ

ｕ

ｌ

０

２

３

１

１
~

Ｐ

Ｐ

７

０

０

５

１

１
~

Ｐ

Ｐ

７

０

７

０

１

０

５

５

６

６

１

１

１

１

１

~
~
~
~

』

，

，

ｊ

Ｊ

ｆ

Ｆ

ｒ

ｆ

ｆ

１

１

２

４

ｉ

ｌ

③

側

一

仙

仙

、

25基中4基
3群3群 ’

~

｜

’

P 151

P-153

P l58

P-163

P-168

P-198

１

１

１

１

１

１

３

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

’
2()基中10基l罰

P-173

P 176

P-179

P 180

P－19(）

１

１

１

１

１

２

６

３

淵

２

１

１

１

１

１

P－205 (1)

P-216 (1)

’

｜

’

27基中7基5群

｜

’

６

４

０

１

８

８
~

Ｘ

Ｘ

１

１

？

］

リ

〕

１

１
17基中2基6軒

※（ ）内は個数

C,一方向から穿孔されているが，終孔部において反対側から修正穿孔されているもの。

硬玉製の玉は, Aが33点, B7jf5点, C"51点で一方向穿孔が圧倒的に多い。 Aのなかには，

終孔の縁辺部に細かい剥離が認められるものがあるが，孔の内・外のどちら側から力が加わっ

たもぬか識別できなか蝿j孔壁には, ばとんどのものに工具の回転痕が認められ魯が,浅く
不鮮明である。むしろ平滑な感じで， なかには部分的に光沢をもつ例（18 ．87．89）や，縦方

｜向｣の擦痕をもつ例(55･60･77･78･84･87･91･ 92)がある。 これは，紐ずれなど使用にか

かわる二次的要因も考えられるか~， 「孔サラエ」 と呼ばれる孔内修正か行なわれた可能性もあ

る。 P-151からは穿孔途中の未製品が1点出土している。三角柱状を呈し， 各面には研磨が施

されている。孔の深さは約4111mで，穿孔は約4分の1の段階に相当する。孔断面は先細りのU

字形を呈し，連続的な回転痕は認められない。 これらのことから，工具は硬玉製大珠未製品か

ら復元された管錐（寺村1972)て､はな< ,先端が丸味をもった棒錐が該当する。回転痕が認め

られないのは媒材の使われ方に起因するのかもしれない。

なお，滑石製の玉の穿孔方向はBのみで，縦方向の擦痕か一部に認められる。(23 ．24．25）

蛇紋岩製の玉はBとCである。両者ともに孔内はきわめて平滑である。

5）課題
（注5）

ヒスイの原産地を考える上でまず整理しなければならないのは， 日高町千栄産の軟玉につい

てである(番場1967a,b)。これは,透明感を欠く暗緑色を呈し， 黒色の鉱物（クロム尖晶石． ク

■

口

ワ1Q
合ユゾ



W蒋干の必~案

叩1Z (） ノ

ロム柘柵石）が斑点状に認められ， 肉IIM観察では明らかに識別される。 さらに，報告者は， 成

分組成・産状からこのﾘ吹玉に対して噸玉起源の可能性を'晴示しているが，現時点では日高地方

の過跡においてヒスイ製装飾品や原子fの出土は確認されていないことから， この「日高ヒス
（旅7 ）

イ」は利用されていないと考えた方か妥当であろう。

墓群ごとに玉の組み合わせが異なるのは， 各墓群における土堀慕の配し方に関連するものか

もしれない。す-なわち，玉の組み合わせが噸似する鋪2 ．8群は,長軸をそろえ墓壊間に一定の

間隔をおき． 列状の配置を行う伽向がある。玉の出土率・親玉の保有率の高い第4群は長軸方

lhlをあるfIII度そろえながらも墓どうしの兎腹が皆しい。 多量の小玉を保有する第5群は， 第2

・ 3群の列状配置かやや崩れた様子か~うかがえる。小玉のみ4点保有する第6群は，配石によ

って蕊群中央の県を意識し， それを取り性lむように他の墓を配している。滑布の親玉のみの第

表30 美沢川流域におけるヒスイ製装飾品

i堂跡名
､盤1．
でFT

J塁 術 形魅 il制数 E 以 外 の 同l1 葬 品 文献

美沢1辿跡 梢円形H－4 1 I

|X 3,P 120周堤墓 小］ 渠漆弓,石搾,石斧､石錐イ『斧原材
〃 25 Ⅲ

勾玉様|X 4､P 1()8 石斧］〃
ⅡI

11黒包含層 小手〃

II~

美沢2遺跡 4P-6 i）〃 〃

美々4世跡 BS 3P-2周堤墓 勾二F様

小玉

1 Ⅳ

３７

６

」
毛

ｆ

Ｊ

Ｂ

Ｉ

″

〃

》『》

白｡ 〃

サメの歯,漆器２〃 〃

勾干様M－7 1
〃

I

〃 X 209周堤墓放棄後 '1， ］ ］ ⅥI

勾玉様X 6〃 〃

P 334 1舟 土 墓 V群a菰土器,漆器1
J J 〃 〃

柿円形 1Ⅳ 〃 I F

P 342 1巌 土墓 勾玉様 す')石,土製品,孔あき石,漆器］〃
〃

P－368周堤墓放棄後 IWI'I形 漆器1
IF

〃

D－Q宇匡
1 L）ｲLノ 小玉 石雛〃 ソ

］ 〃

P-376周堤墓放棄後小玉 -サメの歯,石棒,土製品３『I
〃

P 378 " V群a類土器、石斧，つまみ付きナイーブ２〃 ノ 」 〃

P-386 " 石斧 〃｡

P－qqn 〃
ユ LJ凸J，ノ 肖玉 櫛1 〃

11黒包含層 '1， 千
UU

JF

6 Ⅳ

／
／
／

ｗ
Ｈ
川

ｊｌｌ“
弓
ｊ

７
Ｉ
Ｉ〃

1
〃

〃

」l、 玉〃 11〃
Ⅳ

桁円形 1
〃 〃 〃

『『
FF 〃 ワ

｝ [ ， IⅡ
〃

蕊壬
〃

1
1J

111

I;1 q7
己ノ0

※文献覧の1 , 11， 1Ⅱ，Ⅳ，Ⅶは「美沢川流域の遺跡群」 を表わ~す
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Ⅳ若干の考察

1群は，墓の配置に特別なきまりが認められない。墓の長軸ﾉｱIfilや墓蛎の塊継等は． 各群ごと

にさらに個性があるが， このような観'↓(から， 第2 ． 3群の類似性， 第1 ･ 4 ･ 5 ･ 6群の各

特性か抽出される。

このような特性か~，被埋葬者や墓群を形成した集団の性格を表わすものなのかと、うかについ

ては， さらに検討を重ねる必要がある。

美沢1 1 1流域ではこれまで､に， ヒスイ製装飾品が97点検出されている。 このうち副葬品として

明らかなものは， 周堤墓に伴う墓からの3例27点， 周堤墓放棄後の巣からの7例13点，盛土墓

からの2例3点， 後期または晩期と考えられる土城墓からの4{#l129点である。過去の調査例か

らは， 周堤墓に伴う墓→同放棄後の墓→"迄土菓という墓制の変遷に対応するように減少する似．！】11-

向が一応認められる。 しかし，今回得られた玉は， 出土量においてまず異な') ，時期的には，

墓域を画する方法や墓に関係すると考えられる土器から， 周堤墓の前段階に位置するものであ

る。

本遺跡と同じ内容の副葬品をもつ例として音江環状列石(駒井1959)が挙げられる.このうち、

号墓からは,23点の小玉, 13点の石雛,朱塗り弓か副葬されており，弓は検出されていないがP

180の内容と一致する。さらに石鰄の形態は両者ともにやや末広が')の尖蝋部をもつ有茎雛であ

り，時期を決定できるような良好な土器は得らオしていないが,近接した時期と考・えられる。 しか

し,音江の周囲に土手をもつ墓(m･n･xⅢ号） を除いて，配石墓に属するもので集団墓を区ロIす

るという性格とは異なる。音江m・皿・皿号墓についても，脳底に石が敷きつめられており、

石に対する意識は美々4遺跡とは差がある。 このように，北海道における繩文後期中葉の集団

は， 副葬品については同じ志｢njを持ちながらも，墓の構築に対しては明らかに別の意識をもっ

た二者が存在したと言える。 さらに， これらの硬玉か新渦県原産だとすれば，本1‘|､|集団の北海

道への影響力がかなり強烈なもので，墓制を改変してしまうような事態を招いたとは考えられ

ないだろうか。この点に関しては，美々4遺跡の玉の石質や原産地を解明するとともに，東日

本的な視野から配石墓・区画墓の発生と変遷を通して， 集団の性格や移動を明らかにする必要

がある｡ （石l l l 朗）

1，1

白竺」



Ⅳ若干の考・案

征l ~ このような観点からも， 合葬が裏付けられるのかもしれない。

注2 ．飾りの中心になるものとそ-)て･ないものの区別で、前者は「派飾」 と同じ意|床で､ある。
直接関係しないが， アイヌ1も僻例では， 親玉に対して「ヌムンタマ｣、 「ボロヌムンタマ」
という打称で呼び分けている(杉山1936)。

注3 ~ イ丁蘭の肉l1k鑑定は，北海近大学地蘭鉱物研究室助手渡辺順氏による。
注4 ．寺村は， イiⅢ玉製大味の場合， 1'1通,1前で穿孔作業を止め、 反対側から蛭〈たたいて孔を
賀〈と塀察している(寺村1969)。

注5 ． ここでは， ト欣玉も含める。第30表も同様である。 しかしネフライトと報告されているも
のには、 日商下栄産と肉眼鯛定されたものはない。

注6 ．竹IH姉雄氏、 I|'村T･春氏所蔵の浅科による。

注7 ~ その後の'|､,'i報収柴で穂別町制山の地1 1 1流域で黒色鉱物を全く含まないヒスイ類似の催打
か採災されていることをｲ~､1-記する。
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Ⅳ若干の考察

表31 玉一覧

第1群
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Ⅳ若干の考察
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Ⅳ若干の考察
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写真図版

美々4遺跡

美々5遺跡

図版1～38

図版39～44
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図版 1

1 ．美々4遺跡全景

2 . 1黒層調査状況
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図版 2

1 ． P－1完掘状況 2 . P-12完掘状況
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3 . P-13完掘状況（後方P-7 ･ 8) 4. P-26人骨検出状況
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図版 3

I黒層完掘状況
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図版 5
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I黒層出土土器
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図版 6
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巻
I黒層出土石器
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図版 7
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図版 8
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以

心

1 ． H－1完掘状況（左後方H-2)

一

~ ~~麺'埼

2 . H－1完掘状況

3 ． H－1土器出土状況
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図版 9

1 .H-1出土土器（床面） 2 . H-1出土土器（潭土）
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3 . H－1出土石器（左床面出土）
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図版 10

≦

1 . H-2完掘状況

3 . H－2出土土器（床面）

4 . H-2出土石器2 ． H－2石組炉
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図版 11

1 .H-2土器出土状況（覆土） 2 . H-2出土土器（覆土）

3 . H-3完掘状況
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図版 12

1 ．第1土壌墓群完掘状況
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2. P-01完掘状況 3 . P-01玉出土状況
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図版 13

1 ．第2土曠墓群完掘状況（後方に第3 ． 6群）
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図版 14

2 . P-110
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3 ． P－113 4 . P-120
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図版 15

2 . P-116出士玉

1 . P－116完掘状況
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3 . P-123立石検出状況 4 . P-123炭化材検出状況
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図版 16
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2 . P-132出土石器
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心

1 . P-124人骨検出状況

3 . P-125完掘状況

5 ． P-125出十雫4 ． P-125玉出土状況
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図版 17

ゴ

1 ．第3土塘墓群完掘状況

2 . P－131完掘状況 3 . P-131人骨検出状況
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図版 18
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図版 19

1 . P-148完掘状況(後方P-149)

2 ． P-149完掘状況
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3 . P-149土器出土状況 4 . P-149出土土器
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図版20
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1 ．第4土曠蟇群完掘状況

2 . P-151出十手

4 . P-153完掘状況3 . P-153串十干
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図版21

1 . P-163出士王

2 . P-163出土土器 3 . P-163土器出土状況

5.P-200出士雫

4.P-200完掘状況
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図版22

己
宅

1 ．第5土壌墓群完掘状況

3 . P-176出十雫

4 . P-178出土土器2 ． P-176完掘状況
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図版24

1 ． P-189完掘状況 2 . P-190完掘状況

囮
3 ． P-194完掘状況 5 ．石鑑4 ． P-194石雛出土状況
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図版25

1 ． 第6土塘墓群(X-8) II黒上面の状況

2 ．第6土曠墓群完掘状況
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図版26

2 . X-817出土石鑑

3 . X-817出++器1 . X-817確認状況

4 . X－817完掘状況 5 ．柱穴セクション(上X-817)
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図版27

~~~~~~~

1 X-808確認状況

2 . X－808出土土器 3 . X-808完掘状況

5 ． 出土玉(上段X-806下段X-814)

4 . X-806完掘状況
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図版28

~~琴=一志、率、
, 与壱

h9
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L

2 ． T-5 ･ 6セクション

1 .T-5･ 6完掘状況

4.T-3完掘状況3 ． T－1完掘状況
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図版29
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図版30

I 2

3 4

II黒層出土土器
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図版31
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図版’32
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図版33
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図版34
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図版 38

1 ． ｜日石器確認調査状況

3 ．旧石器

2 ． ｜日石器出土状況
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1 . 11黒層完掘状況
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